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I区 9号住居出土紡錘車 (S143) 

l区15号住居出土紡錘車 (S150) 

荒砥上ノ坊遺跡では、土製紡錘車 1点、石製紡錘車 6

点が出土した。このうち、 3点の紡錘車に刻書がみられ

た。これらを出土した住居はいずれも 9世紀後半である。

2区99号住居出土紡睡車 (S186) 

同上

同上





序

前橋市の旧荒砥村地区で行われた県営荒砥北部圃場整備事業は、広大な面積が

圃場整備の対象となり、併せて数多くの埋蔵文化財の発掘調査も行われました。

昭和57年度に当事業団が調査した、二之宮 ・荒子地区に所在する荒砥上ノ坊遺跡

もその一つですが、本遺跡は縄文時代から中世にかけての複合遺跡で調査面積は、

42,000面に及びました。また、本遺跡から出土した遺構・遺物は膨大な量でした。

諸般の事情で調査報告書の刊行が遅れていましたが、関係者の努力により、平

成 6年度より 4年計画で本遺跡の整理業務を始め、既に、 2冊の調査報告書を刊

行いたしました。この度、本遺跡の 9世紀後半から11世紀を中心とした、遺構 ・

遺物の整理が終了しましたので、ここに、本遺跡の 3冊目の調査報告書である「荒

砥上ノ坊遺跡III」を上梓したく存じます。

発掘調査から調査報告書刊行に至るまで、群馬県農政部土地改良課、前橋土地

改良事務所、群馬県教育委員会文化財保護課、前橋市教育委員会、地元関係者に

は、種々ご指導、ご協力を賜りました。これら関係者の皆様に衷心より感謝の意

を表し、併せて本報告書が群馬県の歴史を解明するために大いに活用されること

を願い序とします。

平成 9年 3月25日

財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団

理事長 "•寺5レ之





例 言

1.本書は、昭和57年度県営圃場整備事業荒砥北部地区に係る埋蔵文化財発掘調査報告書の 3集『荒砥上ノ坊

遺跡III』である。荒砥上ノ坊遺跡は荒砥北部圃場整備事業区域内の遺跡群のひとつで、昭和57年度に発掘調

査された、縄文時代から中世の複合遺跡である。報告書は、時期別に全 4分冊で構成した。本書第III分冊で

は、歴史時代後半期（概ね平安時代中期から後期）の遺構 ・遺物を報告する。既に縄文時代から古墳時代の遺

構 ・遺物については第 1分冊、歴史時代前半期の遺構 ・遺物については第II分冊で報告した。今後は、第IV

分冊で中世以降と時期不明の遺構 ・遺物を順次報告する予定である。

なお、遺跡内に存在した「女堀」についても調査を実施したが、他の各調査地点とともに昭和59年 3月に

刊行された 『県営圃場整備事業荒砥南部 ・北部地区に係る埋蔵文化財発掘調査報告書女堀』で既に報告して

いる。

2.荒砥上ノ坊遺跡は、群馬県前橋市二之宮町406• 408 • 409番地他、荒子町750• 758 • 1080番地他に所在する。

遺跡名は、遺跡のある地域の1日村名である 「荒砥（あらと）」に、発掘区内で最も広い小字である「上ノ坊（か

みのぽう）」を付した。発掘調査当時は、「うえのぽう」と呼称していたが、その後の調査で「かみのぽう」

であることが判明したので、報告書刊行を契機に訂正した。

3.発掘調査は、群馬県農政部 ・前橋土地改良事務所 ・群馬県教育委員会の委託により、（財）群馬県埋蔵文化

財調査事業団が実施した。発掘調査の期間 ・体制は次の通りである。

期 間 昭和57年 7月 1日～昭和58年 1月25日

事務担当 小林起久治、白石保三郎、松本浩一、細野雅男、近藤平志、国定 均、笠原秀樹、山本朋子、

吉田有光、柳岡良宏（（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団職員）

野島のぶ江、吉田恵子、吉田笑子、並木綾子、今井もと子（同 補助員）

調査担当 鹿田雄三、小島敦子、斎藤利昭（同調査研究員）

4.発掘資料の整理および報告書の作成は、群馬県教育委員会の委託により、（財）群馬県埋蔵文化財調査事業

団が実施した。整理 ・報告書作成の期間 ・体制は次の通りである。

期 間 平成 8年4月 1日～平成 9年3月31日

事 務 菅野清、原田恒弘、蜂須実、神保侑史、小渕淳、佐藤明人、国定均、笠原英樹、須田

朋子、吉田有光、柳岡良宏、宮崎忠司（（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団職員）

大沢友治（同 嘱託）、吉田恵子、松井美智代、内山圭子、星野美智子、羽鳥京子、菅原淑子、

若田誠、山口陽子（同補助員）

専門員）編 集 小島敦子（同

本文執筆 小島敦子

遺構写真 鹿田雄三（現

団専門員）

遺物写真 佐藤元彦（同

遺物観察 小島敦子

県立伊勢崎東高校教諭）、小島敦子、斎藤利昭（（財）群馬県埋蔵文化財調査事業

主任技師）



金属器保存処理 関邦ー（同主任技師）、土橋まり子（同非常勤嘱託）、小材浩一、萩原妙子（同 整理

補助員）

遺物および図面整理 下境マサ江、高橋優子、高梨房江、長岡美和子、羽鳥望東子、田子弘子、高橋桂子、

（（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団整理補助員）

出土鉄分析研究委託 （財）岩手県文化振興事業団

5.出土鉄器および鉄生産関連遺物については、赤沼英男氏（岩手県立博物館）に玉稿を賜った。また、石材

同定については、飯島静雄氏（群馬県地質研究会会員）の手を煩わせた。

6.発掘調査および本書の作成にあたり、下記の諸氏よりご助言、ご協力を得た。記して感謝の意を表したい。

（敬称略 • 五十音順）

赤沼英男 田ロ一郎前原豊増田修

7.出土遺物は一括して群馬県埋蔵文化財センターおよび（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団が保管している。

凡例

1. 本調査の記録に用いたグリッドは 5m四方で、北西交点をその呼称としている。調査当時、グリッド杭は

各調査区の圃場整備工事用の杭を基準に打っており、調査区ごとの関係は不明であった。そこで整理時に、

国家座標値を調査し、各調査区の絶対的位置を確認した。工事用杭を基準にしたグリッドの南北ラインは、

l~10区が西へ 1° 4'16”、11区が西へ 4゚偏っている。なお、座標は第IV系にある。

2.本書における遺構番号は、調査時に付されたものをそのまま使用している。このため欠番が生じている。

3.遺構因中の北方位は座標北を示す。

4.遺構図で使用したスクリ ーント ーンは以下のとおりである。部分的に異なる場合があるが、その際はその

旨凡例を示した。

地山 浅間C軽石一 浅間Bテフラ □□焼土 ・灰□
6.本書で使用した遺物の番号は、種類毎の通し番号であり、種類の略号は以下の通りである。平面図に付し

た番号は、遺物実測図に付した番号に対応している。

土器（略号無し） 石器 S 金属器 M 

7.遺構因 ・遺物図の縮尺は、原則として以下の通りである。縮尺の異なるものが併載される場合は、それぞ

れにスケールを付した。

遺構図 1 : 80 

遺物図 1 : 4 （鉄器および小形遺物に 1: 2、大形遺物に 1: 8のものがある。）

8.遺物実測図中で使用したスクリーント ーンは以下のとおりである。

土器 黒色処理 □］ 灰釉陶器口］ 緑釉陶器こ］ スス付着部分 □
石器 磨り面 □



9.遺物写真図版の倍率は、土器 ・木器は原則として 1/4、大型品は 1/6に近づけるようにした。石器は、

原則として礫は 1/ 4、剥片石器は1/2、石鏃などの小型のものは 1/ 1に近づけるようにした。また、部分

的に特徴のある遺物については、近接写真を撮影した。

10.本文は以下のような点に留意して記述した。

1)「第 1章 調査の経過と遺跡の概要」は、すでに 『荒砥上ノ坊遺跡 I』で述べているが、本書でも略述し

た。

2) 各遺構の記述にあたっては下記に留意した。

住居 位置は、その遺構が含まれるグリッドをすべて記載した。重複は、重複する遺構とその新旧関係

を述べた。形状は、方形 ・長方形 ・隅丸方形 ・隅丸長方形にほぽ分類して記載した。規模は、遺

構確認面での上場で計測した。なお、竃付設住居では竃の部分を含んでいない。面積は、床の面

積と考え、住居の下場でプラニメーターの 3回平均値を計測した。方位は、北方向に最も近い壁

の方向を計測した。床面は、傾斜や凹凸の有無、硬化面の残存状況を記述した。埋没土は、埋没

土の全体的傾向や特徴的な埋没土について記述した。炉・鼈は、それぞれの位置と規模を記載し、

遺存状態を述べた。周溝 ．柱穴 ・貯蔵穴等の住居施設については、検出された位置 ・規模 ・遺存

状態を記述した。遺物は、住居全体の遺物の出土状態と、特徴的な遺物について記述した。備考

では、各住居の調査から考えられることがらがあれば記述した。時期は出土遺物 ・重複関係等か

ら、遺構の時期を記載した。

土坑住居に準じる。
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6.同竃全景（西から） PL 19. 1. 1区67• 73号住居全景（西から）

7. 1区32号住居全景（西から） 2. 1区67号住居鼈全景（西から）

PL 13. 1. 1区33号住居全景（北西から） 3.同出土遺物

2.同 竃全景（北西から） 4. 1区73号住居鼈全景（西から）

3.同土層断面A-A＇（南西から） 5.同 出土遺物



PL20. 1. 1区74号住居全景（西から） PL27. 1. 2区25号住居全景（北西から）

2. 同鼈全景（西から） 2. 同鼈全景（北西から）

3. 同遺物出土状態(1558• 1559) 3. 同出土遺物

4. 同遺物出土状態（1556• 1557) 4. 2区27号住居全景（西から）

5. 同出土遺物 5. 同鼈全景（西から）

6. 1区調宜風景 6. 同土層断面A-A＇（西から）

7. 1区調査風景 7. 同遺物出土状態(1603)

PL21. 1. 1区5号土坑全景（東から） 8. 同出土遺物

2. 同土層断面（東から） P L28. 1. 2区28号住居全景（西から）

3. 1区39号土坑全景（西から） 2.同 鼈全景（西から）

4. 1区10号土坑（井戸）土層断面（西から） 3. 同遺物出土状態（1605・北か ら）

5. 1区5• 10 • 39号土坑出土遺物 4. 同出土遺物

6. 1区51号土坑（井戸）全景（西から） 5. 2区29号住居全景（西から）

PL22. 1. 2区2号住居全景（南西から） 6. 同鼈全景（西から）

2. 同窟全景（南西から） 7. 同遺物出土状態（西から）

3. 2区5号住居全景（西から） 8. 同遺物出土状態（1613・北か ら）

4. 同鼈全景（西から） PL29. 1. 2区29号住居遺物出土状態（南西から）

5. 同土層断面A-A’（南西から） 2. 同出土遺物

6. 同出土遺物 3. 2区35号住居全景（西から）

P L23. 1. 2区8号住居全景（西から） 4. 同鼈全景（西から）

2. 同竃全景（西から） 5. 2区40号住居全景（西から）

3. 同遺物出土状態(S169 • 1577 ・西から） 6.同鼈全景（西から）

4. 同遺物出土状態(1575・東から） PL30. 1. 2区42号住居全景（西から）

5. 同出土遺物 2. 同竃全景（西から）

PL24. 1. 2区9号住居全景（西から） 3. 2区43号住居全景（北西から）

2. 同竃全景（西から） 4. 同鼈全景（北西から）

3. 2区10号住居全景（南西から） 5. 2区43• 44号住居出土遺物

4. 同出土遺物 6. 2区44号住居全景（北西から）

5. 2区13号住居全景（西から） 7. 同竃全景（北西から）

6. 同窟全景（西から） 8. 2区46号住居全景（西から）

7. 同出土遺物 PL31. 1. 2区46号住居鼈全景（西から）

P L25. 1. 2区14号住居全景（西から） 2. 同出土遺物

2. 同竃全景（西から） 3. 2区51号住居全景（西から）

3. 同出土遺物 4. 同鼈全景（西から）

P L26. 1. 2区15号住居全景（西から） 5. 同出土遺物

2. 同遺物出土状態(1592・北東から） PL32. 1. 2区58号住居全景（西から）

3. 同出土遺物 2. 2区61号住居全景（北西から）

4. 2区16号住居全景（東から） 3. 同竃全景（北西から）

5. 2区18号住居全景（西から） 4. 同出土遺物

6. 2区16• 18号住居出土遺物 5. 2区66号住居全景（西から）

7. 2区21号住居全景（西から） P L33. 1. 2区66号住居竃全景（西から）

8. 同鼈全景（西から） 2. 同 中央部遺物出土状態（南西から）



3.同遺物出土状態（1297・北西から） 8.同出土遺物

4. 同 遺物出土状態（1302・北西から） PL39. 1. 2区96号住居全景（北西から）

5.同出土遺物 2.同鼈全景（北西から）

6. 2区70号住居全景（西から） 3.同遺物出土状態（1697・南西から）

7.同 竃全景（西から） 4. 同出土遺物

PL34. 1. 2区71号住居全景（西から） 5. 2区98号住居全景（西から）

2.同 竃全景（西から） 6.同竃全景（西から）

3. 2区71• 72号住居出土遺物 7. 同遺物出土状態(1700・北西から）

4. 2区72号住居全景（西から） 8.同出土遺物

5. 同鼈全景（西から） PL40. 1. 2区99号住居全景（西から）

6. 同 遺物出土状態(1651・北西から） 2.同 竃全景（西から）

7. 2区74号住居全景（東から） 3. 同遺物出土状態（1710・南西から）

8.同出土遺物 4. 同遺物出土状態（1711• 南西から）

P L35. 1. 2区75号住居全景（北西から） 5. 同遺物出土状態(1708)

2.同 竃全景（北西から） PL41. 1. 2区99号住居遺物出土状態(1707・北か ら）

3.同 遺物出土状態（1306• 1309 ・北西から） 2. 同遺物出土状態(1706・北から）

4. 同遺物出土状態(1307・南から） 3. 同出土遺物

5. 同出土遺物 4. 2区100号住居全景（北西から）

6. 2区76号住居全景（西か ら） 5. 同竃全景（北西から）

7.同 竃全景（西から） PL42. 1. 2区100号住居遺物出土状態(1717)

P L36. 1. 2区76局住居遺物出土状態（北西から） 2. 同貯蔵穴全景（北から）

2.同 遺物出土状態(1660・西から） 3.同出土遺物

3. 同 遺物出土状態(1659) 4. 2区101号住居全景（北か ら）

4. 同出土遺物 5.同鼈全景（西から）

5. 2区80号住居全景（北西から） P L43. 1. 2区101号住居遺物出土状態（1725)

6. 同 鼈全景（北西から） 2. 同遺物出土状態(1724)

7. 同出土遺物 3. 2区101• 103号住居 ・1号竪穴出土遺物

PL37. 1. 2区86号住居全景（西から） 4. 2区103号住居全景（南から）

2. 同 鼈全景（西から） 5.同 鼈全景（南から）

3.同 遺物出土状態（1676・南東から） 6. 2区1号竪穴全景（北西から）

4. 同 遺物出土状態（1691・北西から） 7. 2区調査風景

5.同出土遺物 8. 2区調査風景

6. 2区87号住居全景（西から） P L44. 1. 5区1号住居全景（西から）

7.同 遺物出土状態(1680) 2.同 竃全景（西から）

8. 同出土遺物 3.同 遺物出土状態（北西から）

P L38. 1. 2区92号住居全景（西から） 4. 同出土遺物

2.同 鼈全景（西から） 5. 5区6号住居全景（西から）

3. 同遺物出土状態(1688) 6.同低全景（西から）

4. 同出土遺物 7. 同鼈全景（西から）

5. 2区93号住居全景（西から） 8. 同遺物出土状態(1737)

6. 同 外周ピット全景（西から） P L45. 1. 5区6号住居遺物出土状態（1738)

7. 同鼈全景（西から） 2. 同出土遺物



3. 5区9号住居全景（西から） 4. 同遺物出土状態（1822• 1824 ・南から）

4.同竃全景（西から） 5. 8区8号住居全景（西から）

5.同出土遺物 6.同鼈全景（西から）

6. 5区11号住居全景（西から） 7.同出土遺物

7.同出土遺物 PL52. 1. 8区9号住居全景（北西から）

P L46. 1. 6区3号住居全景（西から） 2.同竃全景（北西から）

2. 同竃全景（西から） 3. 同土層断面A-A＇（南西から）

3.同 南東隅遺物出土状態（北西から） 4. 同遺物出土状態(1843・北東から）

4.同 遺物出土状態(1751・北から） 5.同出土遺物

5 . 同遺物出土状態（1755 • 北東から） P L53. 1. 8区10号住居全景（北西から）

6. 同遺物出土状態(1758) 2.同鼈全景（北西から）

7.同出土遺物 3. 同 竃前遺物出土状態（北西から）

P L47. 1. 6区8号住居全景（西から） 4.同出土遺物

2.同鼈全景（西から） 5. 8区12号住居全景（西から）

3.同 出土遺物 6. 同鼈全景（西から）

P L48. 1. 6区9号住居全景（西から） 7.同遺物出土状態(1392・南西から）

2.同 竃全景（西から） 8.同 出土遺物

3.同出土遺物 PL54. 1. 8区2号掘立柱建物跡全景（南から）

4. 6区10号住居全景（西から） 2. 8区3号掘立柱建物跡全景（東から）

5.同竃全景（西から） 3. 8区4号掘立柱建物跡全景（東から）

6. 同出土遺物 P L55. 1. 9区1母住居全景（西から）

7. 6区15号住居全景（西から） 2. 同竃全景（西から）

8.同鼈全景（西から） 3. 9区2号住居全景（西から）

P L49. 1. 7区 l局住居全景（北西から） 4.同竃全景（西から）

2. 同竃全景（北西から） 5. 9区4号住居全景（西から）

3.同出土遺物 6. 同竃全景（西から）

4. 7区5号住居全景（北西から） 7. 9区5号住居全景（西から）

5.同出土遺物 8. 9区6号住居竃全景（西から）

6.同竃全景（北西から） P L56. 1. 11区1号住居全景（西から）

7. 7区9号住居全景（北西から） 2 . 同土層断面A-A'•B-B ＇（西から）

PL50. 1. 8区1• 14号住居全景（西から） 3.同 鼈全景（西から）

2. 8区1号住居竃全景（西から） 4.同出土遺物

3.同遺物出土状態 5. 11区2号住居全景（西から）

4. 同遺物出土状態 P L57. 1. 11区2号住居竃全景（西から）

5.同 遺物出土状態 2.同 遺物出土状態(1410• 1411 • 南西から）

6. 同遺物出土状態 3.同遺物出土状態(1413・西から）

7. 同出土遺物 4. 同遺物出土状態（1414• 西から）

PL51. 1. 8区2号住居全景（西から） 5. 同遺物出土状態（北から）

2. 8区3号住居全景（西から） 6. 同出土遺物

3. 同鼈全景（西から） 7. 11区の台地





1.調査に至る経過

第 1章 調査の経過と遺跡の概要

1.調査に至る経過

荒砥上ノ坊遺跡は、県営圃場整備事業荒砥北部地

区に伴って発掘調査された遺跡群の 1つである。

荒砥地域は、群馬県のほぼ中央部、前橋市の東端

部にある農業地帯である。関東平野の北西の隅にあ

たり、上越の山から流れ出る利根川の左岸の地域で

ある。北側には赤城山があり、南に大きく裾野を広

げている。本地域は、この赤城山南麓の丘陵性台地

の末端にあたり、山麓を流下する荒砥川と神沢川に

挟まれた地域である。周辺には、これらの主要河川

以外にも、小河川が山麓を開析して形成された帯状

沖積地が発達していて、起伏に富んだ地形となって

いる。このような地域の中で圃場整備事業を実施す

るので、工事は土砂の切り盛りが著しく、多量の土

砂を移動する計画となった。

しかし、この地域には、群馬県内でも有数の大形

前方後円墳が集中する大室古墳群をはじめとして、

原始・古代の多くの遺跡が分布する。したがって、

圃場整備事業が開始されるにあたっては、埋蔵文化

財の保護が大きな課題となった。そこで、群馬県農

政部と群馬県教育委員会は、埋蔵文化財の保護を前

提にした協議をおこない、工事によって破壊される

切り土部分と道水路部分について、事前に埋蔵文化

財の発掘調査を実施することが確認されたのであ

る。

荒砥地区の圃場整備事業は、国道50号線で南北 2

地区に分けて実施された。昭和49年から56年にかけ

ての荒砥南部地区と、昭和56年から平成 3年にかけ

ての荒砥北部地区である。大規模なその対象地域は、

。
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第 l図 群馬県中央部の地勢と遺跡の位置
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第 1章調査の経過と遺跡の概要

群馬県前橋市東端部の旧荒砥村域で、現在の筑井

町・今井町・ニ之宮町・飯土井町・東大室町・荒子

町・下大屋町・泉沢町にまたがる広大な地域である。

発掘調査は、昭和49年から52年まで県教育委員会

の直営で実施されたが、昭和53年 7月の（財）群馬県

埋蔵文化財調査事業団の設立に伴って、昭和53年度

から（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団が発掘調査を

受託することとなった。（財）群馬県埋蔵文化財調査

事業団は、県農政部の委託を受けて、荒砥南部地区

の圃場整備事業が終了する昭和59年度までの 7年間

に13遺跡を調査した。

継続して（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団は、昭

和56年度から荒砥北部地区の発掘調査を受託し、昭

和59年度まで調査を実施した。相前後して昭和59年

度以降の発掘調査は、県教育委員会と荒砥北部遺跡

群調査会に引き継がれ、平成 3年度で終了した。

荒砥上ノ坊遺跡を調査した昭和57年度は、県営圃

場整備事業荒砥北部地区の六工区が事業対象地域で

あった。（第 2図上） 発掘調査を開始するにあたり

工事計画との調整を重ね、 5• 6月に遺跡分布調査

を実施して、発掘調査面積を確定した。この分布調

査によって、荒砥上ノ坊遺跡のほかに、荒砥中屋敷

遺跡・荒砥下押切遺跡・荒砥舞台西遺跡・荒砥新屋

遺跡が発掘調査されることとなった。（第 2図下）本

書で報告する荒砥上ノ坊遺跡は、縄文時代から中世

までの複合集落遺跡である。切り土部分・道水路部

分あわせて42000rriを調査し、調査区は11区にわたっ

た。

発掘資料の整理事業は、（財）群馬県埋蔵文化財調

査事業団が県教育委員会から受託し、昭和57年から

実施している。本年度は、県営圃場整備事業荒砥北

部地区関連の出土品整理事業の 3年次にあたる。荒

砥上ノ坊遺跡の資料整理は 2年次目であり、平成 6

年度に『荒砥上ノ坊遺跡 一縄文～古墳時代の調査

ー』を刊行した。分布調査の内容と発掘区の設定お

よび調査体制については、『荒砥上ノ坊遺跡 I』第 1

章を参照願いたい。

線内は昭和57年度対象地区

第 2図 圃場整備地域（上）と昭和57年度調査区
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2.遺跡周辺の地形と遺跡分布

群馬県中央部の地形 荒砥上ノ坊遺跡がある地域

は、県北の山地と南東部の平野部が接する群馬県中

央部にあたる。県央地域には、榛名・赤城両火山が

あり、その裾野には台地が広がっている。その台地

上は小河川によって谷地が開析され、平野部は自然

堤防・後背湿地が発達している。このように県央部

は様々な地形が入り組んでおり、地形環境が遺跡の

立地にも大きく関係していると考えられる。

また、群馬県では、各地の発掘調査から、火山災

害が人間生活に大きな影響を与えたことが判明して

いる。周辺の火山のうち、西毛地域にある榛名山や

浅間山は完新世にも大噴火し、火砕流が山麓の家屋

を壊し、降下火山灰が県央部の田畠を埋没させたこ

とが、発掘調査からわかっている。しかし、人々は

火山災害に立ち向かい、田畠を復旧して、生活を継

続させてきたのである。

2.遺跡周辺の地形と遺跡分布

一方、赤城山は40~50万年前から活動を始めた複

合成層火山であるが、 3.1~3.2万年前に大規模な軽

石噴火をおこして中央火口丘群を形成した後、目

立った火山活動はなく、現在は火山山麓扇状地の形

成期となっている。山麓には、山体を流下する小河

川による開析作用によって、帯状に谷地が刻まれて

いる。また、赤城白川・荒砥川・神沢川・粕川等の

小河川沿いには、土砂が堆積して扇状地が形成され

ている。これらの河川作用は数万年の間繰り返され

てきた。扇状地はさらに開析されて、樹枝状の低地

が発達した複雑な起伏の多い地形となっている。こ

の間安定した時期には、関東ローム層が堆積して、

台地地形を形成している。

遺跡周辺の地形 荒砥上ノ坊遺跡は、赤城山の南麓

末端に近い、標高95~103mの緩斜面にある。遺跡周

辺の地形は後期更新世前半に形成された山麓扇状地

で、山麓に谷頭をもつ細長い低地とその支谷が樹枝

状に入り込んだ様相を呈している。

足尾山地

r群馬県史」通史編 l付図を簡略化

0 I : 300,000 10km 

第 3図 群馬県中央部の地形と荒砥上ノ坊遺跡
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第 1章調査の経過と遺跡の概要

これらの低地は、内部に河川が流れていて比較的

長いものと、主要河川がなく小規模なものに分けら

れる。遺跡周辺に流れる主な河川は、西から荒砥川・

宮川 ・江竜川 ・神沢川 ・桂川等があるが、このうち

荒砥川・神沢川・桂川は標高200m以上に水源をもつ

流域面積の長い河川である。一方、宮川・江竜川は、

標高150m以下に水源をもつ、比較的短い小河川であ

る。他の河川の無い低地の多くも同様に、標高

90~130mに谷頭が並んでいる。

これらの低地に広がる沖積地は小規模で、それぞ

れは幅も狭く短い。しかし、合流地点では複数の沖

積地が合わさって、幅が広がる。宮川の中流域では

幅が200m近くになる地点があり、主要河川に伴う沖

積地と変わらない広さの沖積地が広がっている。

また、荒砥地域には溜池 ・溜井が多く分布し、農

業用水源として使われている。溜池は谷頭に堤をつ

} { 

▼ 谷頭

匡旱 溜池

0 I : 4万 1000m
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くり湧水を堰止めた池であるが、いつ頃造られたも

のかは不明である。溜井は、人工的に掘った井戸で、

これに水路を付設して農業用水として利用したも の

である。宮川 下流域の荒砥天之宮遺跡で、古墳時代

後期以降の溜井が検出されている。

このように、荒砥上ノ坊遺跡周辺は山麓扇状地で

あり、欠水性の地域であるが、樹枝状に発達した低

地を うまく 利用し、 農 耕 集 落 を 営 む 風 土 が 生 ま れた

ものと考えられる。

2.遺跡周辺の地形と遺跡分布

周辺の歴史時代の遺跡分布 荒砥地域では、圃場整

備事業や道路建設に伴って、これまで発掘調査も多

く実施されている。これらの成果から、奈良 • 平安

時代の遺跡を示したのが第 5図である。西 ・南の荒

砥川、東の神沢川 ・桂川で区切られた地域（旧村名

から荒砥地域と呼ぶ）を対象にして、下記の発掘調

査報告書からデータを検索した。主に前橋市域の発

掘調査成果であるので、遺跡を網羅しているもので

はないが、傾向は把握できるものと考える 。
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遺跡分布図のスクリーントーン部分は、実体視鏡

による空中写真判読によって「本来の沖積地」を示

したもので、地形改変を受けない原地形といえるも

のである。白抜き部分は、微高地・台地を含んでい

る。「本来の沖積地」は水利や土壌のある水田可耕地

である。さらにこれらの条件が整えば、白抜きにし

た微高地部分にも水田耕作地が及ぶ可能性がある。

なお、河川は、現河道を示した。

分布図を見ると、荒砥地域の奈良•平安時代の遺

跡は中央部やや西半に集中しているように見える。

しかし、本図は発掘調査された遺跡のみの分布図で

あるので、これは実態ではない。この偏在は、東半

に比較して西半の方が発掘調査地点の多いことに起

因していると考えられる。発掘調査がおこなわれれ

ば、東半にも歴史時代の遺構が検出されることは、

発掘調査が進んでいる西半に遺跡が多いことからも

推定できる。ただ偏在について一つ指摘しておきた

いことは、古墳時代の遺跡との関連性である。 『荒砥

上ノ坊遺跡II』でみたように、荒砥地域の 6世紀以

降の古墳は江竜川以東に偏在している。この偏在と

歴史時代の遺跡の分布状況に関連があるかどうか

は、検証する必要があろう。

粗密の偏りがある発掘調査の成果で、全体的な傾

向を述べることはできないので、比較的発掘調査の

進んでいる宮川流域の状況をみておこう。宮川流域

は弥生時代中期後半に農耕集落が成立し、古墳時代

前期には、流域の台地縁辺に一定間隔をもって、遺

跡が並ぶように分布する。古墳時代後期には、人工

的な農業用水確保によって、それまで遺跡のなかっ

た地点にも集落が検出されるようになる。（『荒砥上

ノ坊遺跡 I』第 7• 8図）

奈良•平安時代の遺跡は、それ以前からの遺跡に

ほぼ重複する。荒砥島原遺跡や荒砥天之宮遺跡・荒

砥大日塚遺跡・柳久保遺跡等ほとんどの遺跡がそう

である。農民たちは、宮川沖積地に開発された水田

耕作地を保持・拡大してきたのであろう。また、荒

砥青柳遺跡のような台地中央部に住居が検出される

遺跡もある。歴史時代になると、水田耕作地の微高

2.遺跡周辺の地形と遺跡分布

地への進出によって、居住域が台地縁辺から内部に

遷移する傾向がみられるようになる。このような遺

跡の変遷は、他の小河川流域でも同様である。

荒砥地域では、 15地点の浅間Bテフラ埋没水田が

検出されている。これらは1108年に浅間山が爆発す

る以前にはすでに開かれていた水田である。その多

くはこの宮川流域で検出されているが、近年、上武

道路に伴う調査では、赤城南麓を横断する樹枝状の

谷地のほとんどに、この水田跡を検出した。また、

荒砥川左岸の荒砥諏訪西遺跡では、広大な微高地上

の浅間Bテフラ下水田も検出されており、水田耕作

地の拡大を示している。このことから、荒砥地域の

可耕地は12世紀初頭には開発されていたことが理解

されよう。

荒砥地域は律令期には勢多郡域にあり、東山道の

通過｝レートでもある。一般農耕集落以外の遺跡も検

出されている。上西原遺跡では 8世紀末から 9世紀

末まで存続した方形区画内の基壇建物が検出され、

寺院もしくは郡術と考えられている。今井道上・道

下遺跡では 8世紀後半以前の二重区画溝の中に大形

掘立柱建物が検出された。また、宮川下流域の二之

宮洗橋遺跡では「芳郷」、荒砥洗橋遺跡では「大郷長」

の墨書土器が出土している。これらの文字資料から、

周辺が勢多郡の「芳賀郷」あるいは 「大口郷」にあ

たると推定されている。

荒砥上ノ坊遺跡の立地 荒砥上ノ坊遺跡は、このよ

うな荒砥地域の一般農耕集落である。赤城山南麓を

開析した樹枝状の低地に区切られた低台地のひとつ

に立地する。標高105m前後に谷頭のある 2本の低地

が遺跡の南側で合流する。発掘調査では、この合流

点の北にある中央の低台地と、その東西の台地上に

発掘区を設定した。東西の沖積地の一部もトレンチ

調査をおこなった。

この中央の低台地は、ローム層の堆積が無く、黄

灰褐色の砂壌土が厚く堆積している。この土層上面

で、縄文時代前期諸磯期の住居が確認できるので、

それ以前に堆積した地層と考えられる。この土層に

ついては、発掘調査時にテフラ等の検出による層位

7 



第 1章調査の経過と遺跡の概要

の確認および地層の分布について調査をしていない

ので、関東ローム層との関係等は不明である。東側

台地の一部も、この砂壌土の堆積が見られた。西側

台地は関東ローム層の堆積する台地である。

赤城山南麓地域では、河川作用による砂壌土性の

微高地がローム台地に付随して形成されている地点

が多い。これらの微高地は赤城山の山体崩落土砂が

山麓端部に再堆積することにより形成されたと考え

られている。周辺では類似する土層堆積があり、飯

土井二本松遺跡では砂壌土下で縄文時代早期の遺物

包含層が検出されている。これらの調査から、この

砂壌土 ・砂層の堆積は縄文時代早期から前期の中で

漸次進行したと考えられている。このような台地・

微高地上に弥生時代以降農耕集落が定着し、農耕地

を拡大させながら、居住域も新開されていった。

東西両側の低地には、黒色腐植土が厚く堆積して

おり、水田適地であったと考えられる。地表下60~80

cmのところに浅間Bテフラが、地表下 2mのところ

で浅間C軽石がほぼ水平堆積していた。浅間C軽石

の下層には一部で灰白色砂の堆積があるが、それ以

降は、安定した沖積土が堆積する環境であったと考

えられる。

3.発掘調査の方法と経過

荒砥上ノ坊遺跡の発掘調査では、発掘調査に先

立って実施した遺跡分布調査結果と工事設計とを照

合し、遺構面を破壊する切り土部分をまず、発掘区

とした。また、分布調査に基づいて道水路部分に大

形掘削重機（バックフォー）による試掘トレンチを適

宜設置し、遺構の有無の確認をおこなった。その結

果、 11区の発掘区を調査することとなった。

1 • 2区は、遺跡のほぽ中央を横断する「女堀J

と、その南北に広がる中央の低台地の大部分である。

工事工程との調整から、南側を 1区、北側を 2区と

した。 3区は西側の沖積地を隔てた対岸の台地の縁

辺で切り土になる部分である。 3区から東へは、中

央低台地を貫いて道路が新設されるので、その部分

8 

へも試掘トレンチを設定した。 4区も西の対岸の台

地縁辺で、道路の試掘トレンチで遺構が検出されて

広げた発掘区である。 5区は東側沖積地を隔てた対

岸の台地で、これも道路の試掘トレンチで遺構が検

出された。 6区は中央低台地の突出部で、切り土部

分である。 7区は東側台地の縁辺で切り土部分と、

周辺の道水路部分の試掘トレンチおよびその拡張区

である。 8~10区は中央台地の北部であるが、いず

れも道路の試掘トレンチで遺構が検出されて広げた

発掘区である。 11区は西側台地のやや内部に位置し

ている。ここも道水路部分の試掘トレンチと拡張部

分である。

発掘区内には記録用の一辺 5mのグリッドを設定

した。グリッドの基準は、圃場整備の工事用の杭を

利用した。グリッド南北ラインの国家座標との偏角

は、 1~10区が西へ 1゚04'16”、11区が西へ 4°である。

すべての区の一辺 5mの小グリッドは、北から南へ

アルファベット (a~u)を、西から東へ数字(0~19)

を付した。また、女堀を含めた 1• 2区、 4区、 7

区では、それぞれ個別の100m四方の大グリッドを設

定し、杭の呼称を大グリッド（アルファベット）ー小

グリッド（アルファベットー数字）で表している。グ

リッドの呼称は、すべての区で北西隅の杭を用いて

いる。

発掘区は幾つかの地形に分散しており、各区ごと

に土層の堆積状況や遺構確認面が異なっている。

1·2·8·9•10区のある低台地は、現耕作土

下に、 20cmほどの暗橙褐色土、 5~20cmの軽石混じ

りの黒色土が堆積している。この黒色土は地点に

よっては、削られて残っていないところもある。こ

れらを除去した暗灰褐色土上面で遺構が検出され

た。 6区も基本的に同様の土層堆積を示していた。

3・4・11区のある西側台地と 5• 8区のある東

側台地は、現耕作土下の暗褐色土を除去すると、ロー

ム層上面となり遺構が確認される。

低地部の土層は、沖積地を横断して新設される道

水路部分に設定した試掘トレンチで観察した。西側

の沖積地に設定したトレンチのほぼ全域で浅間Bテ



フラが確認された。浅間Bテフラの下層はやや粘質

の黒褐色土で、下層にい くにしたがって植物遺存体

が多く含まれるようになる。浅間C軽石はトレンチ

の一部を深掘りした地点で確認できた。そこは沖積

地の中央部で、浅間C軽石を確認したのは地表下 2

mのところである。浅間Bテフラ ・浅間C軽石両テ

フラ直下水田の有無は、調査時には確定できなかっ

た。

荒砥上ノ坊遺跡の調査は、 6月19日からの女堀の

発掘で始まっ た。 1~11区の発掘調査は、女堀の調

3.発掘調査の方法と経過

査が終了間近の 9月17日から、女堀の両岸の微高地

にある 1• 2区の表土掘削作業から開始した。その

後、工事工程との調整と体制の強化を図りながら、

調査を実施した。そして、荒砥上ノ坊遺跡の発掘調

査は 1月25日に完全に終了した。 24日には一部の体

制で、 K工事の下押切遺跡の低地部分の調査に移行

し、 25日には全体制が下押切遺跡に移った。なお、

荒砥上ノ坊遺跡の調査で記録した図面 ・写真の基本

整理 ・遺物の洗浄 ・注記作業は、下押切遺跡の調査

が終了した 2月5日から 3月5日まで実施した。

i §, 9,'F―̀n 4 -―̀, i 1 | 

第 6図 荒砥上ノ坊遺跡の発掘区
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第 2章 歴史時代前半期の遺構と追物（第II分冊補追）

第 2章 歴史時代前半期の遺構と遺物（第II分冊補遺）

歴史時代前半期（概ね 8世紀から 9世紀前半）と確

定できる遺構は、既刊の 『荒砥上ノ坊遺跡II』で報

告したが、これに漏れたものが判明したので、

で補っておきたい。

2 区 10号住居

`、ブ~

'----'----

位置 Hs • t -7 • 8グリッド写真 PL24 

重複 西壁を 8号住居に、南東部を 9号住居に、

切られている。東壁が11号住居を切っている。

形 状 短軸を南北方向にする長方形を呈する。 周

壁はほぼ直線的に掘られている。四隅は丸い。規模

は長軸3.94m、短軸3.30mである。

面積 11.02対 南壁方位 N-7l°-E

埋没土 上層は軽石粒・焼土粒・炭化物粒を含む黒

色土で、下層は黄褐色土塊を含む黒色土で埋まる。

床面 遺構確認面から46cm掘り込んで床面とな

る。床面はほぽ平坦で、中央部は硬化していた。

鼈 東壁中央よりやや南側に竃が付設されてい

たと推定されるが、後出する 9号住居に壊されてい

て痕跡をとどめるにすぎない。竃左側には袖の基部

とも考えられる粘土がわずかに残存していた。焚口

幅は50cmほどと考えられる。

周溝 検出されなかった。

柱穴 検出されなかった。

貯蔵穴 検出されなかった。

遺 物 130点あまりの遺物が出土している。ほとん

ど埋没土中の出土遺物である。床面近くからも遺物

が出土しているが、破片で図化はできなかった。図化

したのはいずれも埋没土中からの出土遺物である。

（遺物観察表： 1頁）

所見 出土遺物から、 8世紀前半の住居と考えら

れる。

信 8住 ／ 1号 冒 ／ロ：！

I 
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／ 
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゜
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゜
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L =98 Om 

第 7図 2区10号住居 と出土遺物
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2区 28号住居

位置 La•b-2 グリッド 写真 PL28 

重 複 29号住居の南西部床下で検出された。

形状 わずかに長い長軸を東西方向にする台形を

呈する。周壁はほぼ直線的に掘られているが、北壁

東端がやや南にふれて確認された。四隅は比較的角

張っている。規模は長軸3.07m、西壁長2.95m、東

壁長2.6mである。

面積 6.45面 鼈方位 N 87° E 

埋没土 軽石粒・焼土粒・黄褐色粘質土塊を含む黒

褐色土で埋まっていた。

床面遺構確認面か ら14cm掘り込んで床面とな

る。床面はほぼ平坦である。

鼈 東壁ほぽ中央に竃が付設されていた。住居

壁より内側に鼈袖が張り出す形態の竃で、右側は40

cm、左側は25cmほどの袖の基部が残存していた。焚

口幅は30cmである。燃焼部の壁の焼土化は顕著でな

第2章歴史時代前半期の遺構と遺物（第II分冊補遺）

い。煙道部は壁から外へ58cm突出していた。燃焼部

はほぼ平らで、煙道部に緩やかに傾斜していた。燃焼

部には土師器坪形土器(1611)が使用面に出土した。

周溝検出されなかった。

柱穴検出されなかった。

貯蔵穴住居南東隅に、長径1.40m、短径l.OOm、

深さ0.32mの楕円形の貯蔵穴が検出された。南側は

壁から0.48mほど張り出していた。底面の形態は方

形に近く、平坦であった。

遺 物 100点あまりの遺物が出土している。ほとん

ど埋没土中の出土遺物である。床面に近い遺物は、

土師器杯形土器（1611)が竃使用面上で甕形土器

(1605)が西壁際床面上 4cmで出土している。須恵器

坪形土器（1612)は埋没土中から出土した。

（遺物観察表： 1頁）

所見出土遺物から、 8世紀末の住居と考えられ

る。
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／
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第 8図 2区28号住居と出土遺物
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第3章 歴史時代後半期の遺構と遺物

第 3章歴史時代後半期の遺構と遺物

1.概要

荒砥上ノ坊遺跡は、古墳時代初頭にはこの地点に

定着していた農耕集落遺跡である。中央の低台地西

縁で縄文時代前期の住居が 3軒検出されているが、

それ以降古墳時代初頭までの遺構は、発掘調査区内

では検出されていない。荒砥地域の同様な農耕集落

遺跡では、弥生時代中期後半から住居が確認されて

いる調査例もあり、荒砥上ノ坊遺跡にも弥生時代の

集落がある可能性はある。

既刊の報告書『荒砥上ノ坊遺跡 I』『荒砥上ノ坊遺

跡II』で述べたように、荒砥上ノ坊遺跡で検出され

た古墳時代から奈良平安時代の竪穴住居は252軒で

ある。これらの住居のうち、『荒砥上ノ坊遺跡 I』で

古墳時代の61軒、『荒砥上ノ坊遺跡II』で概ね 8世紀

から 9世紀前半までの86軒を報告した。既報告の住

居の検出状況を発掘区ごとにまとめてみると第 1表

のようになる。

これらの住居の時期は、古墳時代初頭と、古墳時

代後期から奈良時代以降に中心があり、その間は 5

世紀前半の住居が 3軒検出されたのみである。この

ように発掘区内で検出された住居の時期には断絶が

ある。しかし、その集落を支えた水田耕作地は継続

していると考えられるので、この間を埋める住居は

発掘区以外に存在すると考えられ、集落としては続

いていると考えておきたい。

本書では、歴史時代後半期の住居100軒を中心に各

発掘区で検出された遺構を報告する。歴史時代後半

期としたのは概ね 9世紀後半～10世紀後半の時期で

ある。荒砥上ノ坊遺跡の歴史時代後半期の住居は、

前半期とほぽ同様の分布傾向をみせており、この地

域に定着して農耕集落が営まれたことを示してい

る。歴史時代には、台地縁辺のみでなく台地の内部

に居住域が展開する傾向は顕著になり、西側台地内

部の11区にも 9世紀後半の住居がつくられている。

このような古墳時代以降の荒砥上ノ坊遺跡の住居

分布の変化は、荒砥地域の小河川沿いに成立した他

の農耕集落の変遷とよく合致している。赤城山麓で

は、小河川沿いの水田耕作適地を望む微高地縁辺に

定着した農耕集落が、古墳時代後期には水利の良く

ない低地にも生産域を拡大させるのにともなって、

新開の居住域を形成している。さらに奈良平安時代

には生産域を傾斜地にも広げ、それにともなって居

住域が台地内部に展開するようになる。

荒砥上ノ坊遺跡でも、東西二条の帯状低地を生産

域として成立した集落が、生産域の開発と関連して

変化している。ある一時期にたてられていた竪穴住

居や集落最観を復元することは厳密にはできない

が、土地利用の変遷を確認することは可能であろう。

荒砥上ノ坊遺跡の古墳時代初頭以降の居住域占地の

第1表 荒砥上ノ坊遺跡の古墳時代から歴史時代前半期の住居一覧表

地形単位 発掘区
3世紀 4世紀 5世紀 6世紀 7世紀 8世紀 9世紀

月1」半 後半 月lj半 後半 前半 後半 前半 後半 即半 後半 即半 後半 月lj半

8区 | 1軒 3軒

9区 As-C埋没畠 l軒

中央低台地 10区 3軒

I • 2区 住居 29軒 28軒 10軒 10軒

6区 住居 3軒 3軒 l軒 1軒 17軒 2軒 3軒 2軒

4区 周溝墓 6基

西台地 3区 1軒 2軒 2軒 3軒

11区

東台地 7区 l軒 1軒 3軒

5区 l軒 1軒 2軒
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1.概 要

変遷については、第 4章で詳述する。 ここでは、発

掘調査で検出された各発掘区の遺構と、出土遺物の

概要をのべる。

古墳時代の初頭から居住域であった中央低台地の

1 • 2区では、歴史時代になっても住居が台地のほ

ぼ全体に分布し、古墳時代後期からの遺構分布を踏

襲している。 しかし、歴史時代後半期の住居の分布

には、やや偏りがあり、竪穴住居が掘られていない

空白地帯が看取できる。 この空白部によって竪穴住

居群は二つの大きなまとまりがあるようにみえてい

る。空白部は竪穴住居が掘られていないだけで何ら

かの別の施設が存在した可能性もあるが、発掘調査

では解明できなかった。

空白部のひとつは 1区の中央部で、幅40mの帯状

の空白部が東西方向に 1区を貫いている。 この空白

部には 9世紀前半には竪穴住居が掘られていたが、
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第 9図 歴史時代後半期の遺構分布
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第 3章 歴史時代後半期の遺構と遺物

9世紀中葉以降の竪穴住居は確認できなかった。こ

の地点には時期の不明な土坑群と 1区を東西に貫く

1局溝が掘られている。 1号溝は出土遺物がほとん

どなく、掘削時期は明確でない。重複関係は、 5世

紀前半の42号住居と 9世紀後半の18号住居を切って

いて、 9世紀後半以降に掘られたことがわかる。し

たがって 9世紀後半の空白部は 1号溝による可能性

もある。土坑群の掘削時期も明確でなく、この空白

部の背景は今のところ不明である。

また、 2区の中央東半部にも住居分布の希薄な部

分がある。この部分の中央部に孤立してある 2区51

号住居は、本調査で検出された住居のうち最も新し

いものの一つで、出土遺物から10世紀後半と考えら

れる。この住居以前には 9世紀中葉以降竪穴住居が

掘られていないことになり、直径30mほどの円形に

空白部ができることになる。 2区には北西部にも竪

穴住居のない部分がある。これらの空白部は、黒井

峯遺跡の成果等を考えあわせると、畑作耕地や竪穴

住居とは機能の異なる平地住居等に利用されていた

部分であろう。

1 • 2区では竪穴住居以外に土坑と井戸が検出さ

れているが、当該時期のものとの確証はない。出土

遺物も破片が多いが、時期がまとまっている遺構は

本分冊に掲載した。

1 • 2区と同じ中央微高地で、歴史時代前半期に

も住居がつくられていた 6• 8 • 9区には歴史時代

後半期にも住居が検出された。 10区には住居が検出

されなかったが、台地内部の居住域が継続している

ことを示している。

8区には竪穴住居以外に掘立柱建物が 5棟検出さ

れているが、これらの遺構の時期は明確でない。こ

のうち 2号・ 3号掘立柱建物跡は東西に 2棟並んで

おり、柱穴の掘り形も似ていて同時に建てられてい

た可能性も大きいと考えられる。 2号建物は 9世紀

前半の 8区6号住居の埋没土を掘り込んで建てられ

ているので、それ以降の建物ということになる。柱

穴の出上遺物は 9世紀代のものであるが、遺構の時

期は判然としない。この 8区以外でも掘立柱建物が

14 

あわせて10棟検出されているが、時期の明確になっ

たものはない。これらについては第IV分冊で詳述し

たい。

西側台地は、台地縁辺で歴史時代前半期まで居住

域であった 3区に住居が検出されなかった。しかし

台地内部の11区に新たに住居が検出された。いずれ

も発掘区が狭いので不明な点も多いが、 11区では台

地内部への居住域拡大を確認することができた。

東側台地は、歴史時代前半期に継続して台地縁辺

の発掘区に住居が検出された。

出土遺物は土器•石器・鉄器が出土した。土器は

在地の土師器・須恵器に加えて、灰釉陶器・緑釉陶

器が出土した。灰釉陶器は、 9世紀後半以降の住居

100軒のうち14軒、緑釉陶器は 2軒の住居で出土して

いる。また10世紀の住居からはロクロ使用・酸化焙

焼成の須恵器が出土した。墨書・刻書された土器も、

椀形土器を中心として合わせて15点出土した。 9世

紀後半の住居 2軒からは円面硯の破片が出土してい

る。

石器は、砥石・紡錘車と、棒状礫を用いた敲石・

磨石が出土している。砥石は砥沢石製の小形・中形

のものと、粗粒輝石安山岩製の大形のものがある。

紡錘車は土製が 1点、石製が 7点出土しているが、

石製の 7点のうち 3点にそれぞれ 「羊・美・東」「元

井」「大上」の刻書がなされている。棒状礫は敲打や

摩擦等の使用痕のあるものを中心に図化した。円盤

状の礫を使用したものもある。

鉄器は10点出土している。これには釘 3点、針 1

点、鎌？ 1点、刀子 1点、不明鉄器 1点と、馬具が

3点含まれている。馬具は 9世紀後半の住居の貯蔵

穴付近から土師器杯形土器破片とともに出土した。

轡の衡および引手金具および絞具の破片である。平

安時代の竪穴住居出土の馬具の出土例は少なく、一

般農耕集落内での馬のあり方には不明な点が多い。

調査例の増加が待たれるところである。群馬県にお

ける集落出上馬具の現況と鉄製品の金属学的解析は

第 4章に記載した。



2. 1 • 2区の遺構

2. 1 • 2区の遺構

I区 3 号住居

位置Jb•C -13·14グリッド 写真 PLl

形 状対角線をほぽ南北方向にする長方形を呈す

る。周壁はほぼ直線的に掘られている。四隅は丸い。

規模は長軸4.35m、短軸3.68mである。

面積 12.34m' 鼈方位 N-110°-E

床面 遺構確認面から37cm掘り込んで床面とな

る。床面には小さな凹凸があるが、住居中央部は堅

く締まっていた。

鼈 東壁中央よりやや南側に鼈が付設されてい

た。住居壁より内側に竃袖が張り出す形態の竃で、

右側は14cm、左側は18cmほどの袖の基部が残存して

いた。焚口幅は50cmである。焚口部前面の床面には

灰が比較的厚く広がっていた。燃焼部の壁は良く焼

けて焼土化していた。煙道部は壁から外へ100cm突出

していた。燃焼部はほぼ平らで、煙道部に緩やかに

傾斜していた。燃焼部には複数個体の土師器甕形土

器が破片の状態で出土している。

柱 穴 3本の主柱穴と考えられる柱穴と 2本の小

穴が検出された。各主柱穴の規模（長径x短径x深

さ）は、 P1 : 72 X 55 X 18cm、P2 : 41X34Xl3cm、

P 3 : 34 X 30 X 9 cmである。小穴はP3のすぐ南に

P 4 : 27 X 25 X 15cm、p1とp3を結ぶ線上に P

5 : 28Xl4X 8cmが検出された。主柱穴のうちp1 

は住居対角線上にのるが、 P2 • P 3は対角線から

ずれた位置にある。各主柱穴を結んだ形は南東隅の

柱穴があるとすれば、台形を呈する。

貯蔵穴住居南東隅に長径0.97m、短径0.93m、深

さ0.62mの楕円形の貯蔵穴が検出された。底面は平

らで、埋没土中から鉄製釘が出土している。

遺 物 200点あまりの遺物が出土している。竃前で

は土師器甕形土器の複数個体の破片が出土した。

（遺物観察表： 1• 2頁）

所見出土遺物から、10世紀前半の住居と考える。
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第 3章 歴史時代後半期の遺構と遺物

｀ こ
＼三／／

｀ 

47 

‘・-・--

、こ三

゜
4
 

4
 

ー

|
 

ル

ー
り

U
¥
/
/
|
l
'
_
 5

 
4
 

4
 

1

3
 

’,

4
 

万

ー

、

14

ノf
 

(

3

一
／
 

m・
 

c
 。

ー4
 

．．
 

゜
5
 

4

1

 

ー

。

I
八
~
一

ー

]

ー

n
[

□

-

l

 

叫

＼

II
叩

第11図 l区 3号住居出土遺物

0 M3 

0 1:2 5cm 

16 



2. 1 • 2区の遺構

I区 4 号住居

位 置 Ja・ b-16グリッド 写真 PL2

重 複なし

形 状対角線をほぽ南北方向にする長方形を呈す

る。周壁は東壁がやや膨らんで掘られているほかは

ほぼ直線的に掘られている。四隅は丸い。規模は長

軸3.65m、短軸3.40mである。

面 積 9.88m' 寵方位 N-112°- E

床面 遺構確認面から33cm掘り込んで床面とな

る。床面は、貯蔵穴の周囲がやや高まっているほか

はほぽ平坦である。中央部は硬化していた。

鼈 東壁中央よりやや南側に鼈が付設されてい

た。住居壁より内側に竃袖がほとんど張り出さない

形態の鼈である。焚口幅は35cmで、鼈前面の床面に

は灰が広がっていた。燃焼部の壁は焼けて焼土化し

ていた。煙道部は壁から外へ100cm突出していた。燃

焼部はほぽ平らで、高さ20cmの段をもって平坦な煙

道部に続いていた。煙道東端部はピ ット状に掘られ

ていたが、煙出しの施設としての構造を調査で確認

することはできなかった。

柱 穴床面中央部の主柱穴は検出されなかったが

中央部に小ピッ ト2本と、東壁の北端と南端に 1本

ずつ壁柱穴が 2本検出された。各柱穴の規模（短径X

長径x深さ）は、 P 1 : 48 x 53 x 14cm、P2 : 25X 

29 X 5 cm、P3 : 32X43X3lcm、P4 : 36 X 4 7 X 35 

cmであ る。 中央部の柱穴のうちP2は浅 く、柱穴の

可能性は少ないと考えられる。

貯蔵穴 鼈右脇の、住居南隅に長径1.05m、短径0.

70m、深さ0.36mの楕円形の貯蔵穴が検出された。

貯蔵穴の東壁際には柱穴と考え られる P4が掘り込

まれていた。この柱穴の上か ら須恵器杯形土器

(1458)・土師器台付甕形土器(1455)が出土した。

遺 物 200点あまりの遺物が出土している。床面か

ら出土した遺物は多くない。竃前では土師器台付甕

形土器(1452)が床面からほぽ床面直上で出土してい

る。また、北東隅p3の上から須恵器高台付椀形土

器(1456)が床面から18cm上で出土している。

（遺物観察表 ：2頁）

所見 出土遺物か ら、 9世紀中葉の住居と考えら

れる。
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第 3章 歴史時代後半期の遺構と遺物
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I区 5 号住居

位置 IS. t -17グリッド 写真 PL3

重複なし

形状長軸を南北方向にする長方形を呈する。周

壁はほぼ直線的に掘られている。南東隅を除く三隅

は角張って掘られている。南東隅は貯蔵穴が張り出

しているので、丸く膨らんでいる。規模は長軸3.6m、

短軸2.7mである。

面積 9.06面 鼈方位 N-107°-E

床面遺構確認面から25cm掘り込んで床面とな

る。床面はほぽ平坦で、竃前から中央部にかけて硬

化していた。また、西半部の床面直上には、炭化材

が数本残されていた。

寵 東壁中央よりやや南側に鼈が付設されてい

た。住居壁より内側に鼈袖がほと・んど張り出さない

形態の竃である。燃焼部の壁や鼈前面の壁は良く焼

けて焼土化していた。焚口幅は64cmである。煙道部

は壁から外へ40cm突出していた。燃焼部はほぽ平ら

で煙道部に向かって立ち上がっていた。燃焼部には

土師器甕形土器（1461)の破片がまとまって出土し

た。

周溝検出されなかった。

柱穴検出されなかった。

貯蔵穴 南東隅に長径0.8m、短径0.64m、深さ0.41

mの楕円形の貯蔵穴が検出された。貯蔵穴は南壁ラ

インより 40cmほど南側に張り出して掘られていた。

埋没土中から土師器杯形土器（1462)が完形で出土し

ている。

遺 物 70点あまりの遺物が出土している。床面近

くの遺物は少ない。鼈燃焼部からは前述のように土

師器甕形土器(1461)が灰面直上で出土しているが、

竃前面の床面上には土師器甕形土器(1460)が出土し

ている。（遺物観察表： 2• 3頁）

所見 出土遺物から、 10世紀前半の住居と考えら

れる。
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2. 1 • 2区の遺構
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第 3章 歴史時代後半期の遺構と遺物

I区 9 号住居

位置 M b• C - 1• 2 グリッド

写真 PL4~6

重 複 l区10号住居を切っている。西壁が 6号住

居竃(8世紀後半）を切っている。

形 状長軸を南北方向にする長方形を呈する。周

壁は、東・南壁はほぽ直線的に掘られているが、西・

北壁はやや膨らんで掘られている。四隅のうち、南

東隅は角張って掘られているが、残りの三隅は丸い。

規模は長軸6.70m、短軸4.82mである。

面 積 27.39面 鼈方位 N-91°- E

埋没土 軽石粒 ・焼土粒 ・炭化物粒 ・暗黄褐色土粒

を含む黒褐色土で埋まっていた。

床面 遺構確認面から41cm掘 り込んで床面とな

る。鼈前から中央部の床面はやや高まって硬化して

おり、灰が床面を覆っていた。灰の範囲は壁方向に

平行する方形で、長軸方向は主柱穴の間、短軸方向

は住居東半に限られていた。周辺部の床面は平坦で、

あまり固くない。

鼈 東壁に竃が 2基検出されたが、竃崩落土の

堆積状況から、南側の竃が古く、北側の鼈が住居廃

絶時の鼈と考えられる。

南鼈 東壁中央より やや南側に付設されていた。燃

焼部の焼土や灰は剥落しており 、袖等の竃の構造に

ついては明らかでない。現状では東壁から突出する

掘り形が残存しているのみである。その規模は、奥

行き67cm、最大幅120cmである。掘り形の左右の壁際

には竃構築に使用されたとみられる礫が 1~2個残

されていた。

北鼈 東壁中央より やや北側に付設されていた。住

居壁より内側に竃袖が張り出さない形態の鼈であ

る。焚口の両側には、小さな角礫があり 、その礫に

渡すように角柱状の礫が横たわった状態で出土し

た。この角柱状の礫は、焚口部の天井になっていた

ものと考えられる。焚口の幅は50cmである。燃焼部

の壁は焼けて、焼土化していた。燃焼部および煙道

部は壁から外へ75cm突出していた。燃焼部はほぼ平

らで、煙道部は、上方に傾斜していた。燃焼部には

20 

土師器甕形土器（1466)が竃にかけられたと考えられ

る状態で出土した。また、竃前向かって右側と、左

脇に扁平な礫が出土した。これらの礫については機

能 ・用途等不明である。また、竃左脇にp3が検出

されている。 p3の規模は74x 86 x 15cmで、 他の主

柱穴に比べて大きくて浅い。位置も竃に近接してい

ることを考えると柱穴とは考えにくいが、竃との関

連もつかめなかった。

周溝検出されなかった。

柱穴 2本の主柱穴(Pl・P2)と、 1本の壁柱

穴(p4)が検出された。また鼈左前に小穴(p3)が

検出された。各主柱穴の規模（短径X長径x深さ）は、

P 1 : 50 x 66 x 68cm、P2 : 53 x 65 x 69cmである。

主柱穴P1 • P 2の位置は住居対角線上にあり、両

柱穴を結んだ線は西壁に平行する。東壁沿いには主

柱穴は検出されなかった。北東隅には前述したp3 

が竃寄りに検出されただけであり、南東隅には柱穴

は検出されていない。壁柱穴p4は北壁際のほぼ中

央にあ り、規模は（短径x長径x深さ）30x 39 X 30cm 

である。これに対応する南壁沿いの柱穴は検出され

なかった。

貯蔵穴 住居南東隅に長径1.5m、短径1.35m、深さ

0.23mの不定円形の貯蔵穴が検出された。断面形は

皿形で底面は平らであるが、東側の外形が不定型で

あった。底面近くからは土師器杯形土器(1468)・須

恵器杯形土器（1479)・土師器杯形土器(1480)が出土

した。

遺 物 1900点あ まりの遺物が出土している。 埋没

土中の出土遺物が多い。主柱穴p1の西脇床面直上

で、鉄製針(M5)と石製紡錘車(S143)が出土した。

この紡錘車には「東」「羊」「美Jの 3文字が刻書さ

れている。また、埋没土中から紡錘車(S144)と碁石

(S 145)が出土した。土師器杯形土器（1469)や須恵器

杯形土器(1475・1476・ 1477)・須恵器蓋形土器（1481)

は、住居西壁から南壁にかけての柱穴や貯蔵穴付近

に床面直上で出土した。（遺物観察表 3• 4頁）

所見 出土遺物から、 9世紀後葉の住居と考えら

れる。



2. 1 • 2区の遺構
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第 3章 歴史時代後半期の遺構と遺物
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2. 1 • 2区の遺構
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第17図 I区 9号住居出土遺物(2)
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第 3章 歴史時代後半期の遺構と遺物
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2. 1 • 2区の遺構

I 区 11 号住居

位置 Lr•S - 7 • 8 グリッド 写真 PL7

重 複住居中央部を新しい細い溝で、西壁付近を

4号溝で切られている。

形状西壁をほぼ南北方向にする方形を呈する。

周壁はほぽ直線的に掘られているが、北壁および西

壁は確認できなかった。医示したのは床面が明確に

確認できる範囲である：唯一確認できた南東隅は丸

く掘られていた。確認できた住居の規模は、西壁長

3.8m、南壁長3.6mである。

面 積測定不可 鼈方位 N-110°-E

床面 遺構確認面か ら14cm掘り込んで床面とな

る。

固 く締まった床面の硬化は確認できなかった。鼈前

の床面には灰が広がっていた。

鼈 東壁ほぼ中央に鼈が付設されていた。住居

壁より内側に鼈袖が張り出さない形態の鼈で、焚口

幅は70cmである。燃焼部の壁はやや焼けて焼土化し

ていた。煙道部は壁から外へ75cm突出していた。燃

焼部はやや窪み、煙道部に緩やかに傾斜していた。

周溝 検出されなかった。

柱穴 検出されなかった。

貯蔵穴 住居南東隅に長径0.83m、短径0.70m、深

さ0.28mの楕円形の貯蔵穴が検出された。断面形は

ほぼ箱形で、底面は丸くやや窪んでいた。

遺 物 30点あまりの遺物が出土している。ほとん

ど小破片で、埋没土中から出土した。図示した須恵

器杯形土器（1489• 1490)は、住居南部の床面から数

cm上で出土した。（遺物観察表 ：4頁）

所見出土遺物から、 9世紀後葉の住居と考えら

れる。
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第19図 l区11号住居と出土遺物
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第 3章 歴史時代後半期の遺構と遺物

I 区 12号住居

位置 Ls• t - 3 グリッド 写真 PL7

形 状 長軸を南北方向にする長方形を呈する。周

壁は、やや膨らんで掘られている東壁を除いて、ほ

ぼ直線的に掘られている。四隅はやや角張っている。

貯蔵穴のある南東隅はやや丸い。規模は長軸4.58m、

短軸3.70mである。

面 積 15.24m' 鼈方位 N-103°-E

床面 遺構確認面から44cm掘 り込んで床面とな

る。

住居中央部の床面は、やや高まり硬化していた。

鼈 東壁中央より南側に鼈が付設されていた。

住居壁より内側に竃袖がやや張り出す形態の鼈で、

右側は12cm、左側は 8cmほどの袖の基部が残存して

いた。焚口幅は80cmである。燃焼部の壁は焼けて焼

土化していた。煙道部は壁から外へ70cm突出してい

た。燃焼部は10cmほど円形に窪んでおり、煙道部に

緩やかに傾斜していた。鼈煙道部からは土師器甕形

土器(1491)が出土している。

周溝 検出されなかった。

柱 穴 3本の主柱穴が検出された。各主柱穴の規

模（短径x長径x深さ）は、 P1 : 20 X 22 X 9 cm、P

2 : 24 x 24 x 13cm、P3 : 20 X 24 X 8 cmである。南

東隅にもう 1本主柱穴があったと考えられるが、貯

蔵穴に隣接した位置には確認できなかった。南東隅

の主柱穴を想定すれば、各主柱穴を結んだ形は長方

形を呈する。主柱穴のうち Pl・P2は住居対角線

上にのるが、p3はやや西にずれている。また、北

壁沿いの P2とp3の中間の位置に p4が検出され

た。大きさは、 P4 : 62 x 76 x 34cmである。壁に近

い北側に段をもつピットで、他の主柱穴より深い。

住居に伴うかどうか確定できないが、その位置から

考えると、住居の施設と考えることも可能である。

貯蔵穴 住居南東隅に、長径0.90m、短径0.84m、

深さ0.13mの楕円形の貯蔵穴が検出された。底面は

やや丸くなっている。底面近くから、須恵器杯形土

器（1494)が出土した。

遺 物 160点あまりの遺物が出土している。ほとん

どが埋没土中からの出土遺物であるが、貯蔵穴周辺

と南壁沿いに須恵器杯形土器（1492• 1493)が集中し

て出土している。（遺物観察表： 4• 5頁）

所見 出土遺物から、 9世紀中葉の住居と考える。
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2. 1 • 2区の遺構

I区 14号住居

位置 Lq. r -3. 4グリッド

写真 PL7・8

形状長軸をほぼ南北方向にする長方形を呈す

る。周壁はほぼ直線的に掘られている。四隅は角張っ

ている。規模は長軸4.88m、短軸3.60mである。

で こ

▽ 4 

。
I: 4 10cm 

第21図 I区12号住居出土遺物

面積 15.17m' 鼈方位 N-112°-E 

床面 遺構確認面から30cm掘り込んで床面とな

る。

床面は、中央部を中心に硬化していた。南壁・西壁

沿いの土坑群は、床面下の掘り形とみられる。上を

充填して床面をつくっていたと考えられるが、明瞭

に硬化した床面が確認できなかったため、土坑状の

掘り形となった。中央部の上坑については、住居と

の前後関係は明らかにできなかった。

鼈 東壁中央より南側に竃が付設されていた。

住居壁より内側に鼈袖が張り出さない形態の竃で、

焚口幅は60cmである。燃焼部の壁はあまり顕著に焼

けていない。燃焼部および煙道部は壁から外へ88cm
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第22図 I区14号住居
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第 3章 歴史時代後半期の遺構と遺物

て三二l 97 □ 98 

こ 6/Jニ

1495 

゜
I: 4 10cm 

第23図 l区14号住居出土遺物

突出していた。燃焼部はほぼ平らで、煙道部に緩や

かに傾斜していた。鼈内からの遺物の出土はない。

周溝検出されなかった。

柱穴検出されなかった。

貯蔵穴 南東隅の掘り形が貯蔵穴の可能性がある

が、床面下施設との区別が調査時には確認できな

かった。

遺 物 10点ほどの遺物が出上しているが、ほとん

ど床面に近い遺物である。土師器杯形上器(1497)と

須恵器高台付椀形土器（1495)は住居南壁沿いの床面

直上で出土した。須恵器杯形土器(1496)は床面から

少し上で出土した。土師器杯形土器（1498)は、住居

を切る、土坑埋没土中で出土した破片である。

（遺物観察表： 5頁）

所見 出土遺物から、 9世紀後葉の住居と考えら

れる。

I区 15号住居

位置 Lr•S - 4•5 グリッド

写 真 P L 8 • 9 

重複北東隅が16号住居に切られている。

形状長軸を南北方向にする長方形を呈する。周

壁のうち北壁・西壁はほぼ直線的に掘られているが、

東壁・南壁は膨らんでいる。四隅は丸い。規模は長

軸4.60m、短軸3.50mである。

28 

面積 13.12m' 鼈方位 N-99°-E

埋没土 軽石粒・焼土粒 ・炭化物粒と、少量の黄褐

色土粒を含む黒褐色上で埋まっていた。

床 面 遺 構 確 認 面 か ら48cm掘り込んで床面とな

る。床面は竃前を中心にして硬化しており、灰 ・焼

上が広がっていた。鼈左前には土坑が掘り込まれて

いるが、住居に伴うかどうか確定的ではない。土坑

の規模は長径0.85m、短径0.70mで、不整楕円形で

ある。

鼈 東壁中央よりやや南側に竃が付設されてい

た。住居壁より内側に竃袖が張り出す形態の竃で、

右側は32cm、左側は16cmほどの袖の碁部が残存して

いた。右袖部や竃前面には角礫が散乱して出土した

が、これらは袖を構築していた部材と考えられる。

（そのうちの S193はPL9に掲載）焚口幅は60cmで

ある。燃焼部の壁はあまり焼けていなかった。煙道

部は壁から外へ62cm突出していた。燃焼部はほぽ平

らで、煙道部に緩やかに傾斜していた。

周溝検出されなかった。

柱穴検出されなかった。

遺 物 320点あまりの遺物が出土している。ほとん

ど埋没土中の出土遺物である。床面近くの遺物は竃

及び貯蔵穴周辺に集中して出土している。貯蔵穴か

らは須恵器高台付椀 ．杯形上器（1502• 1503 • 1504) 

が底面から数cm上で出土している。竃周辺および鼈

左の土坑から土師器甕形土器（1499• 1500 • 1501)が

出土した。 （遺物観察表： 5頁）

所見 出土遺物から、 9世紀後葉の住居と考えら

れる。

0 D S150 0 

I : 2 5 cm 

第24図 l区15号住居出土遺物（ I)



2. 1 • 2区の遺構
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1. 黒褐色土 浅間C軽石を多く含む。焼土粒をわずかに含む。

暗黄褐色土（地山）塊（直径0.5~4cm) を含む。

2.黒褐色土 浅間C軽石 ・焼土粒を多く含むが 1層より屈は少

ない。地山塊の址が少ない。

3.黒褐色土 浅間C軽石 ・焼土粒 ・地山塊をわずかに含む。

4.黒褐色土軽石はわずかである。

5.地山
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第25図 l区15号住居 と出土遺物(2)
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第 3章 歴史時代後半期の遺構と遺物

I 区 16号住居

位置 L Q •r-4•5 グリッド写真 P L9 

重複南壁が15号住居の北東隅を切っている。

形状短軸を南北方向にする長方形を呈する。周

壁はほぼ直線的に掘られている。四隅は角張ってい

る。規模は長軸3.55m、短軸3.20mである。

面積 10.19m'

埋没土 わずかな軽石粒・焼土粒・黄褐色土粒を含

む黒褐色土で埋まっていた。

床面遺構確認面から19cm掘り込んで床面とな

る。

鼈方位 N-110°- E  

鼈 東登中央よりやや南側に竃が付設されてい

た。住居壁より内側に竃袖が張り出さない形態の竃
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1.黒褐色土 浅間C軽石を多く含む。焼上粒をわずかに含む。

暗黄褐色土（地山）塊（直径0.5~4cm) を含む。

2.黒褐色土 浅間C軽石・焼土粒を多く含むが 1層より鼠は少

ない。地山塊の星が少ない。

3.黒褐色土 浅間C軽石・焼土粒・地山塊をわずかに含む。

4.黒褐色土軽石はわずかである。

5.地山

で、焚口幅は43cmである。燃焼部の壁は焼けて焼土

化していた。燃焼部および煙道部は壁から外へ60cm

突出していた。燃焼部はほぼ平らで、煙道部はほぽ

直立に近く立ち上がる。鼈の出土遺物はない。

周溝検出されなかった。

柱穴検出されなかった。

貯蔵穴 検出されなかった。

遺 物 30点あまりの遺物が出土している。ほとん

どが埋没土中の出土であるが、図示した須恵器杯形

土器（1506)は、南壁近くの床面直上で出土した。

（遺物観察表： 5頁）

所見 出土遺物から、 9世紀後葉の住居と考えら

れる。
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I 区 17号住居

位置 LS-6•7 グリッド

写真 PLlO・ll

重複西壁が76号住居を切っている。竃前の床面

を2号溝が切っている。

形状 長軸を南北方向にする長方形を呈する。周

壁はほぼ直線的に掘られている。四隅は角張ってい

る。規模は長軸6.08m、短軸5.4mである。

面積 31.17m' 鼈方位 N-104°-E

埋没土 軽石・焼土粒を含む暗褐色土で埋没。

床面遺構確認面か ら37cm掘り込んで床面とな

る。小さな凹凸はあるが、ほぼ平坦で中央部から鼈

にかけて硬化していた。

鼈 東壁中央より南側に竃が付設されていた。

住居壁より内側に鼈袖が張り出す形態の鼈で、右側

は76cm、左側は44cmほどの袖の韮部が残存していた。

焚口幅は84cmである。燃焼部の壁は焼けて焼土化し

ていた。煙道部は 2号溝に切られているために遺存

状態は悪いが、壁から外へ12cm突出した部分が確認

されたのみである。燃焼部はほぼ平らで、煙道端部

は斜め上方に立ち上がっていた。

周溝検出されなかった。

柱 穴 3本の主柱穴と考えられる位置に小ピット

が検出された。各主柱穴の規模（短径X長径x深さ）

は、 P1 : 40 X 56 X 32cm、P2 : 84 x 60 x 56cm、P

3 : 38 X 36 X 60cmである。主柱穴のうち p2は住居

対角線上にのるが、 P1 • P 3は対角線に並行する

が、南東方向に30cmほどずれている。主柱穴を結ん

だ形は、南東隅の主柱穴が 2号溝に切られていると

すれば、長方形を呈する。これらの主柱穴とは別に

西壁および南壁の壁沿いに小ピットが検出された。

西壁の小ピットは壁柱穴の可能性が高いと考えられ

る。南壁のピットはやや大きく南西隅のピットの上

には石が検出されている。南壁沿いのピットについ

ては性格は不明である。

貯蔵穴 検出されなかった。

遺 物 76号住居と合わせて1400点あまりの遺物が

出土している。ほとんど埋没土中からの出土遺物で

2. 1 • 2区の遺構

ある。床面近くの遺物は土師器甕形土器(1221)のほ

かは壁沿いに出土している。須恵器瓶・杯形土器

(1235 • 1236)は西壁際床面直上で、土師器杯形土器

(1226~1230)は竃右脇の南東隅に集中して床面直上

で出土した。また土師器甕形土器(1222)が鼈燃焼部

から鼈使用面直上で出土した。

（遺物観察表： 6• 7頁）

所見出土遺物か ら、 9世紀中葉の住居と考えら

れる。なお、本住居南側に方形の掘り形をもつ遺構

の一部が重複して検出されたが、住居として判断し

なかった。この遺構の底面には大きな凹凸が著しく

床面も検出できなかった。

I区 76号住居

位置 LS - 8グリッド 写真 PLlO 

重複 東半部の多くを17号住居に切られている。

形状方形を呈すると考えられるが、全体形状は

不明である。西壁はほぼ直線的に掘られている。四

隅は丸い。規模は西壁長5.4mである。

面積測定不可 西壁方位 N-11°-E

埋没土 軽石 ・焼土粒を多量に含む黒褐色土で埋

まっていた。

床面遺構確認面か ら25cm掘り込んで床面とな

る。床面は平坦であった。西壁付近しか残存してい

ないので特に硬化した部分は認められなかった。 17

号住居に切られている部分には、 5~8cmの段が確

認できる。

周 溝 西 壁 と 北 壁 に 、 幅16~20cm、深さ 5cmの周

溝が検出された。南西隅には直径20cm、深さ 13cmの

小円形ピットがあり、西壁周溝はそこで途切れて南

壁沿いに周溝は検出されなかった。

遺 物 17号住居と合わせて1400点あまりの遺物が

出土しているが、本住居に伴うと判断できる遺物は

きわめて少ない。

所 見 出土遺物から住居の時期を考えることは困

難であるが、住居の検出状況から17号住居の時期(9

世紀中葉）を遡らないことがわかる。
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第 3章 歴史時代後半期の追構と遺物
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1. 暗褐色土 軽石 ・焼土粒を多品に含む。しまり 強 く粘性があ

る。

2.暗灰褐色土 軽石 ・焼土粒を多品に含む。 しまり1層よりや

や弱い。粘性がある。

3.茶褐色土 軽石 ・焼土粒を含む。鉄分沈着がみ られる。わず

かに炭化物粒を含む。

4.暗褐色土 軽石 ・焼土粒を含む。鉄分沈着がみられる。

5.暗灰褐色土 (2層より明るい）軽石・焼土粒を多量に含む。

わずかに炭化物粒を含む。黄褐色土粒 ・塊を含

む。

6.暗灰褐色土 (5層よりやや明るい）軽石 ・焼土粒を多品に

含む。わずかに炭化物粒を含む。し まり5陪よ

りやや強い。

7.暗灰褐色土 軽石 ・焼土粒を含む。炭化物粒わずかにみられ

る。し まり強い。

8.暗褐色土 軽石 ・焼土粒を含む。しまり強い。

9.暗茶褐色土 焼土粒 ・軽石を含む。しまり強い。

10.暗茶褐色土 焼土粒 ・軽石 ・塊粒を含む。しまり強い。やや

9層より暗い。

11. 灰茶褐色土 焼土粒を多屈に含む。灰色粘土塊を含む。しま

り強い。

1 2 . 赤茶色土 焼土粒 • 青灰を多鼠に含む。しま り弱い。

13~17. 2号溝埋没土

18.暗褐色土 焼土粒 ・軽石をわずかに含む。やや赤味あり。

19.黒褐色土軽石を多最に含む。しまり強い。

20.黒褐色土 軽石を19層よりやや少なく含む。しまりあり。

。
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第27図 l区17号住居． 76号住居
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2. 1 • 2区の遺構
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第 3章 歴史時代後半期の遺構と遺物

l 区 18号住居

位 置 LP• Q - 6 • 7 グリッド 写真 P Lll 

重 複東壁南半分を 2号溝に、北部を 1号溝に切

られている。

形 状 東壁を南北方向にする正方形に近い台形を

呈する。周壁はやや凹凸をもって掘られており 、特

に西壁は膨らんでいた。四隅は角張っている。規模

は北壁長4.02m、東壁長4.0m、西壁長3.85mである。

面積 14.43m' 北壁方位N-104°-E

埋没土 軽石・焼土を含む黒褐色土で埋まっていた。

床面 遺構確認面から59cm掘 り込んで床面とな

る。床面は南半部が窪んでおり 、特に中央部は直径

1. 2~1.4mの不整円形状に落ち込んでいる。その窪

み部分を中心にして須恵器大形甕形土器の破片がま

とまって出土したが、埋没土層の観察からは後から

の掘り込みではなく j住居床面の窪みと判断された。

鼈 東壁中央より少し南側に、竃と考えられる

焼土や灰の分布範囲が確認された。竃の大部分は 2

号溝に切られているために全体形状は不明である。

竃の右脇と考えられる部分に角礫が 2個残されてい

た。

周 溝検出されなかった。

柱穴 主柱穴と考えられるピットは検出されな

かった。一方、北壁沿いに小ピットが 2カ所確認さ

れたが、他の壁沿いに確認できないことから、壁柱

穴の可能性は薄い。
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1.黒褐色土 軽石を多絨に含む。わずかに焼土粒を含む。し

まり強く粘性あり。

2.黒褐色土 軽石を多量に含む。わずかに焼土粒 ・灰色粘土

粒を含む。しまり強く粘性あり。

3.暗褐色土 軽石を多鼠に含む。灰色粘土粒 ・塊を多羅に含

む。焼土粒・鉄分沈着がわずかにみられる。

4.黒褐色土 軽石 ・灰色粘土粒をわずかに含む。鉄分沈着が

わずかにみられる。

5.黒褐色土 軽石を多量に含む。しまりやや弱く粘性あり。

6.黒褐色土 軽石を多呈に含む。灰色土粒 ・塊を含む。粘性

しまりあり。

7.黒褐色土 軽石を多量に含む。粘性しまりあり。

8.暗灰色土 壁土のくずれたもの。しまり粘性弱い。

9.黒色土壁土のくずれたもの。しまり粘性弱い。

10~15. 1号溝埋没土
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貯蔵穴検出されなかった。

遺 物 590点あまりの遺物が出上している。ほとん

どが埋没土中からの出土遺物である。本住居で最も

特徴的な遺物は中央部の窪みに散乱した須恵器大形

甕形土器(1507)である。床面直上の破片もあり、本

住居に伴う遺物と考えたい。他に図示した須恵器高

台付長頸壺形土器（1508)も竃前床面直上で出土し

2. 1 • 2区の遺構

た。須恵器高台付椀形土器（1509)は南東隅で床面上

16cm、鉄製鎌(M6)は中央部床面上16cmで出土してい

る。また、大きな円礫 ・角礫が南壁際と中央部にま

とまって出土しているが、資料化することはできな

かった。（遺物観察表： 7頁）

所見 出土遺物から、 9世紀後葉の住居と考えら

れる。
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第 3章 歴史時代後半期の遺構と遺物

I 区 28号住居

位置 Lk- I • 2グリッド 写真 PL12 

形状長軸を南北方向にする長方形を呈する。周

壁はほぽ直線的に掘られている。四隅は角張ってい

る。規模は長軸3.97m、短軸3.07mである。

面 積 11.23m' 鼈方位 N-100°-E

床面遺構確認面か ら10cm掘り込んで床面とな

る。

鼈 東壁中央より南側に鼈が付設されていた。

住居壁より内側に鼈袖が張り出さない形態の竃で、

焚口幅は60cmである。燃焼部の壁はあまり焼けてい

ない。燃焼部および煙道部は壁から外へ66cm突出し

ていた。燃焼部はほぽ平らで、煙道部に緩やかに傾

斜していた。竃前面と燃焼部には、角礫と土師器甕

形土器の破片が散乱した状態で出土している。

周溝検出されなかった。

柱穴検出されなかった。

貯蔵穴 南東隅に長径0.65m、短径0.55m、深さ0.

17mの楕円形の貯蔵穴が検出された。東 ・南両壁に

接して掘られていた。

遺 物 30点あまりの遺物が出土している。多くは

埋没土中の出土遺物であるが、竃周辺には床面に近

い土師器甕形土器(1513• 1514 • 1515)が出土した。

（遺物観察表： 7頁）

所見 出土遺物から、 10世紀後半の住居と考えら

れる。
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I 区 31 号住居

位置 Ii • i ~18 ·19グリッド写真 P L12 

重 複重複はないが、住居の西部分が削平されて

おり、西壁は確認できなかった。

形 状西壁が明確でないので確定はできないが、

長軸を南北方向にする長方形を呈すると推定され

る。周壁はほぼ直線的に掘られている。四隅は丸い。

規模は長軸3.20m、短軸推定2.35mである。

面積測定不可 鼈方位 N-90°-E 

床 面 遺構確認面から20cm掘り込んで床面となる。

鼈 東壁中央よりやや南側に竃が付設されてい

た。住居壁より内側に竃袖が張り出す形態の竃で、

右側は35cm、左側は23cmほどの袖の基部が残存して

いた。袖基部上には角礫が残っており、袖を構築し

た粘土の中には、角礫が芯として入れられていたと

見られる。焚口幅は20cmである。燃焼部の壁は焼け

ていたと考えられるが、剥落した焼土が部分的に

I星 ~I筐 i 賃 ＼
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2. 1 • 2区の遺構

残っているのみであった。煙道部は壁から外へ32cm

ほど突出していた。燃焼部はほぽ平らで、煙道部に

緩やかに傾斜していた。燃焼部奥のやや左側に礫が

置かれており、その上に須恵器高台付椀形土器が伏

せられた状態で出土している。

周 溝竃左の東壁の一部から北壁にかけて下幅16

cm、深さ 4cmほどの周溝が検出された。

柱穴検出されなかった。

貯蔵穴検出されなかった。

遺 物 4点の上器と 4点の礫が出土している。礫

は鼈構築材の一部と考えられる。住居ほぽ中央部に

は土師器椀形土器（1517)が床面直上で、竃燃焼部に

は須恵器高台付椀形土器(1516)が出土している。

1517には 「生」の墨書があった。

（遺物観察表： 7頁）

所見出土遺物から、10世紀前半の住居と考えら

れる。
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第 3章 歴史時代後半期の遺構と遺物

I区 32号住居

位置 Ih • i -16グリッド 写真 PL12 

重複女堀に北壁を切れている。

形状北壁が未確認であるので断定はできない

が、長軸を南北方向にする長方形を呈すると推定さ

れる。周壁は南壁がやや膨らんでいるほかは、ほぽ

直線的に掘られている。南西の隅は角張っており、

南東隅は円形の貯蔵穴が張り出しているので、丸く

なっている。規模は残存西壁長2.8m、短軸2.35mで

ある。

面積 測定不可 鼈方位 N-110°-E

床面遺構確認面か ら7cm掘り込んで床面とな

る。中央部の埋没土床面は硬化していたが、周辺部

の床面の硬化は顕著でない。

鼈 東壁に鼈が付設されていた。北壁が未確認

であるので、鼈が東壁のどの位置にあるのかは断定

できない。住居壁より内側に竃袖が張り出さない形

態の鼈で、焚口幅は54cmである。燃焼部の壁は焼土

化した部分がほとんど残っていない。燃焼部および

煙道部は壁から外へ50cm突出していた。燃焼部はほ

ぽ平らで、煙道部に緩やかに傾斜していた。焚口部

中央に18x 20 x 13cmの小ピッ ト(P1)が検出された

が、住居に伴うものかは不明である。

周溝柱穴検出されなかった。

貯蔵穴 住居南東隅に、長径0.85m、短径0.75m、

深さ0.56mの円形の貯蔵穴が検出された。断面形は

すり鉢状で、底面には直径30cmほどの平坦面がある。

遺 物 20点あまりの遺物が出土している。ほとん

ど埋没土中の出土遺物である。図示したのは土師器

椀形土器(1518)で、竃燃焼部で出土した。土師器台

付甕形土器(1519)は埋没土中の出土遺物である。

（遺物観察表 ：7頁）

所 見 出土遺物から、 10世紀前半の住居と考えら

れる。
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2. 1 • 2区の遺構

I区 33号住居

位置 Il -11グリッド 写真 PL13 

重 複東壁のほぼ中央を新しい方形土坑で切られ

ていた。

形 状長軸を南北方向にする長方形を呈する。周

墜はほぼ直線的に掘られている。四隅は比較的角

張っていた。規模は長軸3.9m、短軸3.45mである。

面積 10.12m' 鼈方位 N-112'-E  

埋没土 軽石粒 ・焼土粒・黄褐色土粒を含む黒褐色

上で埋まっていた。

床面遺構確認面から42cm掘り込んで床面とな

る。中央部が楕円形にやや窪んでいるが、他は平坦

で、柱穴を結んだ線の内側が硬化していた。

鼈 東壁中央よりやや南側に竃が付設されてい

たと推定されるが、土坑に切られているので、規模

や全体形状は不明である。

EPA EPA' 

周 溝西壁お よび南壁の西半分の壁沿いに幅18cm

ほどの周溝がL字形に検出された。

柱 穴 3本の主柱穴と推定されるピットが検出さ

れたが、 P3の位置がやや外側にずれている。各主

柱穴の規模（短径x長径x深さ）は、 P1 : 37X40X 

12cm、 P2 : 21 x 30 x 5 cm、 P3 : 27 x 27 X 7 cmで

ある。これらの主柱穴は住居対角線上にのるが、 P

2 • P 3を結んだ線は北壁と平行でなく、 P3の位

置は一般的でない。また、後述するように南東隅の

貯蔵穴の中にピットがあり、これも主柱穴の可能性

がある。これと P3を結んだ線は東壁と平行になる。

p 2とともに住居対角線の上にのっている。これら

の主柱穴および貯蔵穴内のピットを結んだ形は台形

を呈する。

貯蔵穴 南東隅に長径1.16m、短径0.9mの楕円形の

貯蔵穴が検出された。貯蔵穴内は深さO.lmのところ
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偉
1.黒褐色土 軽石粒 ・地山粒を含む。浅間C軽石を多く含む。

白色軽石も散見される。ややサラサラしている。

小石も混じる。

SPA 
2.黒褐色土 軽石粒 ・地山粒を含む。浅間C軽石 ・白色軽石の

SPA' 量は少ない。小石も混じる。ややサラサラしてい

る。

3.黒褐色土 軽石粒 ・地山粒を含む。白色の軽石は含まない。

地山塊（直径 1cm) 含む。

4.黒褐色土 1層に類するが、土はサラサラせずしまりをもつ。

゜
5. 暗褐色土 軽石粒 ・焼土粒 ・地山粒 ・小石を含む。

I 80 4m 
6.暗褐色土 暗褐色土に地山・塊 ・黒褐色土が混じる。

7. 暗褐色土 暗褐色土に地山・塊・黒褐色土が混じる。焼土粒・

塊がわずかにはいる。

第34図 l区33号住居
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第3章 歴史時代後半期の遺構と遺物

に平らな段があり、壁際に楕円形の小ピット (34X

63Xl3cm)があった。このピットは先述のように柱

穴の配置から考えると主柱穴の可能性も否定できな

い。平らな面のやや上位には鉄塊系遺物(M36・PL 

13)、馬具轡引手金具(MS)と轡衡(M9)が出土し土

師器杯形土器(1248• 1249)や須恵器杯形土器(1250)

が同様な出土状況で出土している。

遺 物 320点あまりの遺物が出土している。前述の

ように、貯蔵穴付近で鉄製品と鉄塊および土器類が

集中して出土した。また、北東隅で須恵器蓋形土器

(1251)が壁際で出土した。（遺物観察表： 8頁）

所見 出土遺物から、 9世紀中葉の住居と考えら

れる。貯蔵穴付近では鉄塊が出土したが、住居内に

鉄生産関連遺構は検出されなかった。

。
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2. 1 • 2区の遺構

位

重

置

複
34号住居の北壁を切っている。 36号住居の

南西隅を切っている。

形 状 長軸を南北方向にする長方形を呈する。周

壁はほぽ直線的に掘られている。北西 ・北東の二隅

は角張っているが、貯蔵穴の掘られている南東隅は

丸い。規模は長軸4.04m、短軸3.40mである。

面

床

積

面

鼈

区 35号住居

I i • j -14グリッド

10.98m' 

写

鼈方位

真 P L14 

N-91°-E 

遺構確認面から33cm掘り込んで床面となる。

床面は平坦で、中央部を中心にして硬化していた。

東壁中央よりやや南側に鼈が付設されてい

た。住居壁より内側に竃袖が張り出さない形態の竃

で、焚口幅は72cmである。燃焼部の壁はほとんど焼

けていない。燃焼部および煙道部は壁から外へ58cm

突出していた。燃焼部はほぽ平らで、煙道部は上方

に傾斜していた。竃からは土師器甕形土器の破片が

出土した。

周

柱

髯

穴

‘、

I

貯蔵穴

0.32mの楕円形の貯蔵穴が検出された。貯蔵穴内か

らは須恵器杯形土器(1255)が伏せられた状態で出土

した。

遺

ど埋没土中の出土遺物であるが、前述した貯蔵穴の

須恵器杯形土器のほか、南西部で土師器杯形土器

(1254)・須恵器高台付椀形土器（1256)が床面直上で

出土している。竃からは土師器坦形土器（1252)が使

用面直上で出土した。（遺物観察表 ：8頁）

所

物

見

れる。
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検出さ れなかった。

検出されなかった。
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80点あまりの遺物が出土している。ほとん

出土遺物から、
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第 3章 歴史時代後半期の遺構と遺物

I区 36号住居

位置 Ih• i -14·15グリッド写真 P Ll4 

重複南西隅を35号住居に切られている。

形 状長軸を南北方向にする長方形を呈する。周

壁はほぼ直線的に掘られている。北西隅は丸いが、

北東および南東隅は角張っていた。規模は長軸3.94

m、短軸2.78mである。

面積測定不可 鼈方位 N-91'-E 

床面遺構確認面から17cm掘り込んで床面とな

る。床面は平坦で、中央部が硬化していた。

鼈 東壁中央より南側に鼈が付設されていた。

住居壁より内側に鼈袖が張り出す形態の鼈で、右側

は14cm、左側は10cmほどの袖の基部が残存していた。

焚口幅は34cmである。燃焼部の壁はあまり焼けてい

ない。煙道部は壁から外へ40cm突出していた。燃焼

部はほぽ平らで、煙道部に緩やかに傾斜していた。

鼈右脇の床面には土師器甕形土器(1566)が、竃前に

は須恵器杯形土器（1520)が出土したが、燃焼部には

遺物は出土しなかった。

周溝検出されなかった。

柱穴検出されなかった。

貯蔵穴 住居北西隅に長径0.52m、短径0.48m、深

さ0.38mの楕円形の小土坑が検出された。本遺跡で

は、竃右脇の住居南東隅に貯蔵穴が検出される場合

が多いが、本住居の小土坑は北西隅である。本土坑

がいわゆる貯蔵穴といえるかどうかは不明と言わざ

るを得ない。

遺 物 60点あまりの遺物が出土している。ほとん

ど埋没土中の出土遺物である。前述した鼈周辺の遺

物のほかに住居中央部の床面から、土師器杯形土器

(1565)・須恵器高台付椀形土器（1522)が出土した。

（遺物観察表： 8頁）

所見 出土遺物から、 10世紀前半の住居と考えら

れる。

王 4m

35住

EPA EPA' 

EPB 

@ 1565 

e 1522 

ら

1
5
m
 

|
+
『

’
’
ー

1

_6
 

7
4ー
ー

65
 

ー

．．
 

、．
 

EPB' 

EPA' 

ニこ二521冒 二／5

□□□。

\~三!/J
1522 

゜
I : 80 4m 

L=97.5m 

1566 

゜
I : 4 10cm 

第37図 I区36号住居と出土遺物

42 



2. 1 • 2区の遺構

位

重
置

複
39号住居の北半分と、 50号住居の北西隅を

切っている。

形 状 長軸を南北方向にする長方形を呈する。周

壁はほぼ直線的に掘られている。四隅は角張ってい

る。規模は長軸3.62m、短軸3.28mである。

面

床
積

面

区 38号住居

I i • j -11グリッド

10.96m' 

写

鼈方位

真 P L15 

N-88°-E 

遺構確認面から17cm掘り込んで床面とな

る。床面は平坦で、周辺部は余り硬化していない。

中央部には、長径2.28m、短径0.53m、深さ0.33m

のだるま形の土坑が検出されたが、

坑と考えられる。

これは床下の土

鼈 東壁中央より南側に竃が付設されていた。

竃の前には焼土や袖の構築材が崩落して堆積してい

た。鼈焚口部の両側にも、焼土・粘土の固まりがあ

あった。 この固まりが鼈袖の基部の可能性もあるが

調査では確定できなかった。焚口幅は48cmである。

燃焼部の壁はあまり焼けていない。煙道部は壁から

外へ114cm突出していた。燃焼部はほぼ平らで、煙道

部に緩やかに傾斜していた。

周 溝

貯蔵穴

0.26mの隅丸方形の貯蔵穴が検出された。底面はや

や丸いが、住居隅の形態を意識して、方形に掘られ

ている。貯蔵穴中からは須恵器杯形土器(1524)が落

ち込むように出土している。

遺

所

物

央部から須恵器杯形土器(1525)や蓋形土器(1526)が

出土している。砥石（ S152)は、中央部床面直上で棒

状礫(S153)は埋没土中から出土した。

（遺物観察表： 9頁）

見

柱 穴 検出されなかった。

南東隅に、長径0.55m、短径0.53m、深さ

120点あまりの遺物が出土している。住居中

出土遺物から、 9世紀後葉の住居と考えら

E
P
C、
上

l

i
t
 I
m

 

EPA 

E
P
C
 

EPA 

EPB 

E
P
C
 

：EPA 

E
P
C、

l
l
 

．
 

ヽ
＼
 

＼
 

れる。

1
2
m
 

王

i
l
l
H
¥
4
|
 

EPB EPB' 

EPA' 

ロ
ロ
ロ
ロ
〗

|

0

ーニ
[
 

S 152 

こ□三二王ミ6

ロニ

9、

153 

こ□）

口
L=97.4m 

I : 80 4m 

。
I : 4 10cm 

第38図 l区38号住居と出土遺物

43 



第 3章 歴史時代後半期の遺構と遺物

I区 39号住居

位置 I i -11グリッド 写真pL15 

重 複 50号住居の北西部を切っている。北半分を

38号住居に切られている。

形 状 北半分を切られているために全体形状は不

明である。規模は東西長2.04mと推定される。

面積測定不可 鼈方位 N-102°-E

床面遺構確認面から15cm掘り込んで床面とな

る。床面はやや凹凸があるが、硬化しており、竃の

灰も広がっていた。

鼈 東壁の最も南側に鼈が付設されていた。住

居壁より内側に竃袖が張り出さない形態の鼈で、焚

口幅は33cmである。燃焼部の壁は焼けてやや焼土化

していた。燃焼部は壁から外へ55cm突出していた。

燃焼部はほぽ平らで、煙道部に緩やかに傾斜してい

たが、ほぼ中央部に円礫が埋設されていた。礫は、

鼈焚口部右脇にも立てられていた。

周溝検出されなかった。
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柱穴貯蔵穴検出されなかった。

遺 物 20点あまりの遺物が出土している。ほとん

ど埋没土中の出土遺物であるが、南壁際で土師器高

台付椀形土器（1527)、東壁沿いで須恵器高台付椀形

土器（1528)が床面直上で出土している。

（遺物観察表： 9頁）

所見 出土遺物から、 10世紀前半の住居と考えら

れる。

I 区 45号住居

位置Ja - 8•9 グリッド写真 PL15 ·16

形 状長軸を南北方向にする長方形を呈する。周

壁はやや膨らんで掘られている。四隅は丸い。規模

は長軸3.80m、短軸3.15mである。

面積 8.35面 鼈方位 N-96°-E

床面遺構確認面から31cm掘り込んで床面とな

る。床面は、中央部に多少の凹凸があるが、ほぽ平

坦である。 全体に硬化していた。

鼈 東壁中央より南側に竃が付設されていた。

鼈前には、焼土や構築粘土が崩れて堆積していた。

写真(PL16)では袖のように見えるが、崩落した竃

構築土と考えられる。したがって鼈の形態は、住居

壁より内側に竃袖が張り出さない形態の竃であった

と考えたい。焚口幅は55cmである。燃焼部の壁は焼

けて焼土化していた。煙道部は壁から外へ80cm突出

していた。燃焼部はほぼ平らで、煙道部に斜めに傾

斜していた。竃の出土遺物はない。

周 溝竃左横の東壁から北壁・西壁の北 2/3に、

コの字状に幅10~18cm、深さ 2~8cmの周溝を検出。

柱穴検出されなかった。

貯蔵穴 明確な貯蔵穴は検出されなかったが、鼈右

脇の南壁に沿って、長径1.9m、短径1.02m、深さ0.

31mの不定楕円形に窪んでいる部分があった。底面

には須恵器椀形土器（1542)が出土した。

遺 物 240点あまりの遺物が出土している。多くは

埋没土中からの出土遺物である。図示したのは、前

述した須恵器椀形土器（1542)のほか、土師器甕形土

器(1543)・土師器杯形土器(1544)・須恵器杯形土器



2. 1 • 2区の遺構

(1545)で、いずれも埋没土中の出土である。

（遺物観察表 ：9頁）

所見 出土遺物から、 9世紀後葉の住居と考えら

れる。
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I区 46号住居

位置 Ij 16グリッド 写真 PL16 

重 複 52号住居の南側の大半を切っている。

形状長軸を南北方向にする長方形を呈する。東

壁・南壁はほぽ直線的に掘られている。西壁は後世

の撹乱によって壊されており、確認できなかった。

また、北壁の一部は先行する52号住居との識別が困

難で確認できなかった。四隅は丸い。規模は長軸3.

57m、短軸2.63mである。

面積 8.14吋 鼈方位 N-97°-E

埋没土軽石粒・焼土粒・炭化物粒を含む黒褐色土

で埋まっていた。

床面遺構確認面から27cm掘り込んで床面とな

る。床面は平坦である。

鼈 東壁中央より南側に竃が付設されていた。

住居壁より内側に竃袖が張り出す形態の鼈で、右側

は37cm、左側は50cmほどの袖の基部が残存していた。

焚口幅は70cmである。燃焼部の壁はよく焼けて焼土

化していた。煙道部は壁から外へ30cm突出していた。

燃焼部はほぼ平らで、煙道部に緩やかに傾斜してい

た。燃焼部には土師器甕形土器や須恵器椀形土器の

破片が重なるような状態で出土している。また、鼈

の壁に沿って、円礫が出土している。竃構築材の一

部と考えられるが、鼈構造を示唆するような出土状

況は見られなかった。

周溝柱穴検出されなかった。

貯蔵穴南東隅に長径1.05m、短径0.9m、深さ0.45

mの楕円形の貯蔵穴が検出された。住居の平面形よ

りも張り出すような形態である。底面はほぼ平らで

あったが、出土遺物はない。

遺 物 20点あまりの遺物が出土しているが、その

ほとんどが竃からの出土遺物である。図示した遺物

は、鼈内で出土した土師器甕形土器(1532• 1533)、

酸化焔焼成の須恵器椀形土器（1529• 1530 • 1531)で

ある。敲石(S154)は埋没土中から出土した。

（遺物観察表： 9• 10頁）

所見出土遺物から、 10世紀後半の住居と考えら

れる。
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第 3章 歴史時代後半期の遺構と遺物
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I区 53号住居

位置 1S• t -14グリッド写真 P L16・17 

重複なし

形状 長軸を南北方向にする長方形を呈する。周

壁は乱れており、平行四辺形に近い形となっている。

これは調査時の確認状況によると考えられる。本来

的には、北東隅と南西隅がもう少し広がるものと考

えられる。規模は長軸4.15m、短軸2.40mである。

面積 8.63吋 鼈方位 N-93°-E

床面 遺構確認面から25cm掘り込んで床面とな

る。床面には凹凸があり、特に南壁沿いは床面が下

がっていた。

鼈 東壁中央より南側に竃が付設されていた。

住居壁より内側に鼈袖が張り出さない形態の竃で、

焚口幅は52cmである。燃焼部の壁は焼けて焼土化し

ていた。煙道部は壁から外へ38cm突出していた。燃

匿 匿
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2. 1 • 2区の遺構

焼部はほぽ平らで、煙道部に緩やかに傾斜していた。

周溝 検出されなかった。

柱穴検出されなかった。

貯蔵穴 鼈右側の南東隅がわずかに窪んでいるが、

定型的に掘られた貯蔵穴といえるかどうか疑問が残

る。窪みの大きさは長径0.97m、短径0.50m、深さ

O.llmである。

遺 物 30点あまりの遺物が出土している。ほ とん

ど埋没土中からの出土遺物である。図示した土師器

甕形土器（1534)は、鼈前の床面直上から出土した。

また、石器が南東隅の窪みや西壁沿いに出土してい

るが、使用痕跡の明確なものは図示した 2点の敲

石・磨石(S155 • S 156)である。

（遺物観察表： 10頁）

所見出土遺物から、 9世紀後葉の住居と考えら

れる。
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| こ Sl56 

こ
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゜
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第42図 I区53号住居と出土遺物
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第 3章 歴史時代後半期の遺構と遺物

I区 54号住居

位置 Is -11 • 12グリッド 写真 PL17 

形 状短軸を南北方向にする長方形を呈する。周

壁はほぽ直線的に掘られているが、北壁の東端はや

や窪んで不定形である。調査時には壁の立ち上がり

が全体に不明確であった。四隅は角張っていた。規

模は、長軸2.45m、短軸2.15mである。

面積 4.53面 鼈方位 N-102°-E

床面遺構確認面から20cm掘り込んで床面とな

る。床面は平坦で中央部を中心にして硬化していた。

鼈 東壁のほぼ中央に鼈が付設されていた。住

居壁より内側に竃袖が張り出す形態の竃で、右側は

18cm、左側は20cmほどの袖の基部が残存していた。

焚口幅は20cmである。燃焼部の壁はあまり焼けてい

ない。焼土の残存も少なかった。煙道部は壁から外

へ61cm突出していた。燃焼部はほぼ平らで、煙道部

に緩やかに傾斜していた。燃焼部左壁上方に円礫が

1個出土しているが、竃の構築に関係した遺物かど

うかは断定できなかった。

＼ ニ ゜
I 4 10cm 

亨泣

I喜
I畠

＼ 
EPA ¥1 EPA' 

1536 

I星
I筐 ； 9 ° 

EPA EPA' 

L =96 7m  

゜
I : 80 4m 

第43図 l区54号住居と出土遺物
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遺 物 70点あまりの遺物が出土している。埋没土

中の出土遺物が大半である。図示した須恵器杯形土

器（1536)も南東部の床面直上で出上した。

（遺物観察表： 10頁）

所見 出土遺物から、 9世紀後葉の住居と考えら

れる。

I区 56号住居

位置Ja -l1グリッド 写真 PL17 

重 複 57号住居の南東部を切っている。

形状長軸を南北方向にする長方形を呈する。周

壁はほぼ直線的に掘られているが、四隅は丸い。鼈

左脇の張り出し部は住居に伴わないと考えられる。

規模は長軸4.14m、短軸3.08mである。

面積 10.62m' 鼈方位 N-94°-E 

埋没土 軽石粒・焼土粒・炭化物粒を含む暗褐色土。

床面遺構確認面から20cm掘り込んで床面とな

る。床面はほぼ平坦である。

鼈 東壁中央よりやや南側に竃が付設されてい

た。住居壁より内側に竃袖が張り出さない形態の竃

で、焚口幅は45cmである。燃焼部の壁は上部に焼土

化した部分が残っているが、全体にはあまり焼けて

いない。燃焼部および煙道部は壁から外へ65cm突出

していた。燃焼部はほぽ平らで、煙道部に斜め上方

に傾斜していた。燃焼部には土師器甕形土器の破片

が出土した。

貯蔵穴 南東隅に長径0.69m、短径0.40m、深さ0.

21mの楕円形の貯蔵穴が検出された。

遺 物 590点あまりの遺物が出土している。そのほ

とんどは埋没土中の出土遺物である。竃周辺は土師

器甕形土器の破片がまとまって出土したが、図示で

きなかった。床面近くの遺物は壁沿いに出土してい

る。因示した土師器甕形土器（1537)は北壁沿いに出

上した。また、南東隅で砥石(S159)が出土した。

（遺物観察表： 10頁）

所 見 出土遺物から、 9世紀後葉の住居と考えら

れる。



2. l • 2区の遺構
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1. 暗褐色土 軽石・小礫を多醤に含む。焼土粒を含む。

EPA' 非常にしまり強い。

2.暗褐色土 軽石 ・焼土粒を少量含み、しまり弱い。

3.暗褐色土 軽石 ・焼土粒を少醤含み、しまり弱く 、

ややフカフカしている。

4.暗褐色土 56号住居貼床。 軽石・焼土粒をわずかに

含む。

5~7. 1区57号住居埋没土

8 • 9. 1区58号住居埋没土

゜
1 : 80 4 cm 
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第 3章 歴史時代後半期の遺構と逍物

I 区 59号住居

位置Ja•b-7 · 8 グリッド写真 P Ll8 

重 複 69号住居の東部を切っている。

形状 短軸を南北方向にする長方形を呈するが、

正方形に近い平面形である。周壁はほぼ直線的に掘

られている。四隅は丸い。規模は長軸4.33m、短軸

4.03mである。

面積 14.24m' 鼈方位 N-87'-E  

埋没土 軽石粒と焼土粒 ・炭化物粒を含む黒褐色土

で埋まっていた。

床面 遺構確認面から32cm掘り込んで床面 とな

る。床面はほぽ平坦であるが、竃右側は床面が明確

にとらえられなかった。

鼈 東壁中央よりやや南側に竃が付設されてい

た。住居壁より内側に鼈袖が張り出す形態の竃で、

右側は60cm、左側は60cmほどの袖の基部が残存して
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1.灰褐色土焼土粒と多址の白色軽石を含む。

2.黒色土 白色軽石をあまり含まない。焼土粒を含む。

3.茶褐色土 大粒の白色軽石 ・焼土粒を多く含む。

4.茶褐色土 3層より央雑物が少ない。

5.黒褐色土 少鼠の白色軽石と多くの焼土粒・炭化物粒を含む。

6.灰褐色土焼土粒・黄褐色土粒を多く含む。

7.灰褐色土 6層より灰雑物が少ない。

8.貼床

EPC EPC' 

I : 80 4m 
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2. 1 • 2区の遺構

こ~49
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゜
1 : 4 10cm 

第46図 I区59号住居出土遺物

いた。焚口幅は65cmである。燃焼部の壁の遺存状態

はあまり良くなかったが、燃焼部上部は住居壁部分

に固く焼土化した部分が良く残っていた。煙道部は

壁から外へ40cm突出していた。燃焼部はほぽ平らで、

煙道部は斜め上方に立ち上がっていた。焚口部には

土師器甕形土器の破片が散らばっていた。

周 溝竃右脇を除く四周の壁沿いに幅12cm、深さ

4~10cmほどの周溝が検出された。

柱 穴 主柱穴は検出されなかったが、南東隅に小

ピットが検出された。小ピットの規模（短径x長径X

深さ）は、 P1 : 27X32X40cmである。p1の周辺部

は、床面が明確でなく、調査時には貯蔵穴のように

窪んだ状態になった。

貯蔵穴 前述のように竃右脇に窪みがあるが、貯蔵

穴とは断定できなかった。また、住居南西隅に直径

0.7m、深さ0.4mの円形の土坑が検出されたが、こ

れも貯蔵穴とは断定できなかった。

遺 物 580点あまりの遺物が出土している。そのほ

とんどは埋没土中の出土遺物である。床面に近い遺

物は竃周辺と北壁・南壁の周溝上に出土している。

竃周辺では、土師器甕形土器(1546• 154 7 • 1548)が

床面直上で出土している。また、南壁周溝上から土

師器杯形土器（1549)が落ち込んだ状態で出土した。

（遺物観察表：i0.11頁）

所見 出土遺物から、 9世紀後葉の住居と考える。

I区 62号住居

位置 I t -7. J a 7グリッド

写真 PL18 

重 複 63号住居の南東隅を切っている。

形状長軸を南北方向にする長方形を呈する。周

壁はほぽ直線的に掘られている。四隅はやや丸い。

規模は長軸3.8m、短軸2.9mである。

面積 9.90面 鼈方位 N-77° E 

埋没土 軽石粒・焼土粒を含む褐色土・黒色上で埋

まっていた。

床面遺構確認面から38cm掘り込んで床面とな

る。床面は平坦で、中央部が硬化していた。

鼈 東壁中央よりやや南側に竃が付設されてい

た。住居壁より内側に短い鼈袖が張り出す形態の鼈

で、右側は17cm、左側は19cmほどの袖の基部が残存

していた。焚口幅は53cmである。燃焼部の壁は焼け

て焼上化していた。煙道部は壁から外へ61cm突出し

ていた。燃焼部はほぽ平らで、煙道部は斜め上方に

立ち上がっていた。燃焼部には出土遺物はない。

周溝検出されなかった。

柱 穴 2本の主柱穴が検出された。各主柱穴の規

模（短径x長径x深さ）は、 P1 : 24 X 28 X 14cm、P

2 : 20 x 29 x 9 cmである。主柱穴のうちp1は住居

対角線上にのるが、 P2は対角線から少し東へずれ

ているので、主柱穴を結んだ線は西壁に平行しない。
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第 3章 歴史時代後半期の遺構と辿物

東壁沿いの柱穴は検出されなかった。

貯蔵穴 南東隅に直径0.45m、深さ0.18mの円形の

貯蔵穴が検出された。西側の縁には遺物が集中して

出土した。

遺 物 310点あまりの遺物が出土している。ほとん

どは埋没土中の出土遺物である。床面近くの遺物は、

住居南東部、貯蔵穴の西縁に集中して出土した。こ

こ 275

1280 □□ o:□ 
゜

1 : 4 10cm 

ここニニ

こでは杯形土器がまとまっている。須恵器杯形土器

(1280)は貯蔵穴の前の床面直上で出土した。土師器

杯形土器（1275• 1276 • 1277 • 1278)は南壁際で重な

るように出土した。また、埋没土中から石製紡錘車

(S 130)が出土している。（遺物観察表 ：11頁）

所見 出土遺物から、 9世紀中葉の住居と考えら

れる。
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1.赤褐色土 白色軽石 ・多くの焼土粒を含む。しまりあり。

2.赤褐色土 1層に黄褐色土粒が混じる。

3.黒色土 白色軽石をあまり含まない。焼土粒が混じる。

4. 黄褐色土塊を多く含む 2層。

5~7. 1区63号住居埋没土

。
I : 80 4m 

第47図 l区62号住居と出土遺物
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I区 67号住居

位置Je -3グリッド 写真 PL19 

重 複 66号住居南西隅を切っている。 73号住居を

切っている。重複する66号住居は 7世紀代の住居で

あり本住居に先行するが、調査時に新旧関係を誤認

し、本住居より先に66号住居を完掘してしまった。

したがって、本住居北壁から東壁の北半分を記録す

ることができなかった。

形 状長軸を南北方向にする長方形を呈する。周

壁は東西壁の一部しかとらえられなかったが、ほぽ

直線的に掘られている。四隅は比較的丸い。規模は

長軸推定4.15m、短軸推定3.25mである。

面積 測定不可 鼈方位 N 102° E 

埋没土 少量の軽石粒と焼土粒 ・炭化物粒を含む茶

褐色土で埋まっていた。

床面遺構確認面か ら15cm掘り込んで床面とな

る。顕著な硬化面は確認できなかった。

鼈 東壁中央より南側に鼈が付設されていた。

住居壁より内側に鼈袖が張り出さない形態の鼈で、

2. 1 • 2区の遺構

焚口幅は40cmである。燃焼部の壁はあまり焼けてい

なかった。壁際には礫が残されており、鼈構築材の

可能性が高い。煙道部は壁から外へ53cm突出してい

た。燃焼部はほぽ平ら。煙道部は 2段に立ち上がる。

周溝 検出されなかった。

柱 穴 主柱穴は検出されなかったが、住居中央部

の土坑内に 1本の小ピットが検出された。ピットの

規模（短径x長径x深さ）は、 P1 : 22 X28X床面か

ら40cmである。土坑の性格は不明であり 、このピッ

トが柱穴かどうかは断定できない。

貯蔵穴 南東隅に長径0.4m、短径0.35m、深さ0.21

mの楕円形の貯蔵穴が検出された。

遺 物 350点あまりの遺物が出土している。ほとん

ど埋没土中の出土遺物である。図示した遺物のうち、

土師器甕形土器(1550)は鼈燃焼部から、 1551は貯蔵

穴内から出土した。砥石(S161)は埋没土中から出土

した。（遺物観察表： 11• 12頁）

所見 出土遺物から、10世紀前半の住居と考えら

れる。
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第49図 I区67号住居出土遺物

I 区 73号住居

位置Je-3グリッド 写真 PL19 

重複北部を67号住居に切られている。

形状 竃とその周辺しか確認できなかった。

面積測定不可 鼈方位 N-84°-E

床 面床面は竃周辺の灰や焼土部分のみ検出。

鼈 東壁に竃が付設されていたが、位置は明確

にできなかった。住居壁より内側に鼈袖が張り出さ

ない形態の竃で、焚口幅は20cmである。燃焼部の壁

は焼けて焼土化していた。煙道部は壁から外へ80cm

突出していた。燃焼部はほぼ平らで、煙道部に緩や

かに傾斜していた。

周溝柱穴貯蔵穴検出されなかった。

遺物鼈周辺に20点あまりの遺物が出土してい

る。

土師器甕形土器（1567)は住居南東隅で、須恵器高台

54 

付椀形土器（1555)は埋没土中から出土した。

（遺物観察表： 12頁）

所見 出土遺物から、 9世紀後葉の住居と考える。

こ

。
I : 4 10cm 

第50図 l区73号住居出土遺物



I区 74号住居

位置Ji 6. 7グリッド 写真 PL20 

形 状長軸を南北方向にする台形を呈する。周壁

はほぼ直線的に掘られている。四隅は丸い。規模は

短軸2.Sm、東壁長3.4m、西壁長2.7mである。

面積 7.65吋 鼈方位 N-88°-E

床 面 遺構確認面から37cm掘り込んで床面となる。

鼈 東壁中央よりやや南側に鼈が付設されてい

た。住居壁より内側に竃袖が張り出さない形態の竃

で、焚口幅は52cmである。燃焼部の壁は顕著に焼け

ていない。燃焼部および煙道部は壁から外へ42cm突

出していた。燃焼部はほぼ平らで、煙道部に緩やか

に傾斜し、東端で立ち上がる。

周溝検出されなかった。

2. 1 • 2区の遺構

柱穴検出されなかった。

貯蔵穴 南東隅に長径0.44m、短径0.36m、深さ0.

41mの楕円形の貯蔵穴が検出された。

遺 物 180点あまりの遺物が出土している。ほとん

ど埋没土中の出土遺物であるが、北西隅および南壁

沿いに床面近くの遺物が出土している。北西隅の遺

物は須恵器杯形土器（1558)と黒色土器椀形土器

(1559)で、 1559には墨書「平」 がみられる。南西隅

には土師器杯形土器(1557)と、土師器甕形土器

(1556)が出土した。また貯蔵穴北には土師器甕形土

器が床面直上で出土したが、口縁部や底部が欠損し

ており、図化しなかった。（遺物観察表： 12頁）

所見出土遺物から、 9世紀中葉の住居と考えら

れる。
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第 3章 歴史時代後半期の遺構と追物

I区 5 号土坑

位置Ja-19グリッド 写真 PL21 

重複 なし

形 状 東西壁を南北方向にする隅丸正方形を呈す

る。周壁はほぼ直線的に掘られているが、四隅は丸

い。規模は東西2.08m、南北2.00mである。

面積 3.14面 東壁方位N-1"-E 

底面遺構確認面から 8cmほど掘り込んで底面と

なる。底面はほぽ平坦であるが、北・ 西 ・南壁沿い

には直径26~40cmほどの小ピッ トが掘られている。

遺 物 40点あまりの遺物が出土している。底面近

くの遺物は、南壁沿いのピット脇に須恵器杯形土器

(1560 • 1561)と、 図示できなかったが土師器甕形土

器の破片が出土している。（遺物観察表： 12頁）

所見 出土遺物か ら、9世紀後葉の土坑と考えら

れる。
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I区 39号土坑

位 置 Ii-10・11グリッド 写真 PL21 

形状 長軸を南北方向にする隅丸長方形を呈す

る。周壁はほぽ直線的に掘られているが東西壁の中

央はややへこんでいる。四隅は丸く掘られている。

規模は長軸2.87m、短軸2.33mである。

面積 5.71吋 東壁方位 N-10°-E

埋没土 軽石粒 ・炭化物粒 ・焼土粒をわずかに含む

黒褐色土で埋まっていた。 底面 遺構確認面か

ら6~8cm掘り込んで床面となる。

遺 物 35点あまりの遺物が出土しているが、底面

に近い遺物はない。図示した土師器杯形土器(1568)

は埋没土中から出土した。（遺物観察表 ：12頁）

所見 出土遺物から、 10世紀前半の土坑と考えら

れる。
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2. 1 • 2区の遺構

I区ID号土坑 （井戸）

位 置 L t ~4 • 5 グリッド 写 真 PL21 

重 複なし

形状直径2.lmの円形を呈する。断面形は確認面

からO.Smの所から上部が逆ハの字に開く筒形であ

る。確認面から1.5mまで掘り下げたが、湧水が著し

＜底面を確認することができなかったので、深さは

不明である。筒形になっている部分はややえぐれた

ようになっている。ハの字に開いた部分には礫が数

個出土したが、井戸の構築にかかわるものかどうか

は判断できなかった。

遺 物 35点の遺物が出土している。いずれも埋没

土中の遺物である。土師器杯形土器の破片が多かっ

□ ロ
、：三1:64

、こ／

1563 

たが、いずれも小破片で図示できなかった。図示し

たのは須恵器杯形土器(1562)・須恵器高台付椀形土

器(1563• 1564)で、 1564には底部内面に井桁状の刻

線が入っている。（遺物観察表 ：12頁）

所 見 埋没土中からの遺物であるが、時期的にま

とまっていることから、 9世紀後葉の井戸と考えた

い。しかし、調査できたのは井戸の上層部分であり、

厳密には井戸の時期は断定できない。

I 区 51号土坑

位 置 Ja-10グリッド 写真 P L21 

重 複なし

形状 直径0.92mの円形を星する。断面形は直径

。
l : 4 10cm 

0.6m前後の筒状で、確認面から0.3mまで掘り 下げ

たが、狭くなったために掘り下げることが困難で

あった。したがって底面を確認することができな

かったので、深さは不明である。

遺 物 27点の土器破片が出土した。ほとんどが土

師器杯形土器 ・甕形土器の小破片であり、図示する

ことはできなかった。

所見 埋没土の出土遺物の時期は 9世紀であっ

た。しかし、調査できたのは井戸の上層部分である

のでこれらの土器から井戸の時期を断定することは

厳密にはできない。歴史時代の遺構として参考とし

て掲載した。
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第 3章 歴史時代後半期の遺構と遺物

2区 2号住居

位置 Ib•C-5•6 グリッド写真 P L22 

重 複 3号住居を切っている。南壁を女堀に切ら

れている。

形状長軸を南北方向にする長方形を呈する。周

壁はほぼ直線的に掘られているが、北壁は乱れてい

る。四隅は丸い。規模は短軸3.30m、長軸は4.3m以

上である。

面積測定不可 北壁方位 N-68°- E  

床面遺構確認面から26cm掘り込んで床面とな

る。床面の北半分は平坦であるが、南半部は女堀側

に下がっている。北東隅に段が検出されたが、掘り

残しの可能性がある。

鼈 東壁に鼈が付設されていたが、壁のどの部

分に竃があるかは不明である。住居壁より内側に竃

袖が張り出さない形態の竃で、焚口幅は45cmである。

焚口部の両側に礫が立てられていた。燃焼部の壁は

焼けて焼土化していた。燃焼部および煙道部は壁か

ら外へ65cm突出していた。燃焼部はほぼ平らで、煙

道部に緩やかに傾斜していた。燃焼部のほぼ中央に

も礫が立っており、支脚と考えられる。燃焼部には、

土師器甕形土器の破片が多く出土した。

周溝柱穴検出されなかった。

貯蔵穴 残存していた範囲には検出されなかった。

遺 物 65点あまりの遺物が出土している。ほとん

ど埋没土中からの出土遺物である。図示したのは鼈

周辺から出土した遺物で、土師器甕形土器(1570)• 

須恵器高台付椀形土器(1572)は竃燃焼部から、土師

器甕形土器（1571)は竃左壁際で出土した。

（遺物観察表： 13頁）

所 見 出土遺物から、 10世紀後半の住居と考えら

れる。
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2 区 5 号住居

位置 Ia -8グリッド 写真 PL22 

重 複 7号住居の西隅を切っている。

形状 長軸を南北方向にする長方形を呈する。周

壁は直線的に掘られている。四隅は角張っている。

規模は長軸3.72m、短軸3.18mである。

面積 9.56m' 鼈方位 N-88'-E 

埋没土 軽石粒・焼土粒を含む黒褐色土で埋まる。

床面遺構確認面から49cm掘り込んで床面とな

る。床面はほぼ平坦であるが、中央部は凹凸が著し

い。床下に土坑があるためとみられるが、この土坑

が住居に伴うかどうかは断定できなかった。

鼈 東壁中央より南側に竃が付設されていた。

住居壁より内側に鼈袖が張り出す形態の鼈で、右側

は31cm、左側は18cmほどの袖の基部が残存していた。

左袖には礫が残っていた。焚口幅は66cmである。燃

焼部は、先行する 7号住居の柱穴上につくられてい

EPA EPA' 

EPB EPB' 

EPC EPC' 

SPA 

SPA SPA' 

2. 1 • 2区の遺構

るため、竃壁の顕著な焼土化は認められなかった。

煙道部は壁から外へ56cm突出していた。燃焼部から

煙道部へは一段あり、煙道部は緩やかに傾斜してい

た。燃焼部中央には支脚の礫が立てられていた。

周溝検出されなかった。

柱 穴 4本の小ピットが検出されたが、いずれも

相互に関係がなく、主柱穴とは考えにくい。それぞ

れの規模（短径x長径x深さ）は、 P1 : 62 X 66X 9 

c/n、 P2 : 56 x 62 x 3 cm、 P3 : 36 x 40 X 17cm、 P

4 : 22 x 32 x 15cmである。

貯蔵穴検出されなかった。

遺 物 75点あまりの遺物が出上している。竃周辺

で遺物が出土しているが、これらは図示できなかっ

た。図示したのは、埋没土中の出土遺物である。

（遺物観察表： 13頁）

所見出土遺物から、 9世紀中葉の住居と考えら

れる。
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2.黒褐色土 軽石 ・軽石粒を含む。白色軽石をわずかに含む。

地山塊がやや多い。

L=98.lm 3.黒褐色土 軽石 ・粒ともに少なく、地山との混じり。

4.黒褐色土 2層に類するが、焼土粒が入る。

1 : 80 4m 
5.黒褐色土 軽石 ・軽石粒 ・小石が多い。

6.黒褐色土 5層に類するが、軽石 ・粒ともに少ない。
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第 3章 歴史時代後半期の追構と逍物
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2区 8号住居

位置 H t •S-6•7 グリッド写真 P L23 

重 複 10号住居の西壁を切っている。

形状長軸を南北方向にする長方形を呈するが、

やや西壁が短く、台形に近い形状である。周壁はほ

ぽ直線的に掘られている。四隅はピットが掘られて

いる三隅は角張っているが、ピットがずれている南

東隅は丸い。規模は短軸3.70m、東壁長5.20m、西

壁長4.40mである。

面積 16.58m2 鼈方位 N-95°-E 

埋没土 軽石粒・焼土粒・黄褐色土粒を含む黒褐色

2. 1 • 2区の遺構

土で埋まっていた。

床面遺構確認面か ら32cm掘り込んで床面とな

る。床面はほぼ平坦で、鼈前を中心に硬化していた。

住居南壁沿いには40~72cmの幅で 3~8cmほど高く

なっている部分があった。その一段高い面には、 2

基の土坑が両端に掘られていた。

鼈 東壁中央より南側に鼈が付設されていた。

住居壁より内側に少し竃袖が張り出す形態の竃で、

右側は35cm、左側は15cmほどの袖の基部が残存して

いた。焚口幅は45cmである。燃焼部の壁はあまり顕

著な焼土化はない。燃焼部および煙道部は壁から外
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4.黒色土 やや大粒の軽石（白色軽石？）・焼土粒・炭化物粒を
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第 3章 歴史時代後半期の遺構と遺物

へ47cm突出していた。燃焼部はほぼ平らで、煙道部

は上方に立ち上がっていた。燃焼部には土師器甕形

土器などが破片で出土したのみである。

周溝検出されなかった。

柱 穴 4本の小ピットが四隅に検出された。これ

らが主柱穴と考えられる。各主柱穴の規模（短径X長

径x深さ）は、 P1 : 32 X 35 X 33cm、P2 : 30X33X 

23cm、P3 : 35 x 40 x 25cm、P4 : 35 x 40 x 47cmで

ある。主柱穴のうち P2・P3・P4はそれぞれ住

居の角に掘られているが、 p1は西側へ少しずれて

おり、南壁沿いに1.2m西へ行ったところに掘られて

いる。後述する貯蔵穴をよけた位置にあたると考え

られる。各主柱穴を結んだ形は台形を呈する。

貯蔵穴 一段高くなった南壁沿いの床面の両端に上

坑が 2基検出された。規模は東側が長径1.02m、短

径0.90m、深さ0.19m、西側が長径0.85m、短径0.

75m、深さ0.09mである。いずれの土坑もやや形が

不定形で、断面形もすり鉢状である。これらの用途

がなにであるかは調査では明らかにできなかった。

貯蔵穴と断定しがたいが、掘られている位置や一段

高い床面との関連から本住居の施設と考えたい。

遺 物 150点あまりの遺物が出土した。ほとんどが

埋没土中の出土遺物である。床面近くの遺物は壁沿

いに出土している。図示した緑釉陶器の皿形土器

(1577)は東壁際床面直上で出土した。灰釉陶器椀形

土器(1575)や酸化焔焼成の須恵器椀形土器(1576)は

南壁沿いの一段高い床面直上で出土した。また、敲

石(S169)・磨石(S170)はそれぞれ東壁・北壁際の

床面直上で出土した。敲石(S171)は埋没土中から出

土した。 （遺物観察表 ：13頁）

所見 出土遺物から、 10世紀後半の住居と考えら

れる。
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2 区 9号住居

位置 H t -7•8 グリッド 写真 PL24 

重 複 10号・ 11号住居を切っている。竃右側を方

形の土坑で切られている。

形 状東西壁をほぽ南北方向にする正方形を呈す

る。周壁は直線的に掘られている。四隅は角張って

いる。規模は長軸3.27m、短軸3.14mである。

面 積 8.55吋 鼈方位 N-90°-E

埋没土 軽石粒・焼土粒・炭化物粒・黄褐色土粒を

含む黒褐色土で埋まっていた。

床 面遺構確認面から44cm掘り込んで床面となる。

鼈 東壁中央より南側に鼈が付設されていた。

住居壁より内側に竃袖が張り出さない形態の鼈で、

焚口幅は60cmである。燃焼部の壁は左側は良く焼け

で焼七化していた。一部に構築材と考えられる角礫

2. 1 • 2区の遺構

が残っていた。右側は方形土坑に切られており残っ

ていない。燃焼部および煙道部は壁から外へ80cm突

出していた。燃焼部はほぼ平らで、壁から外に50cm

ほどのところで立ち上がり、煙道部に傾斜していた。

煙道部には須恵器椀形土器(1581)が出土している。

周 溝東壁の竃の周辺を除く四壁に幅20~24cm、

深さ 2~4cmの周溝が検出された。

柱穴貯蔵穴検出されなかった。

遺 物 llO点あまりの遺物が出土している。床面に

近い遺物は、竃や周溝内から出土した。図示した須

恵器椀形上器（1581)は竃煙道部から出土した。須恵

器杯形土器(1582)は埋没土中から出土した。

（遺物観察表： 14頁）

所見出土遺物から、 10世紀後半の住居と考えら

れる。
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1.黒色土 白色軽石・黄褐色土粒・わずかな焼土粒を含む。

2.黒褐色土 l層に 黄褐色土粒を多く混じる。

3.黒色土 1層に多蜃の焼土粒が混じる。

4.黒褐色土 白色軽石 ・黄褐色土粒 ・わずかな焼土粒を含む。

5.黄褐色土粒を含む。

6.黒色土 白色軽石を多量に含む。

7.黒色土 浅間C軽石を含む。黄褐色土塊の斑状の混土。
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゜
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第 3章 歴史時代後半期の遺構と追物

2 区 13号住居

位置 Ib • c -14グリッド 写真 PL24 

重複 南壁を女堀に切られている。

形状長軸を南北方向にする長方形を呈する。周

壁はほぽ直線的に掘られている。四隅は比較的丸い。

規模は長軸3.96m以上、短軸2.72mである。

面積 推定9.35m' 鼈方位 N-91°-E

床面遺構確認面か ら22cm掘り込んで床面とな

る。床面は一部に後世の撹乱によって乱れていると

ころはあるが、ほぽ平坦で、鼈周辺は硬化していた。

鼈 東壁中央よりやや南側に竃が付設されてい

た。住居壁より内側に少し竃袖が張り出す形態の鼈

で、右側は18cm、左側は12cmほどの袖の基部が残存

していた。焚口幅は48cmである。燃焼部の壁は良く

焼けて焼土化していた。燃焼部および煙道部は壁か

1詈 上 匿

I詞 霞

EPB 

EPA 

L=97.9m 

ら外へ68cm突出していた。燃焼部はやや煙道に向

かって傾斜しており、煙道部も上方になだらかに傾

斜していた。

周 溝竃左側の東壁沿いの一部に、幅12cm、深さ

3~5 cmほどの周溝が検出された。

柱穴 検出されなかった。

貯蔵穴 南壁東端に長径0.94m、短径0.74m、深さ

0.22mの楕円形の土坑が検出された。底面は乱れて

いる。

遺 物 80点あまりの遺物が出土している。ほとん

ど埋没土中の出土遺物で、図示できたのは土師器台

付甕形土器(1586)である。また、貯蔵穴から砥石(S

172)が出土している。（遺物観察表 ：14頁）

所見 出土遺物から、 9世紀後葉の住居と考えら

れる。

i 只□＼
1586 

I 

D S172 

0 1・ 4 10cm 

EPB' 

EPA' 

I : 80 4m 
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2 区 14号住居

位置 H t •Ia -13·14グリッド

写真 PL25 

重 複 32号住居を切っている。

形状長軸を南北方向にする長方形を呈する。周

壁はほぼ直線的に掘られている。四隅は比較的丸い。

規模は長軸4.73m、短軸3.93mである。

面積 14.89吋 鼈方位 N-101°-E

床面遺構確認面から43cm掘り込んで床面とな

る。床面は平坦で、竃から中央部にかけては硬化し

ていた。北東部は床面が検出されない部分があり、

掘り込みが確認されたが、本住居に伴うかどうかは

確定できなかった。

鼈 東壁中央よりやや南側に鼈が付設されてい

た。住居壁より内側に鼈袖が張り出す形態の竃で、

右側は44cm、左側は34cmほどの袖の基部が残存して

いた。焚口幅は90cmである。燃焼部の壁は、向かっ

て左の壁が焼けて焼土化していた。煙道部は壁から

外へlm突出していた。煙道部の壁には板状の石が立

2. 1 • 2区の遺構

てられていた。燃焼部はほぼ平らで、煙道部に緩や

かに傾斜し、煙道部は上方に立ち上がっていた。煙

道端部には土師器甕形上器(1588)がつぶれて出土し

た。燃焼部左脇には棒状礫が縦に埋め込まれており、

支脚と考えられる。

局 溝東壁沿いの竃の両脇と、北壁の中央部を除

いて、壁沿いに幅12~16cm、深さ 4~8cmの周溝を

検出。

柱穴検出されなかった。

貯蔵穴検出されなかった。

遺 物 270点あまりの遺物が出土している。ほとん

どが埋没土中からの出土遺物である。床面近くの遺

物は、竃前に土師器甕形土器（1587)が、住居北西部

壁沿いに須恵器円盤形土器（1589• 1590 • 1591)がま

とまとって床面直上で出土した。砥石（ S173)は北壁

際の床面直上で出土した。

（遺物観察表： 14頁）

所見出上遺物から、 9世紀後葉の住居と考えら

れる。
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第 3章 歴史時代後半期の遺構と遺物
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2 区 15号住居

位置 Ib-15 • 16グリッド 写真 PL26 

重 複南壁を女堀に切られている。

形状南壁を切られているので断定はできない

が、正方形もしくは長軸を南北方向にする長方形を

呈すると推定される。周壁はほぽ直線的に掘られて

いる。四隅は丸い。規模は東西長3.20mである。

面 積測定不可 鼈方位 N-89°-E

床面 遺構確認面か らllcm掘 り込んで床面とな

る。床面は中央部は硬化していたが、周辺部は大小

の掘り込みが顕著である。これらの掘り込みが住居

に伴うかどうかは不明である。

喧 検出されなかった。

2. 1 • 2区の遺構

周溝 検出されなかった。

柱 穴 住居北部に柱穴様の小ピ ットが 2本検出さ

れたが、柱穴とは考えにくい。ピットの規模（短径x

長径x深さ）は、P 1 : 30 X 30 x 26cm、P2 : 34X 

30X 5 cmである。

貯蔵穴 検出されなかった。

遺 物 15点あまりの遺物が出土している。床面近

くの遺物は住居北西部に出土している。図示したの

は灰釉陶器高台付椀形土器(1592・1594)・土師器杯形

土器（1593)・緑釉陶器破片(1595)である。1593は混

入と思われる。（遺物観察表 ：14• 15頁）

所見出土遺物から、 10世紀後半の住居と考えら

れる。
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第3章 歴史時代後半期の遺構と遺物

2 区 16号住居

位置 I b • c -9 • 10グリッド

写真 PL26 

重複南部を女堀に切られている。

形状 方形を呈するが、全体形状は不明である。

北壁はほぼ直線的に掘られている。四隅は丸い。規

模は東西長4.87mである。

面積測定不可 北壁方位 N-91°-E

床面遺構確認面から76cm掘り込んで床面とな

る。他の住居より掘り込みは深い。中央部は硬化。

鼈 周溝検出されなかった。

柱穴柱穴は検出されなかったが、北東隅に小

信 士ョお i ， 

1597・ロ巳

1597 

ロニ_x_ 1598 

ょコご

尺 99

> i 
l l 

EPA 

Ml3 

EPA' 
゜

I • 2 5 cm 

゜
1. 4 10cm 

ピットが検出された。規模（短径 X長径X深さ）は、

P 1 : 45 X 50 X 12cmである。

貯蔵穴 北西隅に長径1.32m、短径1.25m、深さ0.

38mの楕円形の貯蔵穴が検出された。

遺 物 30点あまりの遺物が出土している。埋没土

中の出土遺物が多いが、図示した土師器杯形土器

(1597)や須恵器甕形土器破片(1596)は床面から数cm

上で出土した。土師器杯形土器(1598• 1599)や鉄製

刀子(M13)は埋没土中から出土した。

（遺物観察表 ：15頁）

所 見 出土遺物から、 9世紀後葉の住居と考えら

れる。
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2 区 18号住居

位置 Ic -18グリッド 写真 PL26 

重 複 南 壁 を 女 堀に切られている。

形状 方形を呈すると考えられるが、全体形状は

不明である。周壁はほぼ直線的に掘られている。四

隅は比較的角張る。規模は東西長2.72mである。

面積測定不可 北壁方位 N-89°-E

床面遺構確認面か ら22cm掘り込んで床面とな

る。床面は凹凸が著しい。調査では床面を確認でき

ずに床面下まで掘り込んだ可能性もある。竃前に検

出された土坑も床下土坑の可能性があるが、住居に

伴う確証は得られなかった。土坑の規模は長軸0.70

m、短軸0.68m、深さ0.22mである。

2. 1 • 2区の遺構

鼈 東壁に竃が付設されていたが、南半分を切

られているために全体形状は不明である。鼈左側は

住居壁より内側に20cmほど鼈袖の基部が残ってお

り、その端部には円礫が 1個立てられていた。燃焼

部はほとんど残存していなかった。

周溝柱穴検出されなかった。

貯蔵穴検出されなかっ た。

遺 物 15点あまりの遺物が出土している。ほとん

ど埋没土中の出土遺物である。図示した土師器甕形

土器（1600)や砥石（S176)も埋没土中か ら出土した。

（遺物観察表： 15頁）

所 見出土遺物か ら、 9世紀後葉の住居と考えら

れる。
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第 3章 歴史時代後半期の遺構と遺物

2区 21号住居

位置 Lb•C-0•1 グリ ッド 写真 P L26 

重複東壁が22号住居と接しているが、本住居の

方が新しい。南東隅を女堀に切られている。

形 状長軸を南北方向にする長方形を呈すると推

定される。周壁はほぽ直線的に掘られている。四隅

は丸い。規模は西壁長4.58m、短軸4.25mである。

面積 15.64m' 鼈方位 N-100°-E

床面遺構確認面か ら62cm掘り 込んで床面とな

る。床面は平坦で、中央部は硬化していた。

鼈 東壁中央よりやや南側に竃が付設されてい

た。住居壁より内側に竃袖が張り出す形態の竃で、

左側に30cmほどの袖基部が残存していた。焚口幅は

55cmである。燃焼部の壁は焼けて焼土化していた。

煙道部は壁から外へ75cm突出していた。燃焼部はほ

ぽ平らで、煙道部は斜め上方に立ちあがっていた。

周溝検出されなかった。

柱穴検出されなかった。

貯蔵穴検出されなかった。

遺 物 210点あまりの遺物が出土しているが、これ

らは埋没土中の出土遺物で、床面近くで出土した遺

物はない。埋没土中の遺物は小破片が多く、図示で

きなかった。

所 見埋没土中の出土遺物からではあるが、時期

がまとまっていることから、 9世紀後葉の住居と考

えられる。
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2 区 25号住居

位置 Lb-3・4グリッド 写真 PL27 

重複なし

形 状長軸を南北方向にする台形を呈する。周壁

はほぼ直線的に掘られている。四隅は丸い。規模は

長軸3.35m、短軸2.75mである。

面 積 7.67面 鼈方位 N-104"-E

床面遺構確認面か ら15cm掘り込んで床面とな

る。竃前を中心に硬化しており、 灰 ・焼土が広がっ

ていた。住居南西部に床面が検出できない部分が

あったが、住居に伴う掘り込みがあるかどうかは不

明である。

鼈 東壁中央よりやや南側に竃が付設されてい

た。住居壁より内側に鼈袖が張り出す形態の竃で、

2. 1 • 2区の遺構

右側は18cm、左側は13cmほどの袖の基部が残存して

いた。焚口幅は55cmである。燃焼部の壁は良く焼け

て焼土化していた。煙道部は壁から外へ80cm突出し

ていた。燃焼部はほぼ平らで、煙道部に緩やかに傾

斜していた。燃焼部には使用面上に土師器甕形土器

の破片が出土している。

周溝柱穴検出されなかった。

貯蔵穴検出されなかった。

遺 物 50点あま りの遺物が出土している。ほ とん

どが埋没土中からの出土遺物である。図示した土師

器甕形土器（1601• 1602)も埋没土中から出土した。

（遺物観察表： 15頁）

所見出土遺物から、 10世紀後半の住居と考えら

れる。
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第 3章 歴史時代後半期の遺構と遺物

2
 

区 27号住居

位

重

形

置

複

状

La•b - 5 · 6 グリッド 写 真 P L27 

30号住居の埋没土を掘り込んでいる。

長軸を南北方向にする長方形を呈する。周

壁はほぽ直線的に掘られている。四隅は丸い。規模

は長軸5.08m、短軸3.30mである。

面 積

埋没土

測定不可 鼈方位 N-104°-E 

多量の軽石 ・焼土粒と、灰白色粘土塊を含

む黒褐色土で埋まっていた。

床 面 遺構確認面から19cm掘り込んで床面とな

る。調査当初、重複する30号住居との先後関係を逆

に考えていたために、本住居の床面の大部分は掘り

すぎてしまった。本住居の床面を確認できたのは、

断面観察部分、竃周辺と30号住居の北側のみである。

竃前の床面には灰が広がっていた。

は22cm、左側は 5cmほどの袖の基部が残存していた。

焚口幅は45cmである。焚口部の左右には円礫が立て

られていた。燃焼部および煙道の壁は焼けて焼土化

していた。煙道部は壁から外へ45cm突出していた。

燃焼部はほぽ平らで、煙道部に緩やかに傾斜してい

た。煙道部端は筒状に立ち上がっていた。燃焼部中

央には円礫が立てられており、支脚と考えられる。

周溝 柱穴 貯蔵穴 検出できなかった。

遺 物 埋没土中の遺物は30号住居の遺物と一緒に

取り上げられており、 480点あまりになっている。本

住居に伴うと断定できる遺物は、竃周辺から出土し

た遺物のみである。鼈周辺の床面直上からは須恵器

杯形土器(1603)・凹み石(S177)が出土している。 ま

た、埋没土中から格子状の線刻文様のある石製紡錘

車の破片(S120)が出土した。（遺物観察表 ：15頁）

鼈 東壁中央より南側に竃が付設されていた。

住居壁より内側に竃袖が張り出す形態の竃で、右側

所 見 出土遺物から、 9世紀後葉の住居と考えら

れる。
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2. 1 • 2区の遺構

2 区 29号住居

位置 La•b -2 グリッド 写真 P L28・29 

重 複 28号住居北半部を切っている。

形 状短軸を南北方向にする長方形を呈する。周

壁はほぼ直線的に掘られている。南東隅は丸く 、北

西・北東隅は角張っていた。南西隅は、 28号住居と

の識別が困難で検出できなかった。規模は長軸4.20

m、短軸4.00mである。

面積測定不可 鼈方位 N-94°-E

埋没土 軽石粒を含む黒褐色土で埋まっていた。

床面遺構確認面から24cm掘 り込んで床面とな

る。床面は鼈周辺がやや高くなっている。

鼈 東壁ほぼ中央に鼈が付設されていた。住居

壁より内側に鼈袖が張り出さない形態の竃で、焚口

幅は35cmである。燃焼部の壁は焼けて、やや焼土化

していた。燃焼部および煙道部は壁から外へ72cm突

出していた。燃焼部はほぽ平らで、煙道部に緩やか

に傾斜していた。燃焼部右半部に円礫の上に伏せら

れた状態で土師器椀形土器（1913)が出土している。

周溝検出されなかった。

柱穴検出されなかった。

貯蔵穴検出されなかった。

遺 物 40点あまりの遺物が出土している。床面近

くの遺物は、住居中央部と前述の鼈に出土している。

黒色土器（1606• 1610)・須恵器杯形土器（1607)・高台

付椀形土器(1609)・灰釉陶器高台付椀形上器(1608)

は中央部床面直上から 8cm上でまとまって出土し

た。土師器甕形土器(1614)・須恵器杯形土器(1615)

は埋没土中の出土遺物である。

（遺物観察表： 16頁）

所見出土遺物から、 10世紀後半の住居と考えら

れる。

73 



第3章 歴史時代後半期の遺構と遺物
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2. 1 • 2区の遺構

2 区 35号住居

位置 IS 11グリッド 写真 PL29 

重複なし

形状長軸を南北方向にする長方形を呈する。周

壁はほぽ直線的に掘られている。四隅は比較的丸い。

規模は長軸2.95m、短軸2.64mである。

面積 6.54吋 鼈方位 N-89°-E

床面遺構確認 面から22cm掘り込んで床面とな

る。床面は平坦で、硬化していた。

鼈 東壁中央よりやや南側に竃が付設されてい

た。住居壁より内側に鼈袖が張り出す形態の竃で、

右側は13cm、左側は13cmほどの袖の基部が残存して

いた。焚口幅は65cmである。燃焼部の壁はあまり焼

上化していなかった。煙道部は壁から外へ64cm突出

しており、端部は焼土化していた。燃焼部はやや窪

み、煙道部は緩やかに傾斜していた。燃焼部および

左袖部には土師器甕形土器の破片がまとまって出土

している。

周溝検出されなかった。

柱穴検出されなかった。

貯蔵穴 竃のすぐ右脇に、長径0.92m、短径0.72m、

深さ0.40mの楕円形の貯蔵穴が検出された。南側に

段があり、底部は円形に掘られている。須恵器甕形

土器の破片が出土している。

遺 物 85点あまりの遺物が出土している。ほとん

ど埋没土中の出土遺物である。図示した土師器甕形

土器のうち、 1616は竃左袖前の床面直上で、 1617は

鼈燃焼部で出土した。（遺物観察表： 16頁）

所見出土遺物から、 9世紀後葉の住居と考えら

れる。
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第 3章 歴史時代後半期の追構と辿物

2区 40号住居

位置 Hq -8.9グリ ッド 写真 PL29 

重 複 49号住居の南東壁を切っている。

形 状長軸を南北方向にする長方形を呈する。周

壁は直線的に掘られている。四隅は丸い。規模は長

軸3.15m、短軸2.67mである。

面 積 6.85m' 鼈方位 N-89'-E 

埋没土 軽石粒 ・焼土粒を含む黒褐色土で埋まる。

床面遺構確認面か ら43cm掘り込んで床面とな

る。床面は平坦で、硬化していた。

鼈 東壁中央よりやや南側に窟が付設されてい

た。住居壁より内側に竃袖が張り出さない形態の鼈

で、焚口幅は30cmである。焚口部の両脇には角礫が

立てられており、著しく焼けていた。燃焼部の壁は

左側が顕著に焼土化しており、右側は剥落したもの

と考えられる。燃焼部および煙道部は壁から外へ80

cm突出していた。燃焼部はやや煙道部に向かって傾

斜し、煙道部は斜め上方に立ち上がっていた。

周 溝鼈の左脇30cm、右脇60cmを除く四周の壁際

に、幅20~24cmの周溝が検出された。やや南壁中央

部は浅くなっていた。

柱穴検出されなかった。

貯蔵穴検出されなかった。

遺 物 130点あまりの遺物が出土している。ほとん

ど埋没土中からの出土遺物である。床面近くからは

敲石(S178 • S 179)が出土した。

（遺物観察表 ：16頁）

所見 埋没土中の出土遺物から、9世紀の住居と

考えられる。
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2. 1 • 2区の遺構

2区 42号住居

位置 HG•r-12•13グリッド 写真 P L30 

重複 なし

形状 長軸を南北方向にする台形を呈する。周壁

はほぼ直線的に掘られている。四隅は丸い。規模は

長軸3.30m、短軸2.50mである。

面積 6.93対 鼈方位 N-9T-E

床面 遺構確認面から19cm掘り込んで床面とな

る。床面は平坦で、硬化していた。

鼈 東壁中央より南側に竃が付設されていた。

住居壁より内側に少し鼈袖が張り出す形態の竃で、

右側は14cm、左側は14cmほどの袖の基部が残存して

いた。焚口幅は48cmである。燃焼部および煙道部の

壁は焼けて焼土化していた。煙道部は壁から外へ62

cm突出していた。燃焼部はほぼ平らで、煙道部へ緩

やかに傾斜していた。

周溝検出されなかった。

柱穴検出されなかった。

貯蔵穴 南東隅に長径0.82m、短径0.64m、深さ0.

2区中央部の住居群の調査

手前は 2区46号住居。向こうは42号～44号住居。

12mの楕円形の貯蔵穴が検出された。底面は平らで

ある。

遺 物 13点の遺物が出土したのみである。床面近

くの遺物はない。図示した須恵器高台付椀形土器

(1620)や土師器杯形土器（1619)は埋没土中の出土遺

物である。（遺物観察表： 16頁）

所見出土遺物から、 9世紀中葉の住居と考えら

れる。
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第 3章 歴史時代後半期の遺構と遺物

2 区 43号住居

位置 Hq 12グリッド 写真 PL30 

形 状 わずかな長軸を南北方向にする長方形を呈

する。周壁はほぽ直線的に掘られている。四隅は角

張っている。規模は長軸2.62m、短軸2.57mである。

面積 5.58面 鼈方位 N-98°-E

床 面遺構確認面から26cm掘り込んで床面となる。

床面は平坦で、竃周辺を中心にして硬化していた。

鼈 東壁の最も南側に鼈が付設されていた。住

居壁より内側に鼈袖が張り出さない形態の竃で、焚

口幅は33cmである。燃焼部の壁はあまり焼土化して

いなかったが、煙道端部は顕著に焼土化していた。

燃焼部および煙道部は壁から外へ40cm突出してい

冒 ／匂Hg-¥m 3 
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＾ 1624 
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た。燃焼部はほぼ平らで、煙道部へ緩やかに傾斜し

ていた。燃焼部には土師器甕形土器の破片が多く出

土している。

周溝検出されなかった。

柱穴検出されなかった。

貯蔵穴 検出されなかった。

遺 物 120点あまりの遺物が出土している。ほとん

ど埋没土中の破片遺物である。図示した土師器甕形

土器（1621)は鼈燃焼部埋没土中から、土師器台付甕

形土器（1622• 1623)は竃前から出土した。

（遺物観察表： 16• 17頁）

所見 出土遺物から、 9世紀中葉の住居と考えら

れる。
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2 区 44号住居

位置 IP. q —14グリッド 写真 PL30 

重複なし

形状長軸を南北方向にする長方形を呈する。周

壁はほぼ直線的に掘られているが、四隅は他の住居

に比して丸い。規模は長軸3.23m、短軸2.71mであ

る。

面積 6.98面 鼈方位 N-106°-E

床面遺構確認面か ら30cm掘り込んで床面とな

る。床面は平坦で、硬化していた。

鼈 東壁中央より南側に竃が付設されていた。

住居壁より内側に鼈袖が少し張り出す形態の竃で、

右側は 8cm、左側は20cmほどの袖の基部が残存して

いた。焚口幅は63cmである。左袖の焚口部には角礫

I履 眉

宣／ 三＼

2. 1 • 2区の遺構

が立てられていた。燃焼部の壁は焼けて著しく焼土

化していた。煙道部は壁から外へ110cm突出してい

た。燃焼部はほぼ平らで、煙道部へ緩やかに傾斜し

ていた。燃焼部には土師器甕形土器の破片がまと

まって出土している。

周溝検出されなかった。

柱穴検出されなかった。

貯蔵穴検出されなかった。

遺 物 50点あまりの遺物が出土している。ほとん

ど埋没土中からの出土遺物である。床面に近い遺物

は鼈に集中していた。図示した須恵器皿形土器

(1626)も鼈内から出土した。（遺物観察表： 17頁）

所見出土遺物から、 9世紀後葉の住居と考えら

れる。
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第 3章 歴史時代後半期の追構と辿物

2
 

区 46号住居 床 面 遺構確認面から41cm掘り込んで床面とな

位

写

重

置

真

複

I q -9 • 10グリッド

P L30 • 31 

41号住居の南東隅を切っている。 60号住居

の北西部を切っている。

形 状 長軸を南北方向にする長方形を呈する。周

壁はほぽ直線的に掘られている。四隅は比較的丸い。

規模は長軸4.00m、短軸3.65mである。

面 積 11. 36m' 鼈方位

埋没土

N-99°-E 

軽石粒 ・焼土粒 ・黄褐色土粒を含む黒色土

る。床面は中央部がやや窪んで小さな凹凸がみられ

たが、硬化していた。

鼈 東壁中央より南側に窟が付設されていた。

で埋まっていた。

住居壁より 内側に鼈袖が張り出す形態の鼈で、右側

は40cm、左側は52cmほどの袖の基部が残存していた。

鼈袖は角礫を芯にして粘土でつくられていたが、天

井部までは残存していなかった。焚口幅は60cmであ

る。燃焼部の壁にも粘土が貼られており 、焼けて焼

土化していた。崩落した粘土塊が竃前に散乱してい

た。煙道部は壁から外へ24cm突出していた。燃焼部
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浅間C軽石を多く 含む。焼土粒・黄褐色土粒混じり。

1層より浅間C軽石の少ない焼土粒 ・黄褐色土粒混

じり。

3.灰褐色土 浅間C軽石 ・焼土粒 ・黄褐色土粒を少祉含む。

4.灰褐色土 黄灰色粘質土塊を少品含む。

5.黄灰色粘土塊（カマド崩落土）

6.黒色土 焼土粒 ・黄褐色土小塊を含む。（貼床）

7.黒色砂質土 浅間C軽石を多録に含む。

8.浅間C軽石。純層。

9.黒褐色土 炭化物粒 ・黄褐色土粒を含む。やや粘質土。

1. 黒色土

2.黒色土
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2. 1 • 2区の遺構

はほぽ平らで、煙道端部は上方に立ち上がっていた。

鼈周辺には土器が集中して出土している。

周溝検出されなかった。

柱穴検出されなかった。

貯蔵穴 検出されなかった。

遺 物 540点あまりの遺物が出土しているが、ほと

んど埋没土中からの出土遺物である。床面近くの遺

物はほとんど図示することができた。竃燃焼部から

は土師器甕形土器（1630)が、鼈の周辺からは土師器

甕形土器（1629)・須恵器椀形土器（1632・1633・1634・

1635)が出土した。灰釉陶器破片(1636)も鼈近くから

出土している。また、須恵器杯形土器（1628)・椀形

土器(1631)はそれぞれ北壁 ・西壁際の床面直上で出

土している。（遺物観察表： 17頁）

所見出土遺物か ら、10世紀後半の住居と考えら

れる。
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第 3章 歴史時代後半期の遺構と遺物

2 区 51 号住居

位置 Ho • P -19 • Ko・ P -0グリッド

写真 PL31 

形 状 長軸を南北方向にする長方形を呈する。周

壁はほぽ直線的に掘られている。 四隅は西の二隅は

丸く、東の二隅は角張っている。規模は長軸4.02m、

短軸3.40mである。

面積 11.10m2 鼈方位 N-99°-E

埋没土 軽石粒 ・焼土粒 ・黄褐色土粒を含む黒褐色

土で埋まっていた。

床 面遺構確認面から20cm掘り込んで床面となる。

鼈 東壁中央より 南側に鼈が付設されていた。

住居壁より 内側に鼈袖が張り出す形態の竃で、右側

は11cm、左側は10cmほどの袖の基部が残存していた。

焚口幅は60cmである。燃焼部の壁の残存状況は悪く、

剥落したものと考え られる。鼈使用面の検出は困難

であった。燃焼部には土師器甕形土器の破片が散乱

していた。

周 溝西壁際のみに、幅12~15cmの周溝が検出さ

れた。

柱 穴 主柱穴は検出されなかったが、鼈西側の住

居中央部に長軸0.6mほどの楕円形の掘 り込みが検

出された。深さは未計測で、 詳細は不明である。

貯蔵穴 南東隅に長径0.92m、短径0.60m、深さ0.

15mの楕円形の貯蔵穴が検出された。底面はほぼ平

らで角礫が出土した。

遺 物 50点あまりの遺物が出土している。ほとん

どが埋没土中の出土遺物であるが、図示した遺物は

床面直上で出土している。土師器甕形土器(1640)は

竃燃焼部から出土した。灰釉陶器椀形土器(1642)や

黒色土器椀形土器(1641)は北東壁際、同椀形土器

(1643)は南壁際で出土した。本住居は棒状礫が南壁

沿いに集中して出土している。明瞭な使用痕のある

ものを図示した。（遺物観察表 ：18頁）

所見 出土遺物か ら、10世紀後半の住居と考えら

れる。
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第81図 2区51号住居出土遺物

2 区 58号住居

位 置 Ho-6グリッド 写真 PL32 

重 複 59号住居の北西部を切っている。

形 状 削平が著しく本住居の全体形状は不明であ

る。唯一検出された竃および東壁の一部から考える

と、東壁を南北方向にする方形を呈すると推定され

る。東壁はほぼ直線的に掘られている。南東隅は角

張っている。規模は不明である。

面積測定不可 東壁方位 N-85°-E 

床 面竃周辺では遺構確認面から13cm掘り込んで

床面となる。竃周辺の床面は多少の凹凸はあるが、

硬化していた。

居壁より内側に竃袖が張り出す形態の鼈で、右側は

32cm、左側は14cmほどの袖の基部が残存していた。

焚口幅は29cmである。焚口部の両側には円礫が立て

られていた。燃焼部の壁は顕著に焼けていない。煙

道部は壁から外へ90cm突出していた。燃焼部の中央

よりやや左に角礫が出土したが、鼈構築材か支脚か

明確にはできなかった。燃焼部はほぽ平らで、煙道

部に緩やかに傾斜していた。

遺 物 15点あまりの遺物が出土している。図示し

た土師器甕形土器（1644)は鼈前床面直上で出土し

た。（遺物観察表： 18頁）

所見出土遺物から、 10世紀前半の住居と考えら

鼈 東壁の南隅近くに竃が付設されていた。住 れる。
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周溝検出されなかった。

柱 穴 2本の柱穴と考えられる小ピットを検出し

たが、深さが浅いので断定できない。各柱穴の規模

（短径x長径x深さ）は、 P1 : 30X35X26cm、p2 : 

19 X 20 x 8 cmである。p2は住居対角線上にのるが、

p 1はやや南にずれている。p1とP2を結んだ線

は南壁にほぼ平行している。また、南壁際ほぼ中央

にP3 (45 x 60 x 15cm)が検出されたが、性格は不明

である。

貯蔵穴 南東隅に長径0.65m、短径0.57m、深さ0.

16mの楕円形の貯蔵穴が検出された。底面はほぼ平

らで、角礫が 1点出土している。

遺 物 3100点あまりの遺物が出土している。ほと

んど埋没土中からの出土遺物である。図示した遺物

も床面直上の遺物ではなく、床面から10cmほど上で

出土した。須恵器高台付椀形土器(1302)と土師器杯
u 

II 1644 形土器(1297)は南壁際のP3の脇で出土した。土師
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2 区 66号住居

位置 Ho 10. llグリッド

写真 PL32 • 33 

形 状短軸を南北方向にする台形に近い長方形を

呈する。周壁はほぼ直線的に掘られている。四隅は

北壁の両隅は角張っているが、南壁の両隅は丸い。

規模は長軸4.5m、短軸3.9mである。

面積 14.98m' 鼈方位 N-115°-E

床面遺構確認面から44cm掘り込んで床面とな

る。床面は平坦で、中央部が硬化していた。

鼈 東壁中央より南側に鼈が付設されていた。

住居壁より内側に竃袖が張り出さない形態の鼈で、

焚口幅は60cmである。燃焼部の壁は焼土が剃落して

残存していないが、煙道端部は焼土化していた。煙

道部は壁から外へ90cm突出していた。燃焼部はやや

傾斜し、煙道部は一段上の平坦な面につくられてい

た。

器甕形土器（1295)は住居中央から出土した。

（遺物観察表 ：18頁）

所見 出土遺物には、古い様相をもつ遺物も含ま

れているが、 9世紀後葉の住居と考えられる。
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第 3章 歴史時代後半期の遺構と遺物

2 区 61号住居

位置 k l. m- 4グリッド 写真 PL32 

重複なし

形状長軸を南北方向にする長方形を呈する。周

壁はほぼ直線的に掘られている。四隅は比較的角

張っている。規模は長軸4.55m、短軸3.70mである。

面積 13.97m' 鼈方位 N-103°-E

床面遺構確認面から27cm掘り込んで床面とな

る。住居西半部に床面が検出できない楕円形の部分

があったが、住居廃絶後に掘り込まれたものと考え

られる。その他の部分の床面は平坦で、鼈の前を中

心にして硬化していた。

鼈 東壁中央よりやや南側に竃が付設されてい

た。住居壁より内側に竃袖が張り出す形態の竃で、

右側は10cm、左側は17cmほどの袖の基部が残存して

いた。焚口幅は55cmである。燃焼部の壁の焼土は剥落
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EPA II 
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が著しく、焼土化した部分は顕著に残っていなかっ

た。煙道部は壁から外へ51cm突出していた。燃焼部は

ほぽ平らで、煙道部に緩やかに傾斜していた。鼈周辺

に土師器甕形土器の破片が散乱して出土した。

周 溝顕著な周溝は検出されなかったが、北壁沿

いに若干窪んだ部分が確認された。

柱穴検出されなかった。

貯蔵穴 南東隅に、長径0.65m、短径0.60m、深さ

0.24mの楕円形の貯蔵穴が検出された。断面形は台

形である。

遺 物 150点あ まりの遺物が出土しているが、ほと

んど埋没土中からの出土遺物である。図示した土師

器甕形土器(1645• 1646)は竃前で床面か ら10~15cm

上で出土した。（遺物観察表 ：19頁）

所見 出土遺物から、 9世紀中葉の住居と考えら

れる。
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2. 1 • 2区の遺構

2区 70号住居

位 置 HI • m-6 • 7ーグリッド

写真 P L33 

重 複西壁が64号住居の東隅を切っている。

形 状 わずかに長い長軸を南北方向にする長方形

を呈する。周壁はやや外へ膨らむように掘られてい

る。四隅は丸い。規模は長軸2.87m、短軸2.80m。

面 積 6.37対 鼈方位 N-89°-E

埋没土 上層は軽石粒と焼土粒を含む黒色土で、下

層は軽石をほとんど含まない粘質の黒灰色土で埋

まっていた。

床面 遺構確認面から44cm掘り込んで床面とな

る。北西部には0.9X2mほどの楕円形の範囲に床面

が検出されない部分があったが、この落ちこみと住

居との関係は不明である。

鼈 東壁中央より南側に鼈が付設されていた。

住居壁より 内側に鼈袖が張り出す形態の竃で、 右側

は5cm、左側は11cmほどの袖の基部が残存していた。

焚口幅は45cmである。燃焼部の壁の顕著な焼土 は

残っていなかった。煙道部は壁から外へ87cm突出し

ていた。燃焼部はほぽ平らで、煙道部に緩やかに傾

斜していた。

周 溝検出されなかった。

柱穴 検出されなかった。

貯蔵穴 検出されなかった。

遺 物 230点あまりの遺物が出土している。床面近

くの遺物はなく 、図示したのは埋没土中の出土遺物

である。（遺物観察表 ：19頁）

所見 埋没土の出土遺物から、9世紀中葉の住居

と推定される。
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第 3章 歴史時代後半期の遺構と遺物

2 区 71 号住居

位置 Hm• n-5グリッド 写真 PL34 

重複北壁が88号住居の南壁を切っている。

形状短軸を南北方向にする長方形を呈する。周

壁はほぽ直線的に掘られている。四隅は丸い。規模

は長軸3.00m、短軸2.65mである。

面積 6.95m' 鼈方位 N-94°-E 

床 面 遺構確認面から18cm掘り込んで床面となる。

床面は多少の凹凸はあるが、中央部が硬化していた。

鼈 東壁中央より南側に竃が付設されていた。

住居壁より内側に竃袖が張り出さない形態の竃で、

焚口幅は30cmである。焚口部には整形された角礫が

割れて 2個倒れ込んでいた。また、竃左前と右側に

も整形された礫が転がっていた。これらは火を受け

ており、鼈焚口の構築材であったと考えられるが、

竃左右に転がっていた角礫が、袖の芯であったかど

うかは不明である。燃焼部の壁の焼土は剥落し、一

部が残るだけであった。燃焼部および煙道部は壁か

ら外へ45cm突出していた。燃焼部はほぼ平らで、煙

道部に緩やかに傾斜していた。

周溝検出されなかった。

柱穴検出されなかった。

貯蔵穴 北東隅に一辺0.58m、深さO.lmの方形の貯

蔵穴が検出された。底面から須恵器杯形土器の破片

が出土している。

遺 物 50点あまりの遺物が出土している。ほとん

ど埋没土中からの遺物である。図示できなかったが、

西半分の床面直上から土師器甕形土器の破片が出土

している。また、竃左脇から須恵器高台付椀形土器

(1650)が床面直上で出土した。（遺物観察表： 19頁）

所見 出土遺物から、 9世紀後葉の住居と考えら

れる。
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2 区 72号住居

位置 H 1 •m-4 • 5グリッド写真 PL34 

重 複 64号住居 •88号住居を切っている。

形 状 わずかに長い長軸を南北方向にする長方形

を呈する。周壁はほぼ直線的に掘られている。四隅

はやや丸い。規模は長軸2.67m、短軸2.41mである。

面積 5.12m' 鼈方位 N-92°-E  

床 面 遺構確認面から35cm掘り込んで床面となる。

鼈 東壁中央より 南側に鼈が付設されていた。

住居壁より内側に竃袖が張り出さない形態の鼈で、

焚口幅は47cmである。焚口部両側には礫が出土した

が、竃の構築材かどうかは不明である。燃焼部の壁

は顕著な焼土化はない。燃焼部および煙道部は壁か

ら外へ58cm突出していた。燃焼部はほぼ平らで、煙

道部に緩やかに傾斜していた。

周溝柱穴貯蔵穴検出されなかった。

遺 物 120点あまりの遺物が出土している。ほとん

ど埋没土中の出土遺物である。図示した土師器台付

甕形土器(1651)は竃前住居中央部床面直上で出土し

た。また竃燃焼部内でも須恵器甕形土器破片や図示

した須恵器高台付椀形土器(1652)が出土している。

（遺物観察表： 19頁）

所見遺物から、10世紀前半の住居と考えられる。

2 区 74号住居

位置 H i •k - 4•5 グリッド

写真 PL34 重複なし

形状 長軸を南北方向にする長方形を呈する。周

壁はほぼ直線的に掘られている。四隅は角張ってい

る。規模は長軸5.53m、短軸4.78mである。

面積 24.32吋 南壁方位 N-85°-E

埋没土軽石粒や黄灰褐色土塊を含む黒色土で埋

まっていた。

床面遺構確認面か ら26cm掘り込んで床面とな

る。床面は平坦である。中央部に焼土化した部分が

あるが、地床炉かどうかは不明である。

鼈 検出されなかった。

周溝検出されなかった。

柱穴検出されなかった。

貯蔵穴検出されなかった。

遺 物 140点あまりの遺物が出土している。ほとん

ど埋没土中からの出土遺物である。図示した土師器

甕形上器(1653)も15cmほど床面から上で出土した。

（遺物観察表： 19頁）

所 見床面直上の遺物はほとんど無いので住居の

年代を決め難いが、埋没土の出土遺物の時期はまと

まっていることから、10世紀後半の住居と考えたい。
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1.黒色土 白色軽石 ・わずかな黄褐

色土粒を含む。

2.黄灰褐色土黒色土塊を含む。地

山の粘質土。

3.黒色土斑鉄目立つ。

4.焼土

L =98.2m 

゜
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2 区 75号住居

位置 Hm・ n~11グリッド 写真 P L35 

重 複本住居の上層に76号住居がつくられている。

形状長軸を南北方向にする長方形を呈する。周

壁はほぼ直線的に掘られている。四隅は角張ってい

る。規模は長軸3.55m、短軸2.75mである。

面積 8.43面 鼈方位 N-113°-E

埋没土 軽石粒・小礫・焼土粒を含む褐色土で埋まっ

ていた。

床面 遺構確認面から36cm掘り込んで床面とな

る。床面は鼈前がやや高くなって、やや凹凸がある

ほかは平坦で、中央部は硬化していた。南西隅に楕

円形の掘り込み（床面での規模長径1.85m、短径0.95

m、深さ0.51m)が検出されたが、土層からは住居よ

り新しいものと観察された。時期等は不明である。

鼈 東壁中央よりやや南側に鼈が付設されてい

た。住居壁より内側に竃袖が張り出す形態の竃で、

右側は20cm、左側は24cmほどの袖の基部が残存して

2. 1 • 2区の遺構

いた。焚口幅は40cmである。燃焼部の壁は顕著な焼

土化は無かったが、煙道端部は焼土化していた。煙

道部は壁から外へ45cm突出していた。燃焼部はやや

窪んでおり、煙道部に緩やかに傾斜していた。煙道

端部に須恵器杯形土器（1305)が出土している。

周溝検出されなかった。

柱穴検出されなかった。

貯蔵穴検出されなかった。

遺 物 150点あまりの遺物が出土している。ほとん

ど埋没土中からの出土遺物であるが、緑釉陶器破片

も含まれている。本住居には床面直上に遺物がまと

まって残されていた。鼈および竃左側には須恵•土

師器杯形土器 ・須恵器蓋形土器(1305• 1307 • 1308 • 

1311)が、右側には土師器杯形土器(1306・1310)と須

恵器杯形土器（1309)が出土した。埋没土中から磨石

(S 132)が出土している。（遺物観察表 ：20頁）

所 見出土遺物から、 9世紀中葉の住居と考えら

れる。
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第 3章 歴史時代後半期の追構と遺物

~ 305 こ二ニ:。6

：三二／31。 こ

2 区 76号住居

位置 Hm.n -10. 11グリッド

写真 PL35 • 36 

重 複 75号住居より上層の住居であるが、新しい

掘り込みと重なっているために75号住居と重複する

東壁は不明瞭で、検出できなかった。

形状 長軸を南北方向にする長方形を呈する。周

1309 壁はやや膨らんで掘られている。四隅は丸い。規模

万 こ
，．｀＼ヽ

し一ー一ーニ三三＿ピ三ミミヽ 1311
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I : 4 10cm 

第90図 2区75号住居出土遺物
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は長軸4.80m、短軸3.50mである。

面積 測定不可 鼈方位 N-96°-E

埋没土 わずかに軽石を含む暗褐色土で埋まってい

た。

床面遺構確認面か ら31cm掘り込んで床面とな

る。床面は平坦で、鼈前は硬化していた。

鼈 東壁南端に竃が付設されていた。住居壁よ

り内側に鼈袖が張り出す形態の鼈で、右側は35cm、

左側は60cmほどの袖の基部が残存していた。焚□幅

は50cmである。燃焼部の壁は焼けて焼土化していた。

煙道部は壁から外へ15cm突出していた。燃焼部はほ

ぼ平らで、煙道部に緩やかに傾斜していた。煙道部

は斜め上方に立ち上がっていた。燃焼部には土師器

甕形土器の破片が出土している。

周溝検出されなかった。

柱穴検出されなかった。

貯蔵穴 検出されなかった。

遺 物 820点あまりの遺物が出土している。ほとん

ど埋没土中からの出土遺物であるが、図示した遺物

のうち灰釉陶器椀形土器(1660)は住居北半中央部、

須恵器羽釜（1659)は鼈右前、灰釉陶器椀形土器

(1661 • 1662)は南西隅の床面直上で出土した。土師

器杯形土器（1664)・甕形土器（1663)・灰釉陶器椀形

土器(1665)は埋没土中で出土した。

（遺物観察表 ：20頁）

所見 出土遺物から、 10世紀前半の住居と考えら

れる。



2. 1 • 2区の遺構
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4.褐色土 3層よりやや軽石 ・斑鉄は少ない。

5.暗灰黄褐色土 灰褐色粘土粒 ．塊を含む。貼床と思われる。

6.暗褐色土 わずかに軽石を含む。しまり強い。
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第 3章 歴史時代後半期の遺構と遺物

2区 80号住居

位置 HI•m-lO·llグリッド写真 P L36 

重 複 81号住居の南西隅を切っている。

形 状長軸を南北方向にする長方形を呈する。周

壁はやや膨らんで掘られている。四隅は丸い。規模

は長軸4.50m、短軸4.13mである。

面積 13.69m' 鼈方位 N-113°-E

埋没土 軽石粒を含む暗褐色土で埋まっていた。

床面遺構確認面から41cm掘り込んで床面とな

る。床面は平坦である。

鼈 東壁中央より南側に鼈が付設されていた。

住居壁より内側に竃袖が張り出す形態の竃で、右側

は35cm、左側は40cmほどの袖の基部が残存していた。

焚口幅は60cmである。燃焼部の壁はほとんど焼けて

いない。煙道部は壁から外へ25cm突出していた。燃

焼部はほぼ平らで、煙道部に緩やかに傾斜していた。

燃焼部の右側の壁には構築材の粘土のなかに礫が入

れられていた。

周 溝検出されなかったが、 北壁際にはやや窪ん

だ部分があった。

柱穴検出されなかった。

貯蔵穴検出されなかった。

遺 物 420点あまりの遺物が出土している。埋没土

中の遺物がほとんどである。西壁沿いには床面から

10~20cmほど上で土師器甕形土器の破片が流れ込む

ように出土した。この中の1667• 1668を図示した。

南壁近くで出土した須恵器高台付椀形土器(1672・

1674)や土師器椀形土器（1671)・ 須恵器皿形土器

(1670)も床面より上の遺物で、流れ込んだ遺物と考

えられる。鼈左前で出土した土師器甕形土器(1669)

は床面直上で出土した。（遺物観察表： 20• 21頁）

所 見床面直上の遺物は少なく、住居の時期を考

えるのは困難であるが、出土遺物の全体的傾向から、

9世紀後葉の住居と考えられる。
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2. 1 • 2区の遺構
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3.暗褐色土軽石を含む。斑鉄やや含む。

4.黒色土 しまり弱くややザラザラしている。

5.黄茶褐色土 粘性強い黄褐色土主体。

6.暗褐色土軽石 ・斑鉄を含む。

7~10. 81号住居埋没土
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第 3章 歴史時代後半期の遺構と遺物

2 区 86号住居

位置 Hk•l ~S •9 グリッド写真 P L37 

重複なし

形状長軸を南北方向にする長方形を呈する。周

壁はほぼ直線的に掘られている。四隅はやや丸い。

規模は長軸4.42m、短軸3.38mである。

面積 12.39m' 鼈方位 N-86°-E

床面遺構確認面か ら30cm掘り込んで床面とな

る。床面には中央部に若干の凹凸はあるが、概ね平

坦である。中央部を中心に硬化していた。

鼈 東壁中央よりやや南側に竃が付設されてい

た。住居壁より内側に竃袖が張り出す形態の竃で、

右側は14cm、左側は20cmほどの袖の基部が残存して

いた。焚口幅は70cmである。燃焼部の壁はあまり顕

著に焼けていない。煙道部は壁から外へ90cm突出し

ていた。煙道端部には直径20cmほどの円形に焼土化

した部分が検出された。煙道部の天井が残っている

可能性もあるが、堆積していた土は焼土粒 ・炭化物

粒が含まれた褐色土で崩落したものと観察された。

燃焼部はほぼ平らで、煙道部に緩やかに傾斜し煙道

端部は上方に立ち上がっていた。鼈燃焼部内には土

師器甕形土器が数個体分出土している。このうち 4

個体を図示した。

周 溝 鼈前と南壁中央部の1.48mの部分を除く壁

沿いに、幅12~15cm、深さ 2~3cmの周溝が検出さ

れた。

柱穴貯蔵穴検出されなかった。

遺 物 380点あまりの遺物が出土している。ほとん

どが埋没土中からの出土遺物であるが、床面近くの

遺物は住居中央部と、鼈内に集中していた。図示し

た土師器甕形土器のうち、 1675は煙道端部、1676は

燃焼部右脇、 1677• 1678 • 1679は竃右袖部、須恵器

杯形土器（1691)は南西隅で出土した。

（遺物観察表 ：21頁）

所見 出土遺物から、 9世紀後葉の住居と考え ら

れる。
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2. 1 • 2区の遺構
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途は不明である。

遺 物 30点あまりの遺物が出土している。床面近

くの遺物は中央部で須恵器杯形土器（1680)が出土。

（遺物観察表： 21頁）

所見出土遺物から、10世紀前半の住居と考える。
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2区 87号住居

位置 Hh • i -12・13グリッド写真 PL37 

形状短軸を南北方向にする台形を呈する。周壁

はやや膨らんで掘られている。四隅は丸い。規模は

北壁長3.80m、南壁長2.70m、短軸3.50mである。

面積 10.05m' 北壁方位 N-8T-E

床 面遺構確認面から26cm掘り込んで床面となる。

床面は平坦で、多少の凹凸はあるが硬化していた。

鼈 東壁中央より南側に焼土が確認されたが、

鼈としての形態を検出することができなかった。

周溝柱穴検出されなかった。

貯蔵穴 南壁東端に長径0.8m、短径0.36m、深さ0.

07mの楕円形の小ピットが検出されたが、機能・用
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第 3章 歴史時代後半期の遺構と遺物

2 区 92号住居

位置 Hf-14グリッド 写真 PL38 

重複東壁北部を土坑で切られている。

形 状長軸を南北方向にする台形を呈する。周壁

はほぼ直線的に掘られている。四隅は丸い。規模は

長軸4.40m、北壁長3.60m、南壁長2.80mである。

面積 1l.79m2 鼈方位 N-94'-E

床面遺構確認面から36cm掘り込んで床面とな

る。床面は周辺部に多少の凹凸はあるが概ね平坦で、

中央部が硬化していた。

鼈 東壁ほぼ中央に鼈が付設されていた。住居

壁より内側に鼈袖が張り出す形態の竃で、右側は15

cm、左側は10cmほどの袖の基部が残存していた。焚

口幅は70cmである。燃焼部の壁は焼けて焼土化して

いた。燃焼部および煙道部は壁から外へ85cm突出し

ていた。燃焼部はやや窪んで、煙道部に緩やかに傾

斜していた。竃前には土器が床面に散らばって出土

していた。

周 溝北壁の西 1/3の2.4mと、西壁の中央部の

2.64mの2カ所に幅10~16cm、深さ 2~4 cmの周溝

が検出された。

柱穴検出されなかった。

貯蔵穴 住居南東隅よりやや南側に長径0.64m、短

径0.42m、深さ0.17mの楕円形の貯蔵穴を検出。

遺 物 250点あまりの遺物が出土している。ほとん

ど埋没土中からの出土遺物であるが、床面近くの遺

物は住居東半分に集中していた。土師器甕形土器

(1685)は南壁沿いで床面から 9cm上で出土した。ま

た土師器甕形土器（1683• 1684 • 1686 • 1687)は竃前

の床面直上から 7cm上で出土している。また、須恵器

高台付椀形土器（1688)は竃前床面上15cmで出土し

た。土師器杯形土器（1689)・須恵器皿形土器（1690)

は埋没上中からの出土遺物である。

（遺物観察表： 21• 22頁）

所見 出土遺物から、 9世紀後葉の住居と考えら

れる。
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2. 1 • 2区の遺構
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第 3章 歴史時代後半期の遺構と遺物

2 区 93号住居

位置 Hh • i - 14 · 15グリッド写真 P L38 

重 複 なし。本住居の周縁部に小ピット群が検出

されたが、これらは、本住居に付随するのか、重複

する別の遺構なのかは判断できなかった。

形 状長軸を南北方向にする長方形を呈する。周

壁はほぼ直線的に掘られている。四隅はやや角張っ

ている。規模は長軸4.83m、短軸3.15mである。

面積 13.40m' 鼈方位 N-94°-E

床面遺構確認面から29cm掘り込んで床面とな

る。南半部がやや窪んでおり、多少の凹凸があるが、

全体には平坦である。

鼈 東壁の南端に近い方に竃が付設されてい

た。住居壁より内側に鼈袖が張り出す形態の鼈で、

右側は23cm、左側は30cmほどの袖の基部が残存して

いた。焚口幅は42cmである。燃焼部の壁は焼けて焼

土化していた。煙道部は壁から外へ52cm突出してい

た。燃焼部はほぼ平らで、煙道部に緩やかに傾斜し

ていた。煙道端部は上方に立ち上がっていた。

周溝検出されなかった。

柱穴検出されなかった。

貯蔵穴検出されなかった。

遺 物 105点あまり の遺物が出土している。ほとん

ど埋没土中からの出土遺物であるが、鼈周辺に床面

近くの遺物が出土している。須恵器羽釜(1692)は竃

左脇で、須恵器椀形土器（1693)は竃右袖部で出土し

た。墨書「王」のある須恵器椀形土器（1694)は埋没

土中から出土した。（遺物観察表： 22頁）

所見 出土遺物から、 10世紀前半の住居と考えら

れる。
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2. 1 • 2区の遺構

2 区 96号住居

位置 Ke• f - 0·1 グリッド写真 P L39 

形状長軸を南北方向にする長方形を呈する。周

壁はほぼ直線的に掘られている。四隅は角張ってい

る。規模は長軸3.95m、短軸3.15mである。

面積 10.23m' 鼈方位 N-96°- E

埋没土 上層は軽石粒と焼土粒を含む黒色土で、下

層は爽雑物を含まない粘質黒色土で埋まっていた。

床面遺構確認面から34cm掘り込んで床面とな

る。小さな凹凸があるが概ね平坦で、中央部を中心

にして硬化していた。

鼈 東壁中央より若干南側に竃が付設されてい

た。住居壁より内側に鼈袖が張り出さない形態の竃

で、焚口幅は60cmである。燃焼部の壁は焼けて焼土

化していた。煙道部は壁から外へ66cm突出していた。

燃焼部はほぼ平らで、煙道部に緩やかに傾斜してい

た。燃焼部には土師器甕形土器が出土した。

周 溝北壁の東半分1.52m、東壁の北端部1.4mの

L字形に幅10~12cmの周溝が検出された。

柱穴 検出されなかった。

貯蔵穴南東隅に長径0.80m、短径0.75m、深さ0.

27mの円形の貯蔵穴が検出された。西縁には土師器

杯形土器が出土した。また、南西隅には直径0.4mほ

どの円形の窪みが検出された。窪みの北半部には大

形の棒状礫が置かれていた。

遺 物 140点あまりの遺物が出土している。ほとん

ど埋没土中からの出土遺物である。鼈前の遺物は接

合したが、図示できるまでにはならなかった。竃燃

焼部内では須恵器杯形土器（1696)が、貯蔵穴西縁か

らは土師器杯形土器(1697)が、西壁際からは土師器

甕形土器(1695)が床面直上で出土している。

（遺物観察表： 22頁）

所見出土遺物から、 9世紀後葉の住居と考えら

れる。
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第 3章 歴史時代後半期の遺構と遺物

こ 冑
1696 

l : 4 10cm 

第IOI図 2区96号住居出土遺物

2 区 98号住居

位置 K f •h -3 •4 グリッド写真 P L39 

重複西壁で27 • 28号土坑と重複している。 27号

土坑は本住居に切られているが、 28号土坑との新旧

関係は不明である。

形状長軸を南北方向にする長方形を呈する。周

壁はほぼ直線的に掘られている。四隅はやや角張っ

ている。規模は長軸4.80m、短軸3.72mである。

面積 15.60m' 鼈方位 N-92'-E

埋没土 上層は軽石粒・焼土粒を含む黒褐色土で、下

層は央雑物を含まない粘質黒色土で埋まっていた。

床面遺構確認面から22cm掘り込んで床面とな

る。床面には全体に小さな凹凸があるが、竃から中

央部にかけて硬化していた。

鼈 東壁中央よりやや南側に竃が付設されてい

た。住居壁より内側に竃袖が張り出さない形態の竃

で、焚口幅は47cmである。燃焼部の壁はあまり顕著

102 

に焼けていなかった。燃焼部および煙道部は壁から

外へ72cm突出していた。燃焼部はやや煙道部に向

かって傾斜していた。竃前および燃焼部には土師器

甕形土器破片が出土した。

周 溝北壁際に幅14cmほどの周溝が検出された。

柱穴検出されなかった。

貯蔵穴 南東隅に長径0.66m、短径0.53m、深さ0.

13mの楕円形の貯蔵穴が検出された。

遺 物 180点あまりの遺物が出土している。ほとん

ど埋没土中からの出土遺物である。床面近くの遺物

は竃周辺に集まっている。鼈前から土師器甕形土器

(1698)が床面直上で出土した。須恵器高台付椀形土

器(1699)は西半部中央床面上 6cmで、土製紡錘車

(1700)は南東隅壁際床面直上で出土した。

（遺物観察表： 22頁）

所見 出土遺物から、 9世紀後葉の住居と考えら

れる。

口
1701 

、 ロク

1699 

1698 

゜
1 : 4 10cm 

0 0  
Cニコこっ 1700 

゜
1. 2 5 cm 

L 

第 102図 2区98号住居出土遺物



2. 1 • 2区の遺構
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2 区 99号住居

位置 K g • h - 4·5 グリッド

写真 PL40 • 41 

形 状長軸を南北方向にする長方形を呈する。南

西隅は工事用杭保全のため、完掘できなかった。周

壁はほぽ直線的に掘られている。隅は丸い。規模は

長軸5.56m、短軸4.50mである。

面 積 21.70m' 鼈方位 N-88°-E

床面遺構確認面から57cm掘り込んで床面とな

る。床面は全体には平坦で、中央部が硬化していた。

鼈 東壁中央よりやや南側に竃が付設されてい

た。住居壁より 内側に竃袖が張り出す形態の竃で、

右側は24cm、左側は12cmほどの袖の基部が残存して

いた。焚口幅は72cmである。燃焼部の壁は焼けて焼

土化し、使用面には灰がよく残っていた。燃焼部お

よび煙道部は壁から外へ80cm突出していた。燃焼部

はほぼ平らで、煙道部に緩やかに傾斜していた。

周溝検出されなかった。

柱穴検出されなかった。

貯蔵穴検出されなかった。

遺 物 900点あまりの遺物が出土している。ほとん

ど埋没土中からの出土遺物である。住居西半部に出

土した土師器甕形土器(1702• 1703 • 1704)も床面か

ら10~20cm上で出土した。 土師器甕形土器(1705)は

床面直上で出土した。南東隅にも遺物が集中してい

たが、土師器甕形土器（1706)は流れ込むように床面

から10cmほど上で出土した。須恵器杯形土器（1707)

や須恵器高台付椀形土器(1708)、石製紡錘車(S

186入碁石(S187)は床面近 くで出土している。また、

須恵器高台付椀形土器（1709)・須恵器長頸壷形土器

(1710)・須恵器高台付皿形土器（1711)は竃左側東壁

沿いの床面直上で出土した。（遺物観察表 ：23頁）

所 見出土遺物から、 9世紀中葉の住居と考えら

れる。
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第3章 歴史時代後半期の追構と辿物
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2. 1 • 2区の遺構
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第 3章 歴史時代後半期の遺構と逍物

2区 100号住居

位置 ke• f - 4·5 グリッド

写真 PL41 • 42 重複なし

形 状短軸を南北方向にする長方形を呈する。南

西部が大きく膨らんでいるほかは、周壁はほぽ直線

的に掘られている。四隅は南西隅は丸いが、他の三

隅は角張っている。規模は長軸4.10m、短軸3.60m

である。

面積 12.15面 鼈方位 N-ll1°-E

床面遺構確認面か ら43cm掘り込んで床面とな

る。床面は中央部から南壁付近がやや窪んでいるが、

ほぼ平坦である。

鼈 東壁中央より南側に焼土化した部分があっ

たが、鼈としての形態を確認することはできなかっ

た。鼈崩落後の堆積とも考えられるので鼈がこの位

置にあった可能性が高い。

周溝検出されなかった。

柱穴検出されなかった。

貯蔵穴 本住居では、本遺跡の他の住居内で、貯蔵

穴が検出されている南東隅には貯蔵穴は検出されな

かったが、南壁沿いの南東隅からO.Sm西の位置に小

ピット群が検出された。これらは横に並んだ 3基の

ピットと 1本の小ピットである。中央のp2は隅丸

方形で最も大きい。このp2の周囲には砥石や大形

礫が出土し、貯蔵以外の特定の機能があったことを

示唆している。各ピットの規模は、 P1 : 25X35X 

18cm、P2 : 60 x 68 x 45cm、P3 : 26 x 32 x 16cm、

P 4 : 15 X 15 x 12cmである。

遺 物 750点あまりの遺物が出土している。ほとん

ど埋没土中からの出土遺物である。床面近くの遺物

で因示できたのは須恵器椀形土器(1717)であるが、

これは東部床面から10cmほど上で出土した。また南

壁沿いの P2の中から砥石(S190)が、 P2の南側か

ら砥石 2個(S188 • S 189)が出土した。

（遺物観察表： 23• 24頁）

所 見床面近くの遺物は少ないが、埋没土中の出

土遺物の全体的傾向から、 10世紀前半の住居と考え

られる。
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2. 1 • 2区の遺構

7
 

ー7
 

ー

¥

3

 

ヽ
晶

（

貴

j
{̀
.¥ 

胃
1722 

ロロ／／

］ 

／三□，

冒］
I I'I  I 

こ
1723 

~ I □ Sl90 
□S 188 

0 1:4 10cm 

／
 I

-

1
]
 

L

|

|

I

I

 

0 1:2 5cm 

第107図 2区100号住居出土遺物

107 



第3章 歴史時代後半期の遺構と遺物

2 区 IOI号住居

位置 K c • d - 4 グリッド 写 真 P L42・43 

形 状 長軸を南北方向にする長方形を呈する。南

西隅および竃前は工事用杭保全のため完掘できな

かった。周壁はほぽ直線的に掘られている。隅は丸

い。規模は長軸4.44m、短軸3.54mである。

面 積測定不可 鼈方位 N-95°-E 

床面 遺構確認面から62cm掘り込んで床面とな

る。床面は中央部がやや高くなっている。

鼈 東壁中央より南側に竃が付設されていた。

住居壁より 内側に鼈袖が張り 出さない形態の竃で、

焚口幅は55cmである。燃焼部の壁はあまり顕著に焼

けていなかった。燃焼部および煙道部は壁から外へ

66cm突出していた。燃焼部はほぼ平らで、煙道部に

緩やかに傾斜し、煙道端部は斜め上方に立ち上がっ

ていた。燃焼部には土師器甕形土器の破片がまと

まって出土している。

周 溝検出されなかった。

柱 穴検出されなかった。

貯蔵穴 検出されなかった。

遺 物 20点あまりの遺物が出土したのみである。

図示した須恵器杯形土器(1725• 1726)は竃左側で出

土した。これらはともに、床面から 3~4 cm上で出

土したが、 1726は破片であり、混入の可能性がある。

灰釉陶器耳皿形土器（1724)は竃右脇の床面から15cm

ほど上で出土した。（遺物観察表 ：24頁）

所見 出土遺物から、 9世紀後葉の住居と考えら

れる。
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2. 1 • 2区の遺構

2区 103号住居

位置 Hj • k ~17·18グリッド写真 P L43 

重 複西部を新しい掘り込みに切られている。

形 状短軸を南北方向にする長方形を呈する。南

東隅は削平によって壊されており、確認できなかっ

た。周壁はほぼ直線的に掘られている。隅は丸い。

規模は長軸4.20m、短軸3.45mである。

面 積測定不可 鼈方位 N-4°-E

埋没土 軽石粒 ・焼土粒 ・黄褐色土粒を含む暗褐色

土で埋まっていた。

床面遺構確認面か ら12cm掘り込んで床面とな

る。床面はほぼ平らで硬化していたが、南東部は削

平されており検出できなかった。

躍 北壁中央よりやや東側に鼈が付設されてい

た。住居壁より内側に竃袖が張り出す形態の竃で、

右側は32cm、左側は25cmほどの袖の基部が残存して

いた。焚口幅は32cmである。燃焼部の壁は焼けて焼

土化していた。煙道部は壁から外へ60cm突出してい

た。燃焼部はほぼ平らで、煙道部に緩やかに傾斜し

ていた。

周溝検出されなかった。

柱穴検出されなかった。

貯蔵穴北東隅に長径0.88m、短径0.73m、深さ0.

14mの楕円形の貯蔵穴が検出された。底面は平らで

断面形は皿状を呈する。須恵器椀形土器や土師器甕

形土器の破片が出土した。

遺 物 120点あまりの遺物が出土している。ほとん

どが埋没土中からの出土遺物である。竃燃焼部から

は須恵器椀形土器や土師器甕形土器が出土したが、

須恵器椀形土器（1728)・土師器甕形土器(1727)を図

示した。また、貯蔵穴西縁床面直上で灰釉陶器皿形

上器（1729)が出土した。（遺物観察表 ：24頁）

所見 出土遺物から、 10世紀後半の住居と考えら

れる。
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第 3章 歴史時代後半期の遺構と遺物

2 区 1号竪穴

位置 Ia -15 • 16グリッド 写真 PL43 

形 状 韮本的には短軸を南北方向にする台形を呈

するが、時期不明の重複遺構が西壁 ・南壁にあり不

定型な形状となっている。西壁と東壁はほぽ直線的

に掘られているが、北壁は大きく膨らんでいる。四

隅は北西隅が丸い他は、角張っている。規模は長軸

4.7m、短軸3.7mである。

面積 方形部分推定10.39m'

東壁方位 N-3°-E 

埋没土 浅間B軽石 ・焼土粒を含む砂質の黒褐色土

で埋まっていた。

底面遺構確認面から40cmほど掘り込んで底面と

なる。底面には凹凸があり、西壁沿いには高さ20cm

の掘り残し部分があった。

柱穴貯蔵穴底面には凹凸や直径40~80cmの円

形のピットがいくつか検出されたが、いずれも浅く

柱穴や貯蔵穴等の施設とは考えにくい。

遺 物 80点あまりの遺物が出土している。ほとん

ど埋没土中の出土遺物であり、底面直上で出土した

遺物はない。遺物は土師器杯 ・甕形土器がほとんど

である。（遺物観察表： 24• 25頁）

所 見 出土遺物は 9世紀中葉を中心とする時期の

ものである。本遺構もこの時期に掘られたものと考

えられるが、住居とは考えにくい。遺構の性格は不

明である。
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3. 5区の遺構

5区 l号住居

位置 I • m- 5 • 6グリッド

写真 P L44 

重 複 6号住居・ 10号住居を切っている。

形状長軸を南北方向にする長方形を呈する。試

掘トレンチや遺構の重複によ って全体形状を把握す

ることができず、西壁 ・北壁は推定線を示した。南

壁はほぽ直線的に掘られている。南東隅 ・南西隅は

比較的丸い。規模は長軸推定4.8m、短軸4.08m。

面積測定不可 鼈方位 N-62°-E

埋没土 軽石粒 ・焼土粒 ・黄褐色土粒を含む黒色土

で埋まっていた。

床面 遺構確認面から43cm掘り込んで床面と な

る。床面はほぼ平坦で、 鼈前が硬化していた。

鼈 東壁中央よ り南側に鼈が付設されていた。

住居壁より内側に鼈袖が張り出す形態の竃で、右側

3. 5区の遺構

は34cmほどの袖の基部が残存していた。左半分はト

レンチで壊されており、形状は不明である。燃焼部

の壁はあまり焼けていない。

周溝柱穴検出されなかった。

貯蔵穴 南東隅に長径0.7m、短径0.42m、深さ0.23

mの隅丸方形の貯蔵穴が検出された。西縁から、土

師器杯形土器 ・甕形土器が出土した。

遺 物 170点あまりの遺物が出土している。ほとん

ど埋没土中からの出土遺物であるが、鼈周辺に床面

近くの遺物がま とまって出土した。土師器杯形土器

(1349 • 1350 • 1351)や須恵器段皿形土器(1352)は南

壁際に集中して出土した。土師器甕形土器(1347)は

竃前で床面から 7cm上で出土した。また、本住居の

範囲と推定した北東隅では、土師器杯形土器(1421)

や須恵器円面硯(1425)が出土している。

（遺物観察表： 25頁）

所見出土遺物から、 9世紀中葉の住居と考えら

れる。
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第 3章 歴史時代後半期の遺構と遺物
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第112図 5区 1号住居出土遺物

5 区 6号住居

位置 k•l - 4·5 グリッド

写真 PL44 • 45 

重複 8号住居・ 10号住居を切っている。 1号住

居に切られている。

形 状 1号住居に南壁を切られているので全体形

状は不明である。短軸を南北方向にする長方形を呈

すると推定される。周壁はほぼ直線的に掘られてい

る。隅は角張っている。規模は東西長4.22mである。

面積測定不可 鼈方位 N 57°-E 

床面遺構確認面から34cm掘り込んで床面とな

る。床面はほぼ平坦で、鼈前が硬化していた。

鼈 東壁に竃が付設されていたが、南壁が 1号

住居で切られているので、東壁のどの位置にあるか

は不明である。住居壁より内側に竃袖が張り出さな

い形態の鼈で、焚口幅は54cmである。燃焼部の壁は

112 

あまり焼けていない。煙道部は壁から外へ72cm突出

していた。燃焼部はほぼ平らで、煙道部に緩やかに

傾斜していた。燃焼部には円礫が左寄りに立てられ

た状態で出土したが支脚かどうかは不明である。使

用面には土師器甕形土器(1736)の破片が出土した。

周溝検出されなかった。

柱穴検出されなかった。

貯蔵穴 検出されなかった。

遺 物 50点あまりの遺物が出土している。ほとん

ど埋没土中からの出土遺物であるが、床面近くの遺

物は竃周辺にまとまって出土した。須恵器皿形土器

(1738)は鼈前の住居中央部の床面直上で、土師器杯

形土器(1737)は竃前の小ピットの底面から出上した。

（遺物観察表： 25頁）

所見 出土遺物から、 9世紀後葉の住居と考えら

れる。



3. 5区の遺構
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第113図 5区 6号住居と出土遺物

5 区 9号住居

位置 m-4グリ ッド 写真 PL45 

重複東壁北端が3号土坑に切られている。

形 状長軸を南北方向にする長方形を呈する。周

壁はほぽ直線的に掘られている。四隅は角張ってい

る。規模は長軸3.89m、短軸3.32mである。

面 積 12.08m' 鼈方位 N-90°-E

床面遺構確認面か ら57cm掘り 込んで床面とな

る。床面はほぽ平坦である。

鼈 東壁中央より南側に竃が付設されていた。

住居壁より内側に竃袖が張り出さない形態の竃で、

焚口幅は68cmであ る。燃焼部の壁はあまり顕著に焼

けていない。燃焼部および煙道部は壁から外へ74cm

突出していた。燃焼部はほぼ平らで、煙道部に緩や

かに傾斜していた。燃焼部には竃の構築材と考えら

れる角礫や粘土が鼈前に崩落した状態で出土してい

る。また土師器甕形土器や須恵器杯形土器の破片が

重なって出土した。

周溝柱穴検出されなかった。

貯蔵穴南東隅に長径0.62m、短径0.50m、深さ0.

20mの楕円形の貯蔵穴が検出された。

遺 物 175点あまりの遺物が出土している。ほとん

ど埋没土中からの出土遺物である。図示した土師器

甕形土器（1740)・須恵器杯形土器(1741)は鼈燃焼部

使用面直上で出 土 した。他の須恵器椀形土器

(17 42)・須恵器杯形土器（1743)・土師器杯形土器

(1744)は埋没土中からの出土遺物である。

（遺物観察表 ：25• 26頁）

所見出土遺物か ら、 9世紀中葉の住居と考えら

れる。
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第3章 歴史時代後半期の追構と追物

ー 44

こデ
1741 

こ

1742 

ヽ

1743 

゜
I : 4 10cm 

E
P
B
 →: E

P
B
 

[、―

E
P
B、

E
P
B
、

EPA EPA' 

第114図 5区9号住居と出土遺物

L =99.0m 

。
I : 80 4m  

114 



5 区 11 号住居

位 置i-3 • 4グリッド 写真 PL45 

重 複 7号住居を切っているが、本住居埋没土と

の識別が困難で、南壁は検出できなかった。

形 状 短軸を南北方向にする長方形を呈する。南

壁は出土遺物の時期や埋没土層の検討から推定し

た。周壁はほぽ直線的に掘られている。四隅は角張っ

ている。規模は長軸4.14m、短軸推定2.48mである。

面 積測定不可 北壁方位N-89°-E

埋没土 わずかに軽石粒 ・焼土粒を含む褐色土で埋

まっていた。

床 面 遺構確認面から37cm掘り込んで床面となる。

床面は小さな凹凸はあるが平坦で、竃周辺が硬化。

鼈 東壁ほぼ中央に竃が付設されていた。住居

壁より内側に竃袖が張り 出す形態の鼈で、右側は25

3. 5区の遺構

cm、左側は15cmほどの袖の基部が残存していた。焚

口幅は35cmである。燃焼部の壁は焼けて焼土化して

いた。煙道部先端は新しい掘削で壊されており、壁

から外へ18cm突出して遺存していた。燃焼部はほぽ

平らで、煙道端部は上方に立ち上がっていた。

周溝柱穴 検出されなかった。

貯蔵穴検出されなかった。

遺 物 70点あまりの遺物が出土している。ほとん

ど埋没土中からの出土遺物である。床面近くの遺物

は住居中央部に出土している。固示した土師器台付

甕形土器（1746)・須恵器杯形土器(1747• 1748) ・土

師器杯形土器(862)は床面直上で出土した。

（遺物観察表 ：26頁）

所見 出土遺物から、 9世紀中葉の住居と考えら

れる。
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第 3章 歴史時代後半期の追構と遺物

4. 6区の遺構

6 区 3号住居

位 置 C •d - 7 · 8 グリッド 写真 P L46 

形状長軸を南北方向にする長方形を呈する。周

壁はほぽ直線的に掘られている。四隅はやや角張っ

ている。規模は長軸4.90m、短軸4.26mである。

面 積 18.56吋 鼈方位 N-88°-E

床面 遺構確認面から24cm掘り込んで床面とな

る。竃前と北東隅に焼土 ・灰が残存していた。

鼈 東壁中央より南側に鼈が付設されていた。

住居壁より内側に鼈袖が張り出さない形態の竃で、

焚口幅は40cmである。鼈焚口部の両側には礫が立て

られていた。煙道部は壁から外へ75cm突出していた。

燃焼部はほぽ平らで煙道部に緩やかに傾斜していた。

周 溝 西壁の中央部および竃左脇に幅20cmの周溝

が検出された。

柱穴 主柱穴は検出されなかったが、住居北部に

規模（短径x長径x深さ）が39X81x 6 cmの溝状の小

ピッ トが検出された。形態から柱穴とは考えにくい

が、東西壁に検出された周溝の北端を結ぶ線状に長

く掘られていることから、間仕切りの施設とも考え

られよう。

貯蔵穴 南東隅に長径0.65m、短径0.54m、深さ0.

28mの楕円形の貯蔵穴が検出された。貯蔵穴内から

や東壁との間には多くの遺物が出土した。

遺 物 340点あまりの遺物が出土している。ほとん

ど埋没土中からの出土遺物であるが、床面近くの遺

物も比較的多く残されていた。最も遺物がまとまっ

ていたのは貯蔵穴周辺で、貯蔵穴の中からは土師器

甕形土器（1750)や須恵器壷形土器(1753)が出土し

た。貯蔵穴と東壁の間には須恵器椀形土器(1756• 

1757)や土師器杯形土器(1759)が床面直上で出土し

た。また本住居は須恵器長頸壷形土器が特徴的に出

土している。南壁沿いの1751・鼈左脇の1754・北部

の1752が床面直上で出土した。また須恵器椀形土器

(1758)や須恵器杯形土器(1755)は西壁近くで床面直

上で出土した。（遺物観察表 ：26頁）

所見 出土遺物から、 9世紀後葉の住居と考えら

れる。
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4. 6区の遺構
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第 3章 歴史時代後半期の遺構と遺物

6区 8号住居

位置 C•d - 6·7 グリッド写真 P L47 

重 複 9号住居の北壁を掘っている。

形状長軸を南北方向にする長方形を呈する。周

壁はほぽ直線的に掘られているが、東壁はやや膨ら

んでいる。四隅は比較的丸い。規模は長軸5.49m、

短軸4.35mである。

面積 21.43m' 鼈方位 N-93'-E 

埋没土 焼土粒・黄褐色土粒を含む暗褐色土。

床面遺構確認面から33cm掘り込んで床面とな

る。床面は平坦で竃前がやや硬化していた。

鼈 東壁中央より南側に竃が付設されていた。

住居壁より内側に竃袖が張り出さない形態の鼈で、

焚口幅は55cmである。焚口の両側には礫が 1個ずつ

出土した。燃焼部の壁は残存が浅く、顕著な焼土化

は見られなかった。燃焼部はほぽ平らで、煙道部に

緩やかに傾斜していた。

周溝柱穴検出されなかった。

貯蔵穴長軸推定0.9m、短軸0.72m、深さ0.2mの

隅丸長方形の貯蔵穴が検出された。貯蔵穴の内外か
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が強い。粘性しまりあり。

4.床下授土 黒色を主体とし、地山塊（灰褐色土）を含む。

5. 6区9号住居埋没土
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4. 6区の遺構

ら遺物が多数出土している。

遺 物 1100点あまりの遺物が出土している。 1000

点以上が埋没土中からの出土遺物である。床面近く

の遺物も比較的残っており、 23点を図示することが

できた。出土した遺物の器種は土師器杯形土器・土

師器甕形土器と須恵器杯・椀形土器がほとんどであ

る。土師器甕形土器(1760• 1761・1762• 1763 • 1764 • 

1765)の多 くは貯蔵穴の西側南壁沿いにまとまって

こ 777

三 2

ニニ／

口I!

1772 

こ 78

℃ 

こ

出土した。これに対して土師器杯形土器(1777• 

1778 • 1779 • 1781 • 1782)や須恵器皿・杯・椀形土器

(1766 • 1767 • 1768 • 1769 • 1770 • 1771 • 1772 • 1773 • 

1774 • 1775 • 1776)は貯蔵穴の周囲で出土している。

黒色土器杯形土器（1783)は埋没土中から出土した。

（遺物観察表： 27• 28頁）

所見出土遺物から、 9世紀後葉の住居と考えら

れる。
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第 3章 歴史時代後半期の追構と遺物
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第120図 6区 8号住居出土遺物(2)

6 区 9 号住居

位置 d•e - 6•7 グリッド写真 P L48 

重 複 8号住居に北壁を切られているが、床面は

残っていた。また北西隅と西壁は撹乱によって切ら

れているが、かろうじて西壁下部は残存していた。

形状 わずかに短い短軸を南北方向にする長方形

を呈する。周壁はほぼ直線的に掘られているが西壁

はやや膨らんでいた。四隅は北東隅を除いて丸い。

規模は長軸3.86m、短軸3.70mである。

面積測定不可 鼈方位 N-89°-E

埋没土 わずかな焼土粒・黄褐色土粒を含む暗褐色

土で埋まっていた。

床面遺構確認面か ら30cm掘り込んで床面とな

る。床面はほぼ平坦であるが、北西隅は床面が検出

できなかった部分があり、凹凸が著しい。

た。住居壁より内側に鼈袖が張り出さない形態の鼈

で、焚口幅は50cmである。燃焼部の壁は顕著に焼土

化していない。煙道部は壁から外へ55cm突出してい

た。燃焼部はほぼ平らで、煙道部に緩やかに傾斜し

ていた。

周溝柱穴検出されなかった。

貯蔵穴検出されなかった。

遺 物 730点あまりの遺物が出土している。ほとん

ど埋没土中からの出土遺物であり、床面近くからの

遺物も少ない。図示し得たのはいずれも須恵器杯形

土器で、 1786は鼈前に伏せた状態で出土した。 1784

は「 X」の刻書のある土器で、住居南東隅の壁際で

出土した。他は埋没土中の出土遺物である。

（遺物観察表： 28頁）

所見 出土遺物から、 9世紀中葉の住居と考えら

鼈 東壁中央よりやや南側に鼈が付設されてい れる。
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4. 6区の遺構
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第 3章 歴史時代後半期の遺構と遺物

6 区 10号住居

位置 b•C-2•3 グリッド写真 P L48 

重複なし

形状長軸をほぼ南北方向にする長方形を呈す

る。周壁はやや膨らんで掘られており、台形に近い

四隅は丸い。規模は長軸3.02m、短軸2.66mである。

面積 6.25面 鼈方位 N-98°-E

床面遺構確認面から24cm掘り込んで床面とな

る。床面は多少の凹凸は見られるが、全体には平坦

である。あまり顕著な硬化面は検出されなかった。

鼈 東壁中央よりやや南側に鼈が付設されてい

た。住居壁より内側に鼈袖が張り出さない形態の鼈

で、焚口幅は42cmである。燃焼部の壁は奥の方が少

し焼けていた。煙道部は壁から外へ36cm突出してい

た。燃焼部はほぼ平らで、煙道部に緩やかに傾斜し

ていた。

周溝検出されなかった。

柱穴検出されなかった。

貯蔵穴 検出されなかった。

遺 物 105点あまりの遺物が出土している。ほとん

ど埋没土中からの出土遺物である。図示した、土師

器杯形土器（1792)は竃前床面直上で出土した。須恵

器高台付椀形土器（1793)は竃燃焼部で床面からllcm

上で出土したが、竃崩落土に含まれていた遺物と考

えられる。土師器甕形土器（1794)は埋没土中からの

出土遺物である。（遺物観察表： 28頁）

所見 出土遺物から、 9世紀後葉の住居と考えら

れる。
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6 区 15号住居

位置 C.d -6グリッド 写真 PL48 

重複本住居埋没土上に 8局住居がつくられ、本

住居南壁を 9号住居が切っている。

形状長軸を南北方向にする長方形を呈する。周

壁はほぽ直線的に掘られている。四隅はやや丸い。

規模は長軸3.76m以上、短軸3.05mである。

面積測定不可 北壁方位 N-84° E 

床面 遺構確認面(8号住居床面）から 13cm掘り込

んで床面となる。

鼈 東壁中央より 南側に竃が付設されていたと

考えられるが、 8号住居鼈掘り形によって壊されて

いると判断した。

4. 6区の遺構

周 溝本住居の確認できた壁のうち、鼈周辺を除

く東・北・西壁に幅20cm、深さ 7cmほどの周溝が検

出された。

柱穴貯蔵穴検出されなかった。

遺 物 so点あまりの遺物が出土している。ほとん

ど埋没土中からの出土遺物である。竃前床面直上で

土師器杯形土器や甕形土器の破片が出土したが、い

ずれも小破片で図示できなかった。図示した土師器

杯形土器(1795)は埋没土中の遺物であるが、竃前で

出土した遺物と同型式のものである。

（遺物観察表： 28頁）

所見出土遺物から、9世紀中葉の住居と考えら

れる。
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第 3章 歴史時代後半期の遺構と遺物

5. 7区の遺構

7 区 1号住居

位置 n • o -11 • 12グリッド写真 PL49 

形状住居対角線を南北方向にする長方形を呈す

る。固壁はほぽ直線的に掘られている。四隅は東隅

は丸く、他は角張っている。規模は長軸3.42m、短

軸3.03mである。

面積 8.77面 鼈方位 N-l16° E 

床面遺構確認面から14cm掘り込んで床面とな

る。床面は多少の凹凸があるがほぼ平坦で、竃前は

硬化していた。

鼈 東南壁中央よりやや南側に竃が付設されて

いた。住居壁より内側に竃袖が張り出さない形態の

竃で、焚口幅は50cmである。燃焼部の壁はあまり焼

けていない。燃焼部および煙道部は壁から外へ45cm

突出していた。燃焼部はほぽ平らで、煙道部に緩や

かに傾斜していた。

周溝検出されなかった。

柱穴検出されなかった。

貯蔵穴 検出されなかった。

遺 物 35点あまりの遺物が出土している。出土遺

物は比較的少ないが、床面近くの遺物が壁沿いに残

されていた。いずれも床面と考えた面から数cm上に

あるが、比較的大きな破片であり、時期的にもまと

まっていることから、住居に伴うものと考えたい。

鼈左脇から土師器台付甕形土器(1798)、南壁中央か

ら土師器甕形土器（1797)が、北東壁・北西壁際から

土師器高台付椀形上器（1799)• 土師器杯形土器

(1800)が出土した。（遺物観察表： 28• 29頁）

所見 出土遺物から、 10世紀前半の住居と考えら

れる。
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5. 7区の遺構

7 区 2号住居

位置 BP. q -11グリッド

形 状 住居対角線を南北方向にする長方形を呈す

る。周壁はほぽ直線的に掘られている。四隅は比較

的角張っている。規模は長軸2.25m、短軸2.05m。

面積 4.17面 鼈方位 N-122°-E

I I I 1802 

＼ヽ＼
 ＼

 

＼
 

＼
 

床 面 遺構確認面から 5cm掘り込んで床面となる。

床面はやや凹凸があり、顕著な硬化面はみられない。

鼈 東南壁ほぼ中央に竃が付設されていた。住

居壁より内側に鼈袖が張り出さない形態の竃で、焚

口幅は42cmである。削平が著しく、鼈使用面が残さ

れているのみで、燃焼部の壁の焼土もほとんど確認

できなかった。燃焼部および煙道部は壁から外へ50

cm突出していた。

周溝柱穴貯蔵穴検出されなかった。

遺 物 10点あまりの遺物が出土している。図示し

た土師器甕形土器（1801)は南壁際の床面直上で出土

した。（遺物観察表： 29頁）

所見出土遺物から、 10世紀後半の住居と考えら

れる。
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7 区 5 号住居

位置 Cb-6グリッド 写真 PL49 

重複南壁を11号溝に切られている。

形 状長方形を呈すると考えられるが、南壁を11

号溝に、西壁は削平によって壊されており、全体形

状は明らかにできなかった。北壁 ・東壁は直線的に

掘られており、北東隅は角張っている。規模は不明

である。

面積 測定不可 北壁方位 N-102°-E

埋没土 小礫・軽石・焼土粒を含む淡褐色土で埋まっ

ていた。

床 面遺構確認面から30cm掘り込んで床面とな

る。床面は鼈前がやや下がっているが、ほぽ平坦で

ある。あまり顕著な硬化面は確認できなかった。

鼈 東壁中央より南側に竃が付設されていた。

住居壁より内側に竃袖が張り出さない形態の竃で、

焚口幅は60cmである。燃焼部の壁はあまり焼けてい

ない。燃焼部および煙道部は壁から外へ60cm突出し

ていた。燃焼部はやや窪み、煙道部に緩やかに傾斜

していた。

周溝 検出されなかった。

柱穴検出されなかった。
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第 3章 歴史時代後半期の遺構と遺物
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5. 7区の遺構

貯蔵穴 南東隅と考えられる位置に、長径0.95m、

短径0.6m以上、深さ0.95mの楕円形の貯蔵穴が検出

された。南半分は11号溝に切られている。

遺 物 190点あまりの遺物が出土している。ほとん

ど埋没土中からの出土遺物である。床面近くの遺物

は竃および貯蔵穴の周辺で出土している。土師器杯

形土器（1805)は鼈崩落土内から、土師器杯形土器

(1806)・須恵器椀形土器（1804)は貯蔵穴底面直上で

出土している。土師器甕形土器（1803)は住居中央部、

床面から 9cm上で出土した。（遺物観察表： 29頁）

所見 出土遺物か ら、10世紀前半の住居と考えら

れる。

7 区 9号住居

位置 BP-14グリ ッド 写真 PL49 

重複 なし

形 状 削平によって竃周辺のみが残った住居であ

り、全体形状および規模は不明である。

鼈方位 N-114°-E 

床 面 竃前の床面はすこし高くなっており 、若干

硬化していた。

鼈 東壁南隅よりに竃が付設されていたと推定

される。住居壁より内側に竃袖が張り出さない形態

の鼈で、焚口幅は28cmである。焚口部の両側には円

礫が立てられていた。燃焼部の壁は焼けて焼土化し

ていた。燃焼部および煙道部は壁から外へ42cm突出

していた。燃焼部はほぼ平らで、煙道端部は上方に

立ち上がっていた。

周溝柱穴検出されなかった。

貯蔵穴 検出されなかった。

遺 物 5点の遺物が出土している。いずれも埋没

土中の小破片である。このうち土師器甕形土器

(1810)・杯形土器(1811)を屈示した。

（遺物観察表 ：29頁）

所 見埋没土中からの出土遺物であるが、10世紀

前半の住居と考えられる。
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7区の調査

後世に掘られた方形区画堀の間に、 平安時代の竪穴住居が

検出された。
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第 3章 歴史時代後半期の遺構と逍物

6. 8区の遺構
居とする。したがって本住居の北壁は14号住居の南

半部を切っている。また、南壁は 2号住居を切って

8 区 1号住居

位置 Bg-9 • 10グリッド 写真 PL50 

重複調査時には、 1号土坑を切っている北壁ま

でを本住居の範囲と考えていたが、全体の形や住居

内の床面の高さおよび焼土 ・炭化物の分布範囲から

考えると、 2軒の重複と考えた方が良いと思われる。

したがって炭化物が多量に出土した部分を 8区 1号

住居とし、 1号土坑を切っている部分を 8区14号住
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1. 8区1号・ 14号住居埋没土

2. 8区l号土坑埋没土

3.黒褐色土 軽石粒・小石 ・焼土粒を含む。

4.黒褐色土 軽石粒 ・小石・焼土粒 ・焼土塊（直径 2~4cm) 

を含む。

いる。

形 状 短軸を南北方向にする長方形を呈すると推

定される。周壁はほぽ直線的に掘られているが、四

隅はやや丸く、特に南西隅は大きく膨らんでいる。

規模は長軸3.25m、短軸2.68mである。

面 積 7.3吋 鼈方位 N-89°- E

埋没土 軽石・炭化物粒を含む黒褐色土で埋まって

いた。

床面遺構確認面から18.5cm掘り込んで床面とな

る。床面には焼土塊や炭化物塊を多量に含んだ土が

厚さ15cmほど堆積しており、その上面や中部からほ

とんど完形に近い遺物が出土した。

鼈 東壁中央より南側に竃が付設されていた。

住居壁より内側に竃袖が張り出さない形態の竃で、

焚口幅は40cmである。燃焼部の壁は顕著に焼けてい

なかった。燃焼部および煙道部は壁から外へ36cm突

出していた。燃焼部はほぼ平らで、煙道端部は上方

に立ち上がっていた。

周溝 検出されなかった。

柱穴検出されなかった。

貯蔵穴 検出されなかった。

遺 物 80点あまりの遺物が出土している。ほとん

ど埋没土中の出土遺物であるが、完形に近い遺物が

床面上に堆積した焼土 ・炭化物を多く含む土の内部

および上面から出土している。中央部の須恵器羽釜

(1813)や土師器甕形土器（1814)は焼土・炭化物を含

む土の上面から出土した。これに対し、土師器羽釜

(1812)や土師器鉢形土器（1815)や須恵器高台付椀形

土器（1816)は南東隅壁際の床面直上で出土した。ま

た、形態不明の鉄製品(Ml6)が中央部床面直上で出

土している。（遺物観察表： 30頁）

所見 出土遺物から、 10世紀後半の住居と考えら

れる。
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6. 8区の遺構
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第129図 8区 l号住居出土遺物

8 区 14号住居

位置 Bg-g・10グリッド 写真 PL50 

重複 北壁が 1号土坑を切っている。南半分を l

号住居に切られている。

形状 方形を呈すると考えられるが、南半部が切

られているために全体形状は不明である。局壁はほ

ぼ直線的に掘られている。四隅は丸い。規模は北壁

長2.32mである。 北壁方位 N-85"-E 

床 面遺構確認面から15cm掘り込んで床面となる。

床面は小さな凹凸はあるが、全体には平坦である。

遺 物 1号住居とともに70点あまりの埋没土出土

遺物を出土しているが、確実に14号住居と断定でき

る遺物は確認できなかった。

所 見出土遺物からは住居の時期を判断すること

はできない。 1号住居との関係から10世紀前半以前

の住居と考えられる。
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第 3章 歴史時代後半期の遺構と遺物

8 区 2 号住居

位置 Bg-g・10グリッド 写真 PL51 

重 複 1号住居に北半部を切られている。

形 状対角線を南北方向にする方形を呈すると推

定されるが、全体形状は不明である。周壁はやや凹

凸があり、隅は丸い。規模は南東壁長2.5mである。

南壁方位 N-49°-E  

埋没土 焼土粒・塊を含む黒褐色土で埋まっていた。

床 面遺構確認面から15cm掘り込んで床面となる。

床面は南西部に小ピットが多く検出され、凹凸が著

しい。これらの小ピットが住居に伴うものかは判然

としない。東南壁際には炭化材も出上していた。

鼈 北東壁に竃が付設されていたと推定される

が、その左半分を 1号住居に切られており、全体は

明確でない。残存していた焼土や粘土塊から考える

と竃は壁より内側に鼈袖が張り出す形態と思われ、

右側の袖の基部が40cmほど残っていた。袖には礫が

2個芯として使われていた。

周溝検出されなかった。

柱 穴 南西部に小ピットが多数検出されたが、柱

穴とは断定できなかった。

貯蔵穴 検出されなかった。

遺 物 5点ほどの土器小破片が出土しているが、

いずれも床面直上で出土した。須恵器羽釜(1819)を

図示したが、他に須恵器椀形土器や土師器杯形土器

がある。（遺物観察表： 30頁）

所見 出土遺物から、 10世紀後半の住居と考えら

れる。
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8 区 3号住居

位置 Be・ f ~lOグリッド 写真 PL51 

重複 なし

形状 長軸を南北方向にする長方形を呈する。周

壁はほぼ直線的に掘られている。四隅は角張ってい

る。規模は長軸4.00m、短軸3.65mである。

面積 11.02m2 鼈方位 N-88°-E

床面 遺構確認面から44cm掘り込んで床面とな

る。床面は平坦で、竃前を中心に硬化していた。

鼈 東壁中央より南側に竃が付設されていた。

住居壁より内側に鼈袖が張り出さない形態の鼈で、

焚口幅は52cmである。燃焼部の壁は焼けて焼土化し

ていた。燃焼部および煙道部は壁から外へ83cm突出

していた。燃焼部はほぽ平らで、煙道部に緩やかに

6. 8区の遺構

傾斜していた。

周 溝東壁の竃右0.8mのところから、北壁・西壁

と南壁の西半分の壁際に幅16~24cm、深さ 3~7cm 

の周溝が検出された。

柱穴検出されなかった。

貯蔵穴南東隅に長径0.55m、短径0.45m、深さ0.

12mの楕円形の貯蔵穴が検出された。

遺 物 80点あまりの遺物が出土しているが、ほと

んど埋没土中からの出土遺物である。床面直上の遺

物は 4点で、北壁際で出土した土師器甕形土器

(1822)と須恵器杯形土器（1824）、竃左脇の土師器台

付甕形土器（1823)を図示した。（遺物観察表 ：30頁）

所見 出土遺物から、 9世紀後葉の住居と考えら

れる。
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第 3章 歴史時代後半期の遺構と追物

8 区 8号住居

位置 Ak • I -9グリッド 写真 PL51 

重複 なし

形 状 短軸を南北方向にするやや台形に近い長方

形を呈する。周壁はほぽ直線的に掘られているが、

東壁はやや膨らんでいる。四隅は南西 ・北西隅は角

張り、南東 ・北東隅は丸い。規模は長軸3.94m、短

軸3.68mである。

面積 13.44m' 鼈方位 N-90°-E

床面 遺構確認面から30cm掘り込んで床面とな

る。床面は 2段あり、北壁と西壁に沿って 3~4cm 

高い床面がつくられていた。その幅は北壁沿いで0.

42m、西壁沿いで1.0mである。

鼈 東壁中央より南側に鼈が付設されていた。

住居壁より内側に鼈袖が張り出さない形態の竃で、

焚口幅は60cmである。燃焼部の壁は良く焼けて固く

焼土化していた。燃焼部および煙道部は壁から外へ

86cm突出していた。燃焼部は煙道部に緩やかに傾斜

していた。燃焼部に残された遺物はない。

周溝 検出されなかった。

柱穴 検出されなかった。

貯蔵穴 南東隅に長径1.3m、短径0.72m、深さ0.49

mの楕円形の貯蔵穴が検出された。底面はほぽ平ら

で、西側は緩やかに立ち上がっていた。底面に土師

器甕形土器や杯形土器が出土した。

遺 物 330点あまりの遺物が出土している。ほとん

ど埋没土中からの出土遺物であるが、床面近 くにも

多くの遺物が残されていた。竃周辺には土師器甕形

土器(1825• 1826 • 1827)が出土しているが、いずれ

も床面から10cmほど上で出土した。貯蔵穴周辺には

土師器杯形土器(1832)や土師器甕形土器(1828• 

1830)が床面直上で出土した。北西隅には土師器甕形

土器（1829)や須恵器短頸壺形土器（1831)が床面直上

で、須恵器杯形土器(1833)が床面上 8cmで出土した。

また西壁沿いの段と南壁が接する位置に礫が 4個ま

とまって出土した。（遺物観察表： 30• 31頁）

所見 出土遺物から、 10世紀前半の住居と考えら

れる。
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6. 8区の遺構
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第133図 8区 8号住居出土遺物

8 区 9 号住居

位置 A f•g -lO·llグリッド 写真 P L52 

形状 長軸をほぼ南北方向にする長方形を呈す

る。周壁はほぼ直線的に掘られている。四隅は南西

隅が丸いのを除いてやや角張っている。規模は長軸

5.00m、短軸3.50mである。

面 積 14.40m' 鼈方位 N-101°-E

埋没土 軽石と少量の焼土粒を含む褐色土で埋まる。

床面遺構確認面か ら46cm掘り込んで床面とな

る。床面はほぽ平坦であるが、中央部が盛り 上がっ

た状態になっていた。竃前から中央部は硬化面が顕

著であった。また、西壁に沿って長さ1.6~1.8m、

幅0.6mほどの長方形の土坑が 2基床面上に検出さ

れた。土層観察の結果からは土坑埋没土上層に貼り

床が確認された。したがってこの土坑は住居に先行

するか、住居に伴うものと考えられる。

鼈 東壁中央よりやや南側に竃が付設されてい

た。住居壁より内側に竃袖が張り出さない形態の竃

で、焚口幅は60cmである。焚口部左側面には角礫が

立てられていた。燃焼部の壁は良く焼けて焼土化し

ていた。燃焼部および煙道部は壁から外へ90cm突出

していた。燃焼部はほぽ平らで、煙道部は斜め上方

に傾斜していた。燃焼部には土師器甕形土器の破片

が竃崩落土に混じって出土している。

周 溝東壁の北端の一部から北壁 ・西壁の北端の

一部にかけて「コ」の字状に周溝が検出された。本
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第 3章 歴史時代後半期の遺構と遺物

住居の周溝は幅24~44cm、深さ 10cmほどで、他の住

居の周溝に比べて規模が大きいのが特徴である。

柱 穴柱穴は検出されなかったが、東壁の周溝の

南端に小ピットが検出された。何らかの住居施設と

考えられる。ピットの規模（短径X長径x深さ）は、

P 1 : 46 x 7 4 x 106cmである。

貯蔵穴 南東隅に長径0.96m、短径0.92m、深さ0.

33mの楕円形の貯蔵穴が検出された。底面は平坦で

なく、若干の凹凸がある。

遺物 1050点あまりの多くの遺物が出土してい

る。ほとんどが埋没土中からの出土遺物であるが、

床面近くの遺物も少量出土した。南部に出土した土

師器甕形土器（1837)や須恵器高台付椀形土器(1843)

は床面直上で出土している。西側の土師器甕形土器

(1838)や黒色土器高台付皿形土器（1842)は住居に先

行する長方形土坑の埋没土上面で出土しており、本

住居床面遺物として考えたい。また、鼈前から土師器

甕形土器（1835)が床面より数cm上で出土している

が、竃燃焼部で出土した破片と接合しており、本住居

に伴う遺物と考えたい。（遺物観察表： 31• 32頁）

所見 出土遺物から、 9世紀中葉の住居と考えら

れる。
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6. 8区の遺構
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第3章 歴史時代後半期の逍構と追物

8 区 10号住居

位置 Ae • f -9 • 10グリッド

写真 PL53 

重複西壁を新しい土坑で切られている。

形状短軸を南北方向にする長方形を呈する。周

壁はほぽ直線的に掘られている。四隅はやや角張っ

ている。規模は長軸3.36m、短軸3.10mである。

面積 9.06吋 鼈方位 N 110°-E 

埋没土 軽石と焼土粒を多量に含む褐色土。

床面遺構確認面か ら27cm掘り込んで床面とな

る。床面はほぽ平坦で中央部が硬化していた。

鼈 東壁中央よりやや南側に竃が付設されてい

た。住居壁より内側に竃袖が張り出さない形態の鼈

で、焚口幅は60cmである。燃焼部の壁は焼けて焼土

化していた。燃焼部および煙道部は壁から外へ46cm

突出していた。燃焼部はほぽ平らで、煙道部に緩や

かに傾斜していた。燃焼部から鼈前にかけては土師

器甕形土器破片が出土している。

周溝 検出されなかった。

柱穴検出されなかった。

貯蔵穴 南東隅に長径0.63m、短径0.58m、深さ0.

32mの楕円形の貯蔵穴が検出された。貯蔵穴埋没土

中からは土師器甕形土器の破片が出土している。

遺 物 290点あまりの遺物が出土している。ほとん

ど埋没土中からの出土遺物であり、床面直上の遺物

はほとんど無い。竃前の土師器甕形土器(1848• 

1849)・須恵器長頸壺形土器(1850)は床面から数cm上

から出土したが、鼈内の破片と接合しているので、

本住居に伴う遺物と考えたい。（遺物実測図は前頁）

（遺物観察表 ：32頁）

所見 出土遺物から、 9世紀後葉の住居と考えら

れる。
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8 区 12号住居

位置 Ab•C -10グリッド 写真 PL53 

重 複 13号住居の西壁を切っている。 5号掘立柱

建物の柱穴と重複しているが、遺構の平面的な確認

の段階では本住居の方が新しいと判断された。

形 状長軸を南北方向にする長方形を呈する。周

壁はほぼ直線的に掘られている。四隅は角張ってい

る。規模は長軸4.22m、短軸3.52mである。

面 積 13.03面 鼈方位 N-88°-E

埋没土 炭化物粒 ・焼土粒を含む褐色土で埋まって

いた。竃脇には灰と焼土の互層も見られた。

床面遺構確認面から37cm掘り込んで床面とな

る。床面はほとんど平坦で竃前から中央部は硬化。

鼈 東壁中央よりやや南側に竃が付設されてい

た。住居壁より内側に鼈袖が張り出さない形態の竃

で、焚口幅は45cmである。燃焼部の壁は良く焼けて

焼土化していた。燃焼部および煙道部は壁から外へ

72cm突出していた。燃焼部はほぼ平らで、煙道部に

緩やかに傾斜していた。

周溝柱穴 検出されなかった。

貯蔵穴 四隅のうち、北東隅を除く 三隅に貯蔵穴と

考えられる土坑が検出された。これらの土坑はそれ

ぞれ形態が異なっている。南東隅は長径0.95m、短

径0.52m、深さ0.23mの長楕円形、南西隅は長径0.

92m、短径0.80m、深さ0.25mの楕円形、北西隅は

長軸0.80m、短軸0.65m、深さ0.21mの隅丸長方形

である。南西隅の貯蔵穴からは土師器甕形土器の破

片が出土した。

遺 物 350点あまりの遺物が出土している。ほとん

ど埋没土中からの出土遺物である。図示した土師器

杯形土器（1393)や須恵器杯形土器（1394)、北西隅に

集中して出土した須恵器甕形土器（1392)は、住居東

半部の壁際で出土したが、いずれも床面から10~20

cm上で出土した遺物である。特に須恵器甕形土器は

本住居埋没途中に投げ込まれたような状態で出土し

た。（遺物観察表： 32頁）

所見 出土遺物から、 9世紀中葉の住居と考えら

れる。

6. 8区の遺構

8区2号掘立柱建物

位置 Am •n - 8 • 9 グリッド

写真 PL54 

重 複 6号住居(9世紀前半）を切っている。

形状東西棟建物で、 3間X2間(7.OmX 5.0m) 

の規模をもつ。柱間寸法は桁行寸法北列(P1~P 

4)•南列 (P 7~P 1 0)ともに2.8m-2.0m-2.2m

の同一寸法で、西側間口が広い。梁行寸法も西列 (P

l·P5•P 7)・東列 (P 4 • P 6 • P 1 0)ともに

2.0m-3.0mの同一寸法で南側間口が広い。

主軸方位 N-1°-E 

柱穴 柱穴掘り形は直径lm、深さ0.70mほどの円

形あるいは隅丸方形を呈する。 柱痕は検出できな

かった。

遺物柱穴から図示した土師器杯形土器 3点が出

土した。（遺物観察表： 32頁）

所 見出土遺物や重複関係から 9世紀中葉の建物

と考えられるが、建物の時期は厳密には限定できな

い。 8区にはこの他に 1号掘立柱建物 ・3号掘立柱

建物 ・4号掘立柱建物 ・5号掘立柱建物の 1棟の建

物跡が検出されているが、時期が明らかになったも

のはない。本掘立柱建物に隣接する 3号 ・4号掘立

柱建物のうち、 3号掘立柱建物は柱穴の形態や主軸

方位が本建物と一致しており 、同時期の可能性が高

い。 4号掘立柱建物は柱穴の大きさや主軸方位が異

なっており、同一時期の建物とはいえない。 1号掘

立柱建物は時期を考える資料が乏しく、 5号掘立柱

建物は12号住居との新旧関係が不明確な部分があり

時期を限定することは困難である。本書では 2号 ・

3号のみ記述して、他の建物は次巻に他区の状況と

ともにまとめたい。
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第 3章 歴史時代後半期の遺構と遺物
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6. 8区の遺構
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第3章 歴史時代後半期の辿構と追物

8区3号揺立柱建物

位 置 Am • n -10 • 11 グリッド 2号掘立柱建

物の東に隣接する。

写真 PL54 重複 なし

形 状東西棟で、 2間X2間の建物である。南西

隅のP6には柱痕が 2つあり、 p6が西の柱痕をと

れば梁行西列Pl・P4・P6柱筋は西南に広がり 、

P6東柱痕をとればp1が通らない。したがって西

柱痕をとる。 柱間寸法は桁行寸法北列(p1~p 3) 

は2.6m-2.0m、南列(p6~P 8)は2.9m-2.0m

で東側間口は一致している。梁行寸法は西列(p1. 

P 4 • P 6)・東列(P3・P5・P8)ともに1.8m

-2.2mで同一寸法である。

主軸方位 N-1 °-E 

柱穴 柱穴掘 り形は直径lm、深さ0.70mほどの円

形あるいは隅丸方形を呈する。ほとんどの柱穴で柱

痕は検出できなかった。

所 見 出土遺物はないが、 2号掘立柱建物と主軸

や柱列の形態や位置が一致するので、同時期の建物

と考えられる。
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7. 9区の遺構

9 区 1号住居

位置 d • e- 1グリッド 写真 PL55 

重 複古墳時代前期の畠サク溝群を切っている。

形状長軸を南北方向にする台形を呈する。周壁

はほぽ直線的に掘られている。四隅は角張っている

が、北東隅のみやや丸い。規模は長軸3.52m、北壁

長3.10m、南壁長2.60mである。

面 積 8.62面 鼈方位 N-88°-E

埋没土 軽石粒 ・焼土粒を含む暗褐色土。

床 面遺構確認面から29cm掘り込んで床面とな

る。床面は小さな凹凸はあるがほぽ平坦で、鼈前か

ら中央部にかけて硬化していた。

鼈 東壁中央よりやや南側に鼈が付設されてい

た。住居壁より内側に鼈袖が張り出さない形態の鼈

I是 鳳

王 Im ＼＼ 

信

｀ 霞

EPA 

゜
I 80 4m 

）） 

I I 

7. 9区の遺構

で、焚口幅は61cmである。燃焼部の壁は焼けて部分

的に焼土化していた。燃焼部および煙道部は壁から

外へ68cm突出していた。燃焼部はほぽ平らで、煙道

部に緩やかに傾斜していた。

周 溝北壁東端から0.6mのところから、西壁北端

0.6mのところまでL字形に、幅16cm、深さ 4~7 cm 

の周溝が検出された。

柱穴貯蔵穴検出されなかった。

遺 物 100点あまりの遺物が出土しているが、竃前

の床面近くに土師器甕形土器の破片が出土したのみ

で、ほとんど埋没土中からの出土遺物である。図示

した土師器甕形土器(1852)や須恵器高台付椀形土器

(1853)も埋没土中から出土した。

（遺物観察表 ：32頁）

所 見埋没土出土遺物か らではあるが、その全体

的傾向から 9世紀後葉の住居と考えられる。
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第 140図 9区 1号住居と出土遺物
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第 3章 歴史時代後半期の遺構と遺物

9 区 2号住居

位置 b• C - 0 • 1 グリッド 写真 P L55 

重 複 3~6号住居を切っている。竃の左脇の東

壁の一部を新しい井 戸に切られている。

形 状 長軸を南北 方向にする長方形を呈する。周

壁はほぼ直線的に掘られている。 四 隅はやや丸い。

規模は長軸5.10m、短軸3.22mである。

面 積 14.39m' 鼈方位 N-95°-E 

埋没土 小礫 ・軽石粒 ・少量の焼土粒を含む褐色土

で埋まっていた。

床面 遺構確認面から37cm掘り込んで床面とな

る。床面は下層の 5号住居の西壁を反映 して 4~6
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3.黒褐色土 白色軽石 ・小砂利を含む。

(9区3号住居埋没土） 陪4.黒色土 白色軽石 ・小砂利を含む。

(9区4号住居埋没土）

5.黒褐色土 小石 ・軽石粒 ・焼土粒を含む。 EPB EPB' 
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（直径 1~2cm) を含む。
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8.暗黄褐色土 （地山塊）

9.暗黄褐色土焼土粒を含む。
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13.灰色土 灰層 • 黒色土を混じ、焼土粒をわずかに含 L =99 9m  

む。
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第 141図 9区2号住居
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第142図 9区 2号住居出土遺物

cmほど落ち込んでいたが、他は平坦である。

鼈 東壁の南端に近い位置に竃が付設されてい

た。住居壁より内側に若干鼈袖が張り出す形態の鼈

で、右側は 6cm、左側は12cmほどの袖の基部が残存

していた。焚口幅は42cmである。燃焼部の壁は焼け

て焼土化していた。燃焼部および煙道部は壁から外

へ68cm突出していた。燃焼部はほぼ平らで、煙道部

に緩やかに傾斜していた。

周溝柱穴貯蔵穴 検出されなかった。

遺 物 340点あまりの遺物が出土しているが、ほと

んど埋没土中からの出土遺物である。床面近くの遺

物は鼈周辺に出土した。甕形土器は小破片で図示で

きなかったが、頸部「コ」の字のものである。また

須恵器高台付椀形土器（1854)が鼈前床面直上で完形

で出土した。また須恵器椀形土器(1855• 1856)も鼈

左脇壁際床面直上で出土した。（遺物観察表 ：33頁）

所見 出土遺物か ら、 9世紀後葉の住居と考えら

れる。

7. 9区の遺構

9 区 4号住居

位置 b• C- 1グリッド 写真 PL55 

重 複 5 号 • 6号住居を切っている。南東部に 2

号住居が重複するが、本住居が先行する。

形状短軸を南北方向にする正方形に近い台形を

呈する。周壁は南北壁はほぽ直線的に掘られている

が、東西壁はやや膨らんでいる。四隅はやや丸い。

規模は長軸3.40m、短軸3.28mである。

面積 9.12吋 鼈方位 N-95°-E

埋没土小礫・軽石粒を含む黒色土で埋まっていた。

床面 遺構確認面から49cm掘り込んで床面とな

る。床面はほぼ平坦であるが、北部に数cmの段が検

出された。これは下層にある 5号住居の北壁の線に

一致しており、下層の住居の掘り込みを反映したも

ので、本住居の施設ではないと考えられる。

鼈 東壁中央より南側に鼈が付設されていた。

住居壁より内側に鼈袖が張り出さない形態の竃で、

焚口幅は75cmである。燃焼部の壁は焼けて焼土化し

ていた。燃焼部および煙道部は壁から外へ90cm突出

していた。燃焼部はほぼ平らで、突出部のほぼ中央

に段があり、煙道部は浅くなっていた。煙道部端は

上方に立ち上がっていた。

周 溝東壁北端に幅25cm、深さ 5cmほどの周溝状

の小溝が検出されたが、住居施設としての周溝かど

うかは判断できなかった。

柱穴 検出されなかった。

貯蔵穴北西隅に長径0.65m、短径0.62m、深さ0.

20mの楕円形の土坑が検出された。検出された位置

からすると、住居施設とも考えられるが、厳密には

住居に伴うかどうかは確認できなかった。

遺 物 120点あまりの遺物が出土しているが、埋没

土中の出土遺物であり、床面近くの遺物はない。埋

没土中から須恵器円面硯の破片(1861)が出土してい

る。図示した土師器杯形土器（1858• 1859)・須恵器

杯形土器（1860)も埋没土中で出土した。また西壁近

くに炭化材が出土している。（遺物観察表： 33頁）

所見 埋没土の出土遺物は、 9世紀中葉のものと

考えられる。
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第 3章 歴史時代後半期の遺構と遺物
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L=99.9m 

゜
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9区 5号住居

位置 b • C - 1 グリッド 写真 PL55 

重複 6号住居を切っている。 2号 ・4号住居が

重複するが、本住居が先行する。

形状長軸を南北方向にする長方形を呈する。周

壁はやや乱れており、北壁は食い違いがあり、南壁

は膨らんでいる。四隅は北東・北西隅は角張ってい

るが、南東 ・南西隅は南壁が膨らんでいるために丸

い。この南壁の膨らみは重複する新しい井戸の掘り

形に影響されている可能性が高い。本来は直線的に

掘られていたものと推定される。規模は長軸4.23m、

短軸3.27mである。

面積 11.02面 鼈方位 N-102°-E

埋没土 小石・軽石・焼土粒を含む暗褐色土で埋まっ

ていた。

床面 遺構確認面から60cm掘り込んで床面とな

る。床面はほぽ平坦で、竃廃土の焼土が広く中央部

にまで広がっていた。

鼈 東壁のほぼ中央に竃が付設されていた。住

居壁より内側に鼈袖が張り出さない形態の鼈で、焚

口幅は38cmである。燃焼部の壁は焼けて焼土化して

いた。燃焼部および煙道部は壁から外へ100cm突出し

ていた。燃焼部はほぼ平らで、煙道部に緩やかに傾

斜して、煙道端部は上方へ立ち上がっていた。

周溝検出されなかった。

柱穴検出されなかった。

貯蔵穴 検出されなかった。

遺 物 260点あまりの遺物が出土しているが、埋没

土中か らの出土遺物である。床面近くの遺物はない。

図示した須恵器椀形土器（1862)・器種は不明である
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が1863も埋没土中からの出土遺物である。埋没土中

に出土した甕形土器は「コ」の字口縁のものである。

（遺物観察表： 33頁）

所見埋没土中の出土遺物は、 9世紀後葉と考え

られる。

9 区 6号住居

位置 b•C-1•2 グリッド写真 P L55 

重 複 5号住居に切られている。

形 状大半を切られているために、東壁と竃周辺

のみしか残っていない。直線的な東壁と角張ってい

る二隅からすれば方形を呈すると考えられるが、全

体形状および規模は不明である。唯一東壁長は4.07

mである。

7. 9区の遺構

東壁方位 N-102°-E 

床 面遺構確認面から16cm掘り込んで床面となる。

鼈 東壁中央よりやや北側に鼈が付設されてい

た。住居壁より内側に竃袖が張り出さない形態の鼈

で焚口幅は42cmである。燃焼部の壁は焼けて焼土化

していた。煙道部は壁から外へ70cm突出していた。

遺物出土遺物はない。

所 見竃が東壁中央より北側にある点は、本遺跡

の他の住居の鼈がほとんど東壁中央より南側にある

ことからすると不自然である。さらに本住居の竃が

後出する 5号住居の竃と重なっていることからする

と、本住居を 5号住居とは別の住居と認定できるか

どうか判断に窮するところである。別個の住居とす

ると 9世紀後葉の住居と考えられる。
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第3章 歴史時代後半期の遺構と遺物

8. 11区の遺構

11 区 1号住居

位置 Bo•P -11 ・ 12グリッド 写真 P L56 

重複北壁を新しい土坑に切られている。

形 状 長軸を南北方向にする長方形を呈すると推

定されるが、南東隅や北東隅の形状が乱れている。

西壁は直線的に掘られているが、東壁は大きく膨ら

んだ掘り形となった。住居とは異なる掘り込みが

あった可能性がある。隅は丸い。規模は長軸推定4.

Om、短軸推定3.08mである。

寵方位 N-111°-E 

埋没土 軽石 ・焼土粒を含む黒色土 ・黒褐色土で埋

まっていた。

床 面 遺構確認面から14cm掘り込んで床面となる。

床面は小さな凹凸があるが、全体には平坦である。

鼈 東壁中央よりやや南側に竃が付設されてい

で、右側は18cm、左側は14cmほどの袖の基部が残存

していた。焚口幅は50cmである。燃焼部の壁はあま

り顕著に焼けていない。煙道部は壁から外へ45cm突

出していた。燃焼部はほぽ平らで、煙道部に緩やか

に傾斜していた。

周溝柱穴検出されなかった。

貯蔵穴 南東隅の壁沿いに長径0.75m、短径0.40m、

深さ0.42mの楕円形の土坑が検出されたが、他の住

居の貯蔵穴と考えられる土坑とは形態が異なるの

で、貯蔵穴とは断定できない。

遺 物 140点あまり の遺物が出土している。ほとん

ど埋没土中からの出土遺物である。鼈周辺に床面近

くの遺物が出土している。図示した土師器甕形土器

(1407)は鼈燃焼部使用面から出土した。土師器杯形

土器(1408・1409)は埋没土中からの出土遺物である。

（遺物観察表： 33頁）

所見 出土遺物から、9世紀中葉の住居 と考え ら

た。住居壁より内側に若干鼈袖が張り出す形態の鼈 れる。
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第146図 11区 1号住居出土遺物

11 区 2 号住居

位置 Bi • j -12グリッド

写真 PL56 • 57 

10cm 

形 状長軸を南北方向にする長方形を呈する。周

壁はほぼ直線的に掘られている。四隅は角張ってい

る。規模は長軸4.25m、短軸3.22mである。

面積 9.76面 鼈方位 N-95° E 

床 面遺構確認面から33cm掘り込んで床面となる。

床面は平坦で、竃から中央部にかけて硬化していた。

鼈 東壁中央より南側に竃が付設されていた。

住居壁より内側に竃袖が張り出す形態の鼈で、右側

は32cm、左側は33cmほどの袖の基部が残存していた。

焚口幅は75cmである。燃焼部の壁は焼けて焼土化し

ていた。煙道部は壁から外へ32cm突出していた。燃

焼部はほぼ平らで、煙道部に緩やかに傾斜していた。

焚口部には円礫が出土しているが、鼈構築に関わる

遺物かどうかは判断できなかった。

周 溝 竃両側および南東隅と南壁西半分を除く壁

沿いに、幅16~20cm、深さ 3~7cmの周溝を検出。

柱穴検出されなかった。

貯蔵穴 南東隅に長径0.57m、短径0.37m、深さ0.

8. 11区の遺構

33mの楕円形の土坑が検出されたが、他の住居の貯

蔵穴と比べて小さいので、同様な機能をもつかどう

かは断定できない。

遺 物 80点あまりの遺物が出土している。ほとん

ど埋没土中からの出土遺物であるが、竃周辺を中心

に床面に残された遺物が10点あまり出土している。

鼈燃焼部には土師器甕形土器（1410)や土師器杯形土

器(1411)が出土している。鼈前からは須恵器瓶

(1413)や土師器杯形土器（1412)が、南壁際からは須

恵器長頸壷形土器（1414)が床面直上から出土した。

（遺物観察表： 33• 34頁）

所見出土遺物から、 9世紀後葉の住居と考えら

れる。

11 区方形遺構

位置 a.b 7 ~ 9グリッド

形状短軸を南北方向にする長方形を呈する。南

壁西端には幅5m、高さ4mほどの三角形に掘り残さ

れた部分があり、不定型である。周壁はほぼ直線的

に掘られている。西壁の北端はやや短く、北壁西半

分は弧状を呈する。四隅は丸い。規模は長軸17.2m、

短軸12.0mである。

面積 234面（掘り残し部分を除く。）

東壁方位 N- 1°-W 

埋没土 暗褐色上塊を含む黒褐色土で埋まっていた。

底面遺構確認面から20cmほど掘り込んで底面と

なる。中央部南には長径6m、短径4.Smの楕円形に

掘り残し部分がある。この突出部分のほかに、床面

には直径30cmほどの円形ピットが不規則に掘られて

いたが、柱穴とは考えにくい。

遺 物 100点あまりの遺物が出土している。ほとん

ど埋没土中の出土遺物で、土師器杯形土器や甕形土

器の破片が多い。図示した土器のうち、須恵器高台

付椀形土器（1865• 1866)は中央部底面直上で出上し

た。（遺物観察表： 34頁）

所 見 方形を意図した遺構であるが、一般的な住

居と比較すると大型である。時期は 9世紀後半と考

えられる。本遺構の性格は不明である。
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第 3章 歴史時代後半期の遺構と遺物
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8. 11区の遺構

こ 言68 ロニ
二 、三ク

1864 1867 

h, 

゜
I・ 4 10cm 

.. 

1塁 息 ！ 
゜◎ 

◎.)邸
゜• 1864 

◎ ◎ 

◎ ◎ 

◎ 
◎ 

EPA // II ／／ 9 EPA' 

゜◎ 

S
P
A、

1865 

◎
 

ー
贋

l
o

共
2

m

艮‘

EPA EPA' 

L =94.6m 

］．黒褐色土 軽石粒 ・暗褐色の地山粒を多く含む。

2.黒褐色土 直径 3~5cm大の暗黄褐色土塊を含む。

3.黒褐色土 1層に類するが色調はやや明る＜固い。軽石粒 ．

地山粒ともに少ない。

4.暗黄褐色土 暗黄褐色土塊（直径 2~4cm大）を多く含む。

5.暗褐色土

第148図 11区方形遺構 ゜
I : l60 Sm 
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第 4章 調査の成果と課題

第 4章 調査の成果と課題

1.調査の成果

荒砥上ノ坊遺跡は、群馬県の中央部、赤城山南麓

に営まれた複合集落遺跡である。発掘調査では11の

調査区に、縄文時代前期から中世にわたる遺構が検

出された。本年度の整理作業は、このうち 9世紀中

葉から10世紀後半の遺構を対象に実施し、歴史時代

後半期として報告した。この報告をもって平成 6年

度 ・7年度に刊行した 2冊の報告書とあわせて、縄

文時代から平安時代後期までの時期が推定できる遺

構の報告を完了したことになる。

これらの成果を通観してみると、縄文時代の遺構

は前期の住居 3軒のみで、発掘区内で検出された遺

構は古墳時代初頭まで途絶える。しかし、古墳時代

初頭から平安時代後期までの住居は、一定地域内に

継続的につくられていたことが判明した。このよう

なあり方は、群馬県の水田農耕を基盤とする里棲み

農耕集落の典型的なかたちであり、荒砥上ノ坊遺跡

の農耕集落としての性格を確認することができた。

また、調査によって土師器・須恵器等の土器の他、

石器 ・金属器が出上した。石器では砥石や棒状礫を

用いた敲石 ・磨石のほかに、紡錘車が 6点出土して

いる。このうち 3点に刻書のある紡錘車が含まれて

いた。紡錘車の文字資料は近年増加しているが、一

遺跡で複数の刻書紡錘車が出土している例は多く

ない。本遺跡の紡錘車出土の背景を明らかにするこ
（註 I)

とが今後の課題である。

また、平安時代の住居から馬具が出土した。これ

まで馬具は、古墳の副葬品から研究されることが多

く、集落での馬具の出土例は不明な部分が多い。馬

が古代の人々との生活とかかわっていたことは確実

であるが、具体的な関係はあまり問題になっていな

い。馬がどのようにかかわっていたかは集落研究の

重要な課題と考えられる。本調査は、集落での馬具

のあり方から畜力利用の実態に迫る視点が可能であ

150 

るのかどうか考える契機となった。

次項では、これらの調査および整理事業の成果と

課題のうち、遺構の年代観の指標とした古墳時代後

期以降の出土土器を示した。次にこの出土土器の変

化にそって、各期の遺構分布の変遷をまとめた。ま

た、出土遺物のうち馬具をとりあげ、管見にふれた

群馬県内の集落出土馬具のデータを示し、集落出土

馬具の現状を整理しておきたい。さらに馬具を含め

た出土鉄製遺物については、その金属学的解析を岩

手県立博物館の赤沼英男氏にまとめていただいた。

2.住居出土土器の変遷

荒砥上ノ坊遺跡では、古墳時代から平安時代の住

居が252軒検出されている。これらのうち32軒は古墳

時代初頭の住居で、遺跡中央低台地の西縁に偏在し

ていた。古墳時代初頭の住居出土土器については、

『荒砥上ノ坊遺跡 I』でその位置づけを述べた。本

遺跡で出土した古墳時代初頭の土器には東海西部地

方の影響が強くなる直前の時期に位置づけられる北

陸系土器が顕著に伴出している。これらは、群馬県

内でも最も古い土師器のひとつになると考えられる

土器である。
（討 2)

この直後に続く住居は、発掘区内では明確に検出

されなかったが、 5世紀の前半には再び発掘区内で

住居が検出されるようになる。ここではこれら 5世

紀前半以降の住居出土土器の変遷を 1~13段階にま

とめた。図示したのは各段階の特徴を最も良く示す

と考えられる住居ごとのセットの抜粋で、補完的に

他住居出土の土器も併載した。第150図が『荒砥上ノ

坊遺跡 I』で報告した古墳時代 (7世紀を含む）、第

151図が 『荒砥上ノ坊遺跡II』で報告した歴史時代前

半期、第152図が本書 『荒砥上ノ坊遺跡III』で報告し

た歴史時代後半期にあたる。年代については県内研

究者の間にも細部で諸説があるが、概ね先学の成果



による。
（註 3)

なお、 1段階と 2段階、 2段階と 3段階、 10段階

と11段階の間には若干の土器の形態差がある。時間

的な間隙が想定されるが、これは発掘区内で住居が

検出されなかったためで、基本的には本遺跡での居

住は継続していると考えている。

I段諧 5世紀前半 遺物を図示した 1区42号住居

は大形住居で、 1辺7mを越える。出土遺物も図化可

能な完形に近い土器が59個体もあり、特殊な機能を

もった住居とも考えられる。 4世紀の用形土器の系

譜にあると考えられるやや丸底の土器に混じって、

平底の杯形土器や広口甕形土器が多く出土してい

る。体部の丸い甕形土器と球形胴部の壷形土器が組

成している。高杯形土器は大形と小形の二種が数個

体ずつ出土した。須恵器の伴出はない。

2段階 6世紀後半 図示した 8区7母住居の土器

をみると、いわゆる須恵器模倣杯形土器と、丸底で

口縁端部がつまみあげられた杯形土器が出土してい

る。甕形土器は胴部中位に最大径をもつ長甕で、頸

部が屈曲するものと、緩やかに外反するものの二者

がある。この二者がその後の土師器甕形土器の系譜

になっていく。本遺跡では須恵器は出土しなかった。

3段階 7世紀中葉 土師器杯形土器の組成は前段

階と同様であるが、須恵器模倣杯形土器は浅くなり、

口縁端部をつまみ上げる杯形土器は端部がやや内傾

し、 一住居におけるこのタイプの杯形土器の占める

割合が高くなっている。甕形土器は長甕と体部の丸

い甕形土器の二者がある。長甕は体部最大径の位置

が胴部上位に変わる。今回の調査では須恵器の出土

はなかった。

4段階 7世紀後半 土師器杯形土器に占める須恵

器模倣杯形土器の数は少なくなり、口縁端部が短く

内傾する丸底の杯形土器がほとんどになる。また口

径の大きな盤状の杯形土器も組成する。須恵器の出

上頻度は高くなり杯形土器・蓋形土器・高盤形土器

などが出土している。図示した 2区36号住居では、

底部切り離し後ナデ調整された杯形土器と、かえり

のある蓋形土器とが出土している。

1.調査の成果 2.住居出土土器の変遷

5段階 7世紀末 前段階よりやや新しい様相をも

つ2区102号住居の土器群をこの段階とした。上師器

杯形土器は 4段階と同様口縁端部が内傾するものが

主体であるが、本段階では器高がやや深くなってい

る。甕形土器の長胴化はさらに進み、膨らみはあま

りなくなる。胴部最上部を斜め・横方向に削るよう

になる。体部の丸い甕形土器は底部が平底になる。

須恵器は杯形土器の底部がやや大きくなるが、底部

は切り離し後、手持ち箆削り調整をしている。

6段階 8世紀初頭 土師器杯形土器は湾曲する底

部に直立する口縁部の付くものが主体である。盤形

土器の稜線は弱くなる。甕形土器は頸部がくの字に

屈曲し、胴部は膨らむ。緩やかに口縁部が外反する

甕形土器もある。須恵器は図示した 3区5号住居か

らは蓋形土器が出土しているが、蓋形土器は外面を

箆削りし、かえりは鈍くなる。この段階の須恵器杯

形上器は底部切り離し後、回転箆削りを施す。

7段階 8世紀前半 土師器杯形土器は、内湾する

体部からやや外に開く口縁部がつく杯形土器が主体

である。体部外面のナデ調整の幅が広くなっている。

盤形土器は器壁が厚くなる。甕形土器は中位に膨ら

みをもち、短く外反する口縁部がつく。前の段階に

比べて胴部が短くなる。緩やかに口縁部が外反する

甕形土器も短胴化する。体部が球形の甕形土器はロ

縁部が小さくなる。小形の台付甕形土器が出現する。

須恵器杯形土器は、底径が長くなり、底部は切り離

し後、回転箆削り調整をしている。高台付の杯形土

器は図示できなかったが、 2 区107号住居• 3区l局

住居等で出土している。 2区104号住居では黒色土器

(1075)が伴出している。
（註 4)

8段階 8世紀後半 土師器杯形土器は底部がわず

かな丸底から平底に近くなり、底部だけに箆削りを

施すようになる。甕形土器は最大径が胴部上方にな

り、胴部の長さが短くなる。体部球形の甕形土器も

残っている。図示した 2区17号住居には胴部の膨ら

まない器形の甕形土器も伴出した。須恵器杯形上器

は大きめの平底から直線的に外反する。底部は切り

離し後、回転箆削り調整をおこなう。体部立ち上が
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り部にも箆削りを施すものもある。他に 2区108号住

居等では回転糸切り離し無調整の杯形土器も出土し

ている。図示しなかったが、返りのない蓋形土器が

この段階と思われる 6区7号住居で出土している。

9段階 9世紀前半 土師器杯形土器はやや丸さの

残る平底からわずかに内湾する口縁部にいたり、底

部のみに箆削りを施す。甕形土器は頸部が一旦直立

してから、外反するようになり、次の「コ」の字口

縁の甕形土器への変化を始めている。胴部上位に最

大径をもつ。胴部上位は横方向の箆削りを施す。須

恵器杯形土器は平底の底部からわずかな膨らみを

もって立ち上がる。底部は切り離し後、回転箆削り

を施すものと無調整のものがある。蓋形土器は口縁

部が下方に曲がり 、ボタン状の摘みが付く。

10段階 9世紀中葉 土師器杯形土器は平底から外

反する体部にいたり、底部に箆削り、体部はきれい

になでている。図示した 1区74号住居には出土して

いないが、丸底に近いものもある。甕形土器は屈曲

する頸部から口縁部が外方へ開く。前段階の甕形土

器から「コ］の字口縁部の甕形土器への過渡的な様

相を示している。最大径は胴部上位にある。須恵器

杯形土器は底径が小さくなり、底部は回転糸切り離

し後無調整である。図示した 1区74号住居では黒色

土器の高台付椀形土器が出土している。

11段階 9世紀後半 土師器杯形土器は丸底系譜の

ものと平底系譜のものと両者があるが、いずれも口

縁部が緩やかに屈曲して内湾する。体部には指頭圧

痕が残る。底部は箆削りされている。甕形土器は頸

部が典型的な「コ」の字を示すようになり 、胴部上

位が張る器形になる。台付甕形土器は台部が小さく

なる。

須恵器杯形土器は底径が小さくなり、浅くなる。

高台付椀形土器はわずかな膨らみをもつ体部に断面

方形の高台をつける。皿形土器が伴出するようにな

る。図示した 6区8号住居には黒色土器椀形土器が

出土している。

12段階 10世紀前半 土師器坪形土器は底径が狭

く、器高が高くなって深くなり、椀形土器に近い器
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形になる。体部には須恵器椀形土器の鞘櫨整形を思

わせるような指頭圧痕が並ぶ。断面台形の高台を付

ける椀形土器も出現する。甕形土器は頸部の「コ」

の字がくずれて器壁も厚くなる。胴部上位の張りは

なくなり、中位が膨らむ。 8区8号住居に器壁の薄

くなった台付甕形土器が出土している。須恵器は坪

形土器の出土量は少なくなり、ほとんど高台付椀形

土器である。この段階には還元焔焼成は少なく、酸

化焔焼成のものがほとんどである。高台も低く、雑

なつくりになる。羽釜はこの段階に出現しているが、

本遺跡では出土量はきわめて少ない。本段階と考え

られる 2区93号住居で酸化焔焼成の須恵器椀形土器

と伴出している。灰釉陶器は光が丘 1号窯式のもの

が 7区5号住居で出土している。また大原 2号窯式

期の灰釉陶器が本段階と思われる 2区76号住居から

出土している。これ以前の灰釉陶器は本遺跡の住居

からは出土しなかった。なお、時期不明の 3区5号

土坑の埋没土中から黒笹14号窯式期の高台付き椀形

土器の破片が出土している。来年度刊行の『荒砥上

ノ坊遺跡IV』で報告する予定である。

13段階 10世紀後半 この段階の土師器坪形土器は

今回の調査では出土していない。椀形土器はやや浅

くなっているが使われている。土師器甕形土器は頸

部がくの字になり、口径が大きな器形となる。羽釜

は土師器の技法 ・胎土でつくられたものが東毛地域

に特徴的に出土する。第152図には示せなかったが、

土師器羽釜が 8区1号住居で須恵器羽釜と伴出して

いる。この住居には漉轄使用甕形土器の系譜にある

と思われる甕形土器も出土している。須恵器はほと

んど酸化焙焼成でつくられているが、体部下位に丸

みをもち、開く高台をつけた新しい器形が登場する。

前段階とは異なる展開を重視してこれらの土器を

「土師質土器」と呼ぶ研究者もいるが、本書では輔

櫨使用という技術的規範を重視し、須恵器とした。

またこの段階では小形の椀形土器も出現している。

黒色土器も体部下位が丸みをもった器形の椀形土器

が出土している。灰釉陶器は大原 2号窯式期と虎渓

山 1号窯式期の椀形土器が本段階の住居に出土して
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第 4章調査の成果と課題

いる。 2区8号住居には緑釉陶器の輪花皿形土器が

出土しているが、本資料は近江産に特徴的な形態を

示しており、 10世紀後半のものとのご教授を受

けた。
（註、5)

以上のように荒砥上ノ坊遺跡の古墳時代以降の住

居出土土器は、数力所の断絶は認められるものの、

一連の形式学的な変遷をたどることが可能と思われ

る。群馬県内では 5世紀後半には須恵器が出現して

おり、本遺跡 2段階には須恵器は使われていたと見

られるが、本遺跡発掘区内の 2• 3段階での出土は

なかった。須恵器の変化や灰釉陶器の出現時期は県

内の他遺跡の状況とかけ離れた状況ではないと思わ

れる。しかし、土師器坪形土器や甕形土器が10世紀

まで残存していることは特徴的であり、群馬県東部

の歴史時代後半期の従来のあり方を追認することが

できたと考えている。

3.居住域の変遷と集落の動向

前項で本遺跡発掘区で検出された住居から出土し

た土器の変遷を示した。既刊の報告書本文中では、

このような年代観から住居の時期を推定し、記述し

た。それを一覧表にしたのが第 2表である。限られ
（註 6)

た発掘区内での遺構の確認は集落全体を示すもので

はないので確定的なことを述べることはできない

が、荒砥上ノ坊遺跡における居住域変遷を端的に表

していると思われる。本稿では古墳時代初頭以降の

居住域の変遷を検出遺構の数と分布からまとめてお

第2表 荒砥上ノ坊遺跡の検出遺構一覧表

地形単位 発掘区 3世紀 4世紀 5世紀 6世紀 7世紀

後半 前半 後半 前半 後半

8区

9区 As-C埋没畠

中央低台地 10区

l ・2区 29 2 3 4 (3) 16 

6区 3 

4区 周溝墓6基

西台地 3区 1 1 

11区

東台地 7区 1 

5区 1 
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きたい。なお、荒砥上ノ坊遺跡では 3軒の縄文時代

前期の住居が検出されているが、ここでは割愛した。

縄文時代前期の集落動向については既刊の『荒砥上

ノ坊遺跡 I』の第 7章で述べた。

古墳時代初頭の集落は、中央の低台地にまず居住

域を設定し、 1 • 2区と 6区の間の小さな帯状低地

と1• 2区西側の低地を望むように住居群がつくら

れている。（第153図 1)西側低地を水田耕作地とし

た農耕集落が成立していたと考えられる。

荒砥上ノ坊遺跡の古墳時代初頭の集落は、出土時

から 2~3時期に分けることができるが、住居は古
（註 7)

墳時代前期を通じて西側低地に接する台地縁辺につ

くられている。台地内部への居住域拡大はみられな

い。 2区北中央部と 9区には同時期と考えられる畠

が検出されているので、台地内部は昂作耕作地とし

て利用されていたのであろう。

古墳時代中・後期になると、それまで住居が検出

されなかった 1• 2区の東半分や 3• 5 • 7 • 8区

に住居が検出されている。（第153図 2) 3区は西側

低地沿い、 5• 7 • 8区は東側低地沿いである。 3

区は東側低地に水田耕作地が拡大することによって

新開された居住域の可能性が高い。また、 5 • 7 • 

8区も以前には水田化されていなかったと思われる

東側低地に接しており、耕地拡大に伴った新開居住

域と考えられる。

歴史時代には古墳時代後期に居住域となった地点

には必ず住居が検出されている。 （第153図3• 4) 
（註 8)

住居の密度も高くなっていることから、継続性の高

さを示していると考えられよう。古墳時代から次第

8世紀 9世紀 10世紀

前半 後半 前葉 中葉 後葉 前半 後半

1 3 2 2 2 2 

1 1 4 

3 

32 11 12 14 30 13 12 

3 2 2 2 3 

3 3 

1 1 

2 3 3 1 

2 1 3 3 1 
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3.居住域の変遷と集落の動向

に拡大された西側 ・東側両低地の水田を堅持してい

るのであろう。また、 9・10・11区に住居が新たに

検出されている。これはこの時期に台地内部への居

住域の拡大が始まっていることを示している。

このように荒砥上ノ坊遺跡で検出された住居群の

位置や密度の変化は、水田耕作地の拡大に伴った居

住域の変遷と考えられる。このような居住域の変遷

は、周辺の遺跡群の動向と関連して理解することが

できる。

荒砥上ノ坊遺跡の西側低地は遺跡から約 1km北方

に谷頭をもつ開析谷で、遺跡の南方約2kmの下流で宮

川の低地と合流する。この低地沿いの古墳時代前期

の集落は、本遺跡の上流下流に一遺跡ずつが確認さ

れている。上流には0.6~0.7kmのところに荒砥中屋

敷 I遺跡があり、荒砥上ノ坊遺跡と同時期の古墳時
（註9I 

代初頭の住居が 1軒検出されている。下流の宮川と

の合流地点には宮川を望むように荒砥島原遺跡の古
（計10)

墳時代前期集落があり、宮川沖積地を生産域として

いると考えられる。他地域でも古墳時代前期の集落

は水系沿いに 1～数kmおきに並ぶ傾向があることか
（註11)

ら、本遺跡と下流の荒砥島原遺跡との間にもう一つ

集落がある可能性もある。このように関連する水系

ごとに周辺の遺跡や遺構の分布を分析すると、自然

の水系と可耕地を効率的に使う古墳時代前期の集落

立地の特徴を本地点でも認めることができる。

古墳時代後期の遺跡は今のところ上流側には確認

されていない。発掘調査が進めば検出される可能性

は残されている。下流側では荒砥上ノ坊遺跡から南

方0.6~0.7kmのところに二之宮宮下東遺跡が、前述
（註12)

した宮川低地との合流部の北側に荒砥天ノ宣應跡

が、南側に荒砥島原遺跡がある。荒砥島原遺跡は古

墳時代前期から継続した伝統集落であるが、荒砥天

ノ宮遺跡と二之宮宮下東遺跡は古墳時代後期からの

集落である。

荒砥天之宮遺跡では、西側の低地に向かってのび

る溝を敷設した潅漑用の溜井が台地縁辺に検出され

ている。これによって西側の欠水性の帯状低地の水

田を拡大したと考えられ、荒砥天之宮遺跡はこの水
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田拡大に伴った新開集落と考えられる。この低地の

北部は上武国道建設工事に伴って発掘調査されてお

り、 二之宮千足遺跡東谷地にあたる。ここでは古墳
(,tt 1 4 1 

時代前期以降 7面の水田面が検出されている。これ

らの調査成果から、最も条件の良い地点が古墳時代

前期に一部水田化され、古墳時代後期以降の開発の

進展によって帯状低地全体が次第に水田化されてい

くと推定される。荒砥天之宮遺跡では、古墳時代後

期には荒砥上ノ坊遺跡西側からのびる低地沿いにも

居住域が広がっており、こちらの低地の水田化にも

成功していたのであろう。上武国道建設に伴って、

帯状低地のなかを調査した二之宮宮下東遺跡では古

墳時代初頭の榛名ニツ岳渋川テフラの降下後、 4面

の洪水堆積物で埋没した水田と、 1108（天仁 1)年

に降下した浅間Bテフラ直下の水田が検出されてい

る。この遺跡の台地上の調査で検出された遺構は、

古墳時代後期以降であり、古墳時代後期の開田に支

えられた新開集落と考えられよう。荒砥上ノ坊遺跡

では、古墳時代後期に東側の低地沿いに居住域が新

開され、新たに水田耕地が拡大されているのであろ

う。荒砥上ノ坊遺跡のある水系では、古墳時代前期

に点在していた集落が、遅くても古墳時代後期には

技術の導入を背景にして農耕地の拡大を図って新た

に開かれている。

奈良 ・平安時代には荒砥上ノ坊遺跡をはじめ、前

述の荒砥島原遺跡 ・荒砥天之宮遺跡では継続して居

住域が検出されている。また、二之宮宮東遺跡・荒

砥青柳遺跡のように奈良 • 平安時代に居住が始まる

地点もある。荒砥上ノ坊遺跡の周囲の低地では埋没

水田は調査で確認することはできなかったが、平成

5年度の土壌調査と分析で浅間Bテフラ直下の黒色

土から多量のイネのプラントオパールが検出されて

いる。浅間Bテフラはほとんど水平堆積をしてお
（註151

り、水田面に堆積している状態を示しているとの推

定も可能であろう。他遺跡の浅間Bテフラ下水田の

検出状況と奈良 • 平安時代の居住域の継続性や拡大

傾向から考えると、荒砥上ノ坊遺跡の東西にある帯

状低地はほぼ全域が水田化され、満作に近い状況を

荒砥青柳 •L

。

●古J/1時代初頭の逍椙

..古泊時代中・後期の遺構

■ 奈良 •平安時代の遺跡

・9浅間Bテフラ下水田

I : 20000 1 km 
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第 153図 荒砥上ノ坊遺跡周辺の遺跡群

呈していたと考えたい。このことは荒砥上ノ坊遺跡

の北西2kmのところにある荒砥諏訪西遺跡で、浅間B

テフラ下水田が微高地上に及んでいることからも理
（註16)

解できよう 。

荒砥上ノ坊遺跡の居住域の変遷を、同水系の遺跡

群の動向と関連づけて考えてみた。このような耕地

拡大に伴う集落動向は以前に西側の宮川下流域遺跡

群で確認されたことであり、荒砥上ノ坊遺跡水系で
（註17)

も同様のことが追認できたといえよう。

4.群馬県における集落出土の馬具

荒砥上ノ坊遺跡では、 9世紀中頃の 1区33号住居

の床面付近から、轡の衡と引手金具および絞具の破

片が出土した。これらの出土状態は、床面に密着し

た状態ではなく、数cm上で出土している（第34図）。

その地点は貯蔵穴にあたり、須恵器杯形土器(1250)
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や土師器杯形土器（1248・1249)が同様の状態で出土

していることから、馬具の出土状況にやや曖昧な点

はあるものの伴出した土器とともに住居に残された

ものと考えた。住居址出土の馬具は、大谷猛氏によっ

て集成されたことがあるが、群馬県下では出土例が
（註18)

少ないことから等閑視されてきた。しかし、馬具が

集落から出土している例は少なからず見られる。

最近の群馬県の発掘調査の成果では、子持村白井

遺跡群で 6世紀初頭に馬が放牧状態で飼われていた

ことが判明している。また、平安時代の水田面には
（註19)

馬の蹄跡が残されている。また断片的ではあるが馬
（註20)

骨が集落内に埋められている例もある。これらのこ
（計21)

とから集落内に馬がいたことは想像に難くない。馬

が集落のなかでどのように使われていたかは、乗用・

荷駄用・農耕用あるいは放牧飼育を問わず、集落内

の社会構造を考える上で極めて重要な課題である。

現段階では、集落内の馬の実態を示す考古学的な資

料は多くないが、 集落における畜力利用の実態解明

の端緒として、ここでは群馬県における集落内の馬

具の出土例を再確認することにしたい。

第 3表は管見にふれた群馬県内の集落遺跡出土馬

具一覧である。今回集成できた馬具は29遺跡から出

土した63点である。内訳は轡の連結を一部でもとど

めるものは 9点、轡を構成する衝 6点、引手金具 8

点、鏡板 3点、鞍 l点、鐙靭 2点、雲珠 1点、鎖 1

点、絞具22点、鈴 4点、および木製の鞍 2点である。

以下、これらの馬具の形態と出土状態および分布の

特徴を分析する。

轡は、 9点のうち 5点が環状鏡板付轡で、大形矩

形立聞のものと絞具造立聞のものの両者がある。新

田町西田遺跡では 7世紀末から 8世紀初頭と考えら

れる住居の埋没土から絞具造立聞環状鏡板付轡が、

高崎市下佐野遺跡では10世紀初頭前後の土坑から両

者が出土している。これらは古墳時代後期に規格化

されて盛んに古墳に副葬された型式のものである。

8世紀以降の変遷は良くわかっていないが、奈良時

代以降も引き続き使われていたのであろう。この他

に鮫具造立聞の燦状鏡板 1点が前橋市二之宮谷地遺

4.群馬県における集落出土の馬具

跡18母住居から出土しているが、環の内側に装飾的

な屈曲があり古墳時代の一般的な環状鏡板とやや異

なる。群馬町堤上遺跡H-142号住居の埋没土中から

は花形杏葉鏡板が出土している。住居の出土土器は

7世紀末と思われるが、鏡板の編年型式は小野山節

氏の分類に照らせば 3期とみられる。太田市成塚住
（註22)

宅団地遺跡BH632号住居出土の轡は、上端に壺のつ

いた棒状の立聞から杏葉形に似た鏡板を付けている。

6世紀後半の住居から出土しているが、住居にとも

なう出土状態でなく、型式的にも「奈良時代以降の

轡」と考えられている。前橋市鳥羽遺跡 1103号住居
（註23)

出土の 「眼鏡状の鉄製品」も奈良時代以降の鏡板の

可能性が高い。同様のものが吉井町黒熊八幡遺跡29

号住居から出土している。形態からは奈良正倉院蔵

の「疾黎轡」との形態的な関連も想定される。それ

ぞれ 8 世紀• 9世紀の住居埋没上か ら出土している。

衡はいずれも二連と思われる。荒砥島原遺跡では

5世紀後半と考えられる E区9号住居床面から衡が

出土している。報告書では兵庫鎖と引手金具と推定

されているが、その後のソフテックス撮影による調
（註24)

在で衡と引手金具と判明した。他例はほとんど奈良

時代以降の住居の床面および埋没土から出土してい

る。吉岡町大久保A遺跡II区24号住居(11世紀後半）

やII区102号住居(9世紀後半）出土例の報告に床面

出土の記載がある。なお、株木B遺跡DH-53号住居

出土例は青銅製で柄が短く、衡とすれば衡先環が傾

いており特異な形態である。

引手金具は柄と壺部が一体の一本柄引手がほとん

とどである。一例だけ上栗須寺前遺跡群 5A・03号住

居(9世紀前半）の埋没土から柄と壺部一体の二条線

引手が出土している。

鞍・鐙鞘・雲珠・飾金具は、高崎市下佐野遺跡の

3基の土坑から出土した例にとどまる。 7区62号土

坑には轡を欠くが、 6区4B号住居貯蔵穴• 7区61

号土坑からは轡と絞具・鞍が組合わさって出土し、

62号土坑では雲珠・鐙鞘・絞具 ・飾金具が出土して

いる。遺構に確実にともなう出土例であるが、他の

出土遺物が不明である。報告書によれば、 7区61号
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土坑は10世紀 初頭の 7区6母住居より古い。

鮫 具は22点が出 土 し て お り 、 す べ て 鉄 製 で ある。

坂 本 美 夫 氏 が 平面形態で分類した蹄形． c字形・長

2例である。前橋市鳥羽遺跡D289号溝出土例は、浅

間Bテフラ降下以後の溝埋没土から出土しており、

その溝は中世と考えられている。
は125)

方形・環状形の 4種すべてがある。 実測図から は基

部・刺金の形態 も 数 種 あ る と 看 取 で き る が 、 これに

つ いては実見していないので今回は分類しなかっ た 。

出土した絞具の中で、時期が明確なものは先述した

下佐野遺跡を除くと、 箕郷町海行B遺跡SB9出土

例 (10世紀前半）と、前橋市芳賀東部工業団地遺 跡H

-216号住居西壁中央周溝内出土例(9世紀初頭）の

鈴は、太田市成塚住宅団地遺跡で鉄製 2点、吉岡

町大久保A遺跡で銅製 2点、合計 4点が確認できた。

いずれも遺構埋没土中の単独出土である。これらの

鈴 は 他 の 馬 具 と 共 伴 し て い な い の で 馬 装 と し て 使 用

されたかどうかの疑問も残る。
（註26)

鞍はいずれも破損しているが、古墳 時代後期の資

料である。

第 3表 群篤県における集落遺跡出土の馬具一覧表（ ＊は平者推定の時期を示す。）

馬具名 索 材 所 在 地 出土遺跡・遺構 出土位樅 出土迫構の時期 迫跡Na

l 衡 鉄 碓氷郡松井田町 松井田工業団地遺跡B地点 表採 II 

2 絞具（珀状形） 鉄 碓氷郡松井田町 松井田工業団地遺跡GI［グリッド 表採 II 

3 絞具（長方形） 鉄 前橋市冗総社町 草作追跡 表採 4 

4 鈴 銅 北群馬郡吉岡町 大久保A滋跡Fllグリッド 表採 7 
5 鈴 鉄 太田市成塚 成塚住宅団地遺跡EH-103 埋土 5世紀即半 13 

6 轡 鉄 叩橋市＝之宮町 荒砥島原遺跡E区 9号住居址 床面 5付紀後半＊ 18 

7 一本柄引手金具 鉄 月 9J採市—之宮町 京砥島原遺跡E区 9号住居址 床面 5世紀後半＊ 18 

8 鈴 鉄 太田市成塚 成塚住宅団地逍跡E区堀 埋土 5付紀前半～後半 13 

9 鞍 スギ 新田郡新田町 ート田遺跡 1号溝 1-lr-FA/.'l (6世紀初頭） 下 6世紀初頭以即 14 

10 杏媒轡？ 鉄 太田市成塚 成塚住宅団地逍跡BH-632 埋土 6世紀後半 13 
11 杏葉轡？ 鉄 太田市成塚 成塚住宅団地遺跡l3H-632 埋土 6世紀後半 13 

12 鞍 アカガシ亜屈 前柚市之宮町 之宮宮下東遠跡 Hr-FA/i'l (6世紀初頭）上 7世紀初頭以前 26 
13 絞具（不明） 鉄 多野郡吉井町 多比良追部野迫跡H-72号住居 床面直上 7世紀後半 30 
14 化形杏葉鏡板 鉄地金銅張 群馬郡群馬町 堤上遺跡I-1-142サ住居 骰土 7世紀末 16 
15 絞具（長方形） 鉄 渋川市半田 半田中原・南原遺跡45号住居 埋土 7世紀末 ＊ 15 

16 餃貝（長方形） 鉄 渋／ 1| 市半A•I 半m中原 ・南原泊跡45号住居 埋土 7世紀末 ＊ 15 

17 絞貝造立1サ］印状鏡板付轡 鉄 新田郡新Al町 西I•F1遺跡 2 号住居 埋没土中位 7世紀末～ 8世紀初頭＊ 6 
18 絞具（馬蹄形） 鉄 窪岡市下高瀬 下高瀬上之原遺跡13号住居 北西＋12cm 8世紀中葉～後半 29 

19 街 青銅 藤岡市上戸塚 株木B遺跡DH-53号住居址 埋土 8世紀後半＊ 12 
20 鏡板？ （眼鏡状） 鉄 前橋市烏羽町他 烏羽逍跡 I区103号住居 中央部埋土 8世紀後半＊ 20 
21 餃具（馬蹄形） 鉄 渋川市八木原 布馬条里遺跡331号住居 埋土 8~9世紀＊ 22 

22 絞具（長方形） 鉄 前橋市小坂子町 ヵ賀東部団地迅跡H-216号住居 西壁中央周溝内 9世紀初頭＊ 10 
23 絞具（長方形） 鉄 則橋市小坂子町 芳賀東部団地遺跡H-216号住居 西壁中央周溝IAJ 9世紀初頭＊ 10 

24 二条線引手金具 鉄 藤岡市上栗須 上栗須寺前遺跡群5A・03号住居址 埋土 9世紀削半＊ 23 
25 轡（眼鐙状の鋭板） 鉄 多野郡吉井町 黒熊八幡遺跡29号住居 埋土 9世紀前半＊ 25 
26 絞具（C字形） 鉄 前栢市荒子町 荒砥上ノ坊遺跡 l区33号住居 貯蔵穴埋没土 9世紀中葉 ＊ 31 

27 一本柄引手金具 鉄 前橋市荒子町 荒砥上ノ坊政跡 1区33号住居 貯蔵穴埋没.:1- 9柑紀中葉＊ 31 
28 衛 鉄 即栖市況子町 荒砥上ノ坊遺跡 1区33号住居 貯蔵穴埋没土 9世紀中葉＊ 31 

29 絞具（長方形） 鉄 多野郡吉井町 矢田遺跡12号住居 床面＋21cm 9世紀後半 24 

30 一本柄引手金具 鉄 多野郡吉井町 多胡蛇黒遺跡62号住居 床面＋10cm 9世紀後半 ＊ 27 

31 衛 鉄 北群馬郡吉岡町 大久保A遺跡II区102号住居 Pl東床上 10世紀中薬？ ？ 7 

32 鈴 銅 北群馬郡吉岡町 大久保A遺跡II区128号住居 床上105cm 9計紀後半 7 

33 引手金具？ 鉄 北群馬郡吉岡町 大久保A遺跡II区101号住居 埋土 10世紀初頭 7 

34 絞只造立聞匹状鏡板付轡 鉄 商崎市下佐野町 下佐野迫跡 7区61号土坑 中央部底面 10世紀初頭以前 19 

35 絞具（閑状形） 鉄 高崎市下佐野町 下佐野遺跡 6区4B号住居 南西隈土坑内 10世紀初頭 19 

36 鞍 鉄 高崎市下佐野町 下佐野遺跡 6区4B号住居 肉西隅土坑内 10世紀初頭 19 

37 大形矩形立聞蹂状鏡板付轡 鉄 麻崎市下佐野町 下佐野遺跡 6区41う号住居 南西隈土坑内 10世紀初頭 19 

38 絞具迅立聞環状鏡板付轡 鉄 高崎市下佐野町 下佐野遺跡 6区4B号住居 南西隅土坑内 10世紀初頭 19 

39 絞具造立聞四状鏡板付桝 鉄 蛉崎市下佐野町 下佐野追跡 6区4B号住居 南西隈土坑内 10廿9紀初頭 19 
40 絞具（C字形） 鉄 高崎市下佐野町 下佐野遺跡 7区62号土坑 没土中位から底面 平安時代 19 

41 絞具（C字形） 鉄 高崎市下佐野町 下佐野遺跡 7区62号土坑 殺土中位から底面 平安時代 19 

42 絞具（蹂状形） 鉄 釉崎市下佐野町 下佐野遺跡 7区62号士坑 疫土中位から魁面 平安時代 19 
43 絞具（環状形） 鉄 高崎市下佐野町 F佐野遺跡 7区62号土坑 覆上中位から底而 平安時代 19 

44 鐙鞄 鉄 絲崎市下佐野町 下佐野逍跡 7区62号土坑 沿土中位から底面 平安時代 19 

45 鐙鞄 鉄 高崎市下佐野町 下佐野遺跡 7区62号土坑 没土中位から底面 平安時代 19 

46 雲珠 鉄 高崎市下佐野町 下佐野遺跡 7区62号土坑 覆土中位から底面 平安時代 19 

47 飾金具 鉄 高崎市下佐野町 下佐野遺跡 7区62号土坑 狡土中位から底面 平安時代 19 

48 飾金具 鉄 釉崎市下佐野町 下佐野瑣跡 7区62号士坑 疫土中位から底面 平安時代 19 
49 飾金具 鉄 高崎市下佐野町 ート佐野遺跡 7区62号土坑 没土中位から底面 平安時代 19 

50 飾金具 鉄 麻崎市下佐野町 下佐野遣跡 7区62号土坑 殴土中位から底而 平安時代 19 

51 絞具造立問哀状鋭板 鉄 即橋市二之営町 ＝之宮谷地逍跡18号住居 西壁中央 10世紀前半 28 

52 絞具（環状形） 鉄 北群罵群榛東村 御堀遺跡 2号住居址 覆土 10世紀月lJ半＊ 5 

53 絞具（C字形） 鉄 群馬郡箕郷町 海行A ・B瑣跡B区SB9 窺北側床面＿1 10世紀前半＊ 8 
54 一本柄引手金具 鉄 前橋市大室町 庶砥上川久保遺跡 5区13号住居址 埋土 10世紀即半 ＊ 17 

55 絞具（印状形） 鉄 北群馬郡吉岡町 大久保A逍跡 I区 17号住居 床上:lOcm 10世紀末 ， 
56 一本柄引手金具 鉄 群馬郡群馬町 堤上遺跡H-112号住居 北西隅 11世紀前半＊ 16 

57 街 鉄 北群馬郡吉岡町 大久保A遺跡 I区105号住居 床上11cm II世紀削半 ， 
58 衡 鉄 北群馬郡吉岡町 大久保A遺跡ll区 24号住居 床上 11世紀後半 7 

59 鎖の連結 鉄 削橋市元総社町 天神遺跡 4号住居 覆土 11世紀後半 ＊ I 

60 一本柄引手金具？ 鉄 高崎市宿大類町 天田 ・川押遺跡50号住居 埋土 11世紀後半 ＊ 2 

61 餃具（長方形） 鉄 即橋市元総社町他 史跡上野国分寺跡26次SK33 坦士 11世紀頃 3 

62 絞具（長方形） 鉄 月lj祁市冗総社町他 史跡上野国分寺跡26次SK33 埋土 II世紀頃 3 
63 絞具（馬蹄形） 鉄 前橋市烏羽町他 鳥羽追跡D289号溝 埋土 As-B降下以後 21 

160 



以上のように群馬県下では、 5世紀後半（鈴を含め

れば 5世紀前半）から中世におよぶ集落内の遺構から

馬具が出土していることが判明した。このうち 2割

が古墳時代、 8 割が奈良•平安時代以降の遺構から

出土している。奈良時代以降の馬具の編年は明確で

なく、特に衡や引手金具のみでは時期を決定するこ

とは困難である。また、埋没土中からの出土例が多

く、遺構の時期を馬具の時期と決定できる例は全体

の半分ほどである。このように限定された状況では

あるが、古墳の副葬品として考えられがちであった

馬具が古代の集落の中でも検出されることが再確認

された。全体には大谷氏が指摘したように群馬県で

も9~10世紀の遺構の馬具出土例が多い。しかし、

群馬県では古墳時代の出土例もあり、そのうち荒砥

島原遺跡例は 5世紀後半にまでさかのぼることに注

目しておきたい。また鐙に関連した馬具は少なく 、

4.群馬県における集落出土の馬具

轡関連の馬具が多いことも群馬県の現段階の集成の

特徴といえよう。

これらの馬具が出土した29遺跡の位置を示したの

が第154図である。群馬県の地形は標高1,000m以上

の山岳部、300m以上の山間部、100~300mの山麓部、

100m以下の平野部に概ね分け られる。山麓部は利根

川中流域の低地（水田卓越地域）の外縁にある榛名山

や赤城山等の裾野にあたる。山体から流下する小河

川沿いに帯状の沖積地が形成されていて、弥生時代

以降農耕集落が拡大していく地域である。平野部に

も農耕集落は多く立地している。

古墳時代の馬具出土遺跡は 7遺跡で、山麓部に 5

遺跡、平野部 2遺跡が点在している。現段階では出

土遺跡数が少ないので分布の背景を分析するには至

らない。これに対して奈良 •平安時代の馬具出土遺

跡は21遺跡と増加し、山麓部から平野部縁辺に集中

ロ古墳時代(5~7世紀）の木製馬具出土遺跡

● 奈良 • 平安時代の金属製馬具出土遺跡

0 I : 40万 10km

第 154図 群馬県の馬具出土遺跡の分布
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している。平野中央部の馬具出土の遺跡は現状では

少ない。この時代における分布の偏在は、平野部の

発掘調査が少ないことに起因している可能性もある

が、山麓部の集落と馬の関連性が高いことを示唆す

る可能性もある。今後、平野部の遺跡の馬具の出土

状況や、埼玉県北部・栃木県西部の状況も調査して、

馬具出土遺跡と地形との関連を分析することが必要

となろう。

また、馬具を官牧や東山道駅路等の政治的施設と

の関連で考えることもできるが、馬具出土遺跡の分

註

註 l 中沢悟1996「紡錘車の基礎研究(2)」「専修考古学J第 6号

布からすればそれだけに限定できない分布傾向を示

している。馬具出土集落の分析には古墳時代以来の

農耕集落の発達過程のなかで考える視座を加えるこ

とも必要に思える。今回の分析では乗用馬具の集成

が中心となったが、今後は農耕や荷役 ・飼育等を含

めた地域内での馬の総合的な使役の実態を明らかに

していく方向性が必要であろう。群馬県における集

落出上の馬具の背景については、今後の出土例の増

加を待って、さらに深化したい。 （小島敦子）

註2 小島敦子1995「2.古墳時代初頭の出土土器について」「荒砥上ノ坊遺跡 I』（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団

註3 坂ロ ー ・ 三浦京子］986 「奈良 • 平安時代の土器の編年ー住居の重複と共伴関係による土器型式組列の検討ー 」 「群馬県史研究J 24号

註4 この観輯使用・酸化焔焼成の土器で、黒色処理を施した土器を 「荒砥上ノ坊遺跡II』では「ロクロ土師器」と呼んだが、黒色処理する

土器の総称として本書では「黒色土器」と呼ぶ。（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団1996『荒砥上ノ坊遺跡IIJ

註5 （財）群馬県埋蔵文化財調査事業団専門員神谷佳明氏のご教示に拠る。

註6 全体の整理作業の進捗の中で前 2巻の報告書に掲載した遺構一覧表を訂正した部分がある。

註7 前掲註2文献

註8 3区には住居が確認されていないが、これは発掘区が狭いためで、周囲に住居が検出される可能性が高いと考えられる。

註9 松田 猛1983「荒砥中屋敷 I遺跡」「群馬文化』195号

註10 （財）群馬県埋蔵文化財調査事業団1983「荒砥島原遺跡j。

註11 小島敦子］986「初期農耕集落の立地条件とその背景」r群馬県史研究」24号

註12 1987『年報 7』

註13 （財）群馬県埋蔵文化財調査事業団1988「荒砥天之宮遺跡J

註14 （財）群馬県埋蔵文化財調査事業団1992「二之宮千足遺跡J

註15 （財）群馬県埋蔵文化財調査事業団1995「荒砥上ノ坊遺跡 IJ 

註16 （財）群馬県埋蔵文化財調査事業団1983「年報 3J 

註17 能登健 ・石坂茂・徳江秀夫 ・小島敦子1983「赤城山麓における遺跡群研究」「信濃J35巻 4号

註18 大谷 猛1984「住居址出土の馬具」「学芸研究紀要」 1東京都教育委員会

註19 （財）群馬県埋蔵文化財調査事業団1993「白井大宮遺跡j

註20 安中市教育委員会1991［九十九川沿岸遺跡群 1J 

註21 吉岡村教育委員会1986「大久保A遺跡II区』

註22 小野山節1983「花形杏葉と光背」 「MUSEUMJ 383号

註23 群馬県古墳時代研究会1996［群馬県内出土の馬具・馬形埴輪』

註24 前掲註10文献

註25 坂本美夫1988「絞具考」『斉藤忠先生頌寿紀念論文集 考古学叢考中巻J

註26 関西の水田遺跡には地鎮めのために銅鈴を埋納する遺構がある。集落出土の銅鈴の用途については馬具だけに限定できない。

江浦 洋1996「古代の土地開発と地鎮め遺構」 「帝京大学山梨文化財研究所報告』第 7集

引用文献 （番号は、第 3表遺跡Noと同じ）

1天神遺跡 山武考古学研究所 1978 2天田・川押遺跡 高崎市教育委員会 1983 3史跡上野国分寺跡発掘調査概要 5 群馬県教

育委員会 1984 4草作遺跡 前橋市埋蔵文化財発掘調査団 ］985 5御堀遺跡発掘調査報告書 榛東村教育委員会 1985 6西

田 ・谷沌 ・中道 ・上新田 ・今井遺跡発掘調査報告書 東京電力株式会社 1988 7大久保A遺跡II区 吉岡村教育委員会 1986 8海

行A・B遺跡群馬県箕郷町教育委員会 1988 9大久保A遺跡 I区 吉岡村教育委員会 1986 10芳賀東部団地遺跡II一古墳～平安

時代編前橋市教育委員会 1988 11松井田工業団地遺跡ー遺物編一 松井田町教育委員会 1990 12株木B遺跡 群馬県藤岡市教育

委員会 1991 13成塚住宅団地遺跡II-1太田市教育委員会 1993 14下田遺跡 新田町教育委員会 1994 15半田中原 ・南原遺

跡 渋川市教育委員会 1994 16堤上遺跡群馬町教育委員会 1995 

17荒砥上川久保遺跡 1982 18荒砥島原遺跡 1983 19下佐野遺跡（平安時代 ・中 ・近世編） 1986 20鳥羽遺跡G・H・I区 1986 

2]鳥羽遺跡A・B・C・D・E・F区 1992 22有馬条里遺跡］］ 1991 23上栗須寺前遺跡群 1992 24矢田遺跡III 平安時代住居跡

編(3) 1992 25黒熊八幡遺跡 1996 26二之宮宮下東遺跡 1994 27多胡蛇黒遺跡 ］993 28二之宮谷地遺跡 1994 29 

下高瀬上之原遺跡 1994 30多比良追部野遺跡 1997 31荒砥上ノ坊遺跡III 1997以上（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団
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荒砥上ノ坊遺跡出土鉄製遺物の

金属学的解析 (2)

岩手県立博物館 赤 沼 英 男

はじめに

群馬県前橋市荒砥上ノ坊遺跡では、古墳時代初頭から平安時代の住居跡が発見され、刀子、鉄

鏃、馬具といった鉄器が検出された。

らは鉄滓、鉄塊系遺物が見いだされ、

いたことが明らかとなった。

また、 8世紀後半または 9世紀前半に比定される住居跡か

その時代には鉄または鉄器に係わる生産活動が展開されて

このような考古学の発掘調査結果をふまえ、 1996年には上述の住居跡出土の製品鉄器、ならび

に鉄塊系遺物、鉄滓の金属学的解析が筆者によってなされた。 その結果、外部から供給された銑

鉄を素材として鋼を製造するという鋼精錬（操作内容の詳細については後述する）が行われてお

り、その方法によって製造された鋼を用いて製品鉄器が製作されていたこと、 そして、原料銑鉄

とともに製品鉄器そのものも外部からもたらされていた可能性の高いことが明らかとなった因

このたび、荒砥上ノ坊遺跡の 5世紀前半の住居跡出土の鉄器、および 9~10世紀代と推定され

る住居跡から検出された鉄器、鉄塊系遺物、鉄滓の金属学的解析を実施したところ、 9~10世紀

代においても上述と同様の生産状況が確認された。 さらに、今回明らかとなった製品鉄器や鉄塊

系遺物の組成と、 これまでに実施された 7~10世紀代の群馬県出土の製品鉄器の組成を比較する

ことによって、銑鉄あるいは製品鉄器の供給候補地域として列島内のみならず、大陸をも加え検

討する必要のあること、すなわち奈良時代から平安時代における鉄・鉄器の生産と流通問題につ

いては、東北アジアの視点でもってその解明を計

る必要のあることが示された。

2
 

分析資料

分析した資料は住居跡内および女掘盛土遺構か

ら出土した鉄器 7点、鉄塊系遺物 2点（表面が赤

錆層で覆われ、大部分が金属鉄またはその錆に

よって構成されているとみなすことのできる資

料）、および鉄滓 1点の合計10点の遺物である。鉄

器の実測図を図 1に、鉄塊系遺物、鉄滓の外観を

図 8、図 9に示す。

表 1 分折資料

No 資料名 出土遺構 時 代

1

2

3

4

5

6

7

 

具

具

子

？

鎌

馬

馬

刀

釘

針

釘

1区42号住居

1区33号住居

1区33号住居

2区16号住居

1区3号住居

1区9号住居

女堀盛土

5世紀前半

9世紀中葉

9世紀中葉

9世紀中葉

10世紀前半

9世紀中葉

11世紀以前

゜
ー

8

9

 

鉄塊系遺物

鉄塊系遺物

鉄滓

1区33号住居

1区33号住居

2区8号住居

9世紀中葉

9世紀中葉

10世紀後半

注）年代の推定は財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団

小 島 敦 子 氏による。
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3
 

調査の成果と課題

分析方法

鉄器からの分析用試料片の摘出は、資料全体の形状を損ねることのないよう細心の注意を払い

ながら、ダイヤモンドカッターを使って行い、試料片摘出部位はエポキシ樹脂で修復した。鉄塊

系遺物、鉄滓はダイヤモンドカッターにより切断し、切断面のそれぞれの中心部分から試料片を

摘出した。鉄器から摘出した試料片についてはさらに 2分した後大きい方を、鉄塊系遺物 ・鉄滓

についてはそれぞれの切断面の中心部分から摘出した試料片のうちの一方を組織観察に、残りの

試料片を化学成分分析に供した。

組織観察用試料片は樹脂に埋め込み、 エメ リー紙、ダイヤモンドペース トを用いて研磨した後、

金属顕微鏡で研磨面の観察を行った。 さらに、地金の製造法を推定するうえで重要と判断される

鉄器中の非金属介在物（鋼を製造する過程で分離・除去することができずに残った異物）、鉄滓中

の鉱物については、エレクトロン ・プローブ・マイクロアナライザー

成を決定した。

(EPMA) によりその組

化学成分分析用試料片はエチルアルコ ール、 アセトンで洗浄し、十分に乾燥した。錆試料片と

鉄滓については粉砕した後テフロン分解容器に、健全なメタル試料については直接テフロン分解

容器に秤量し、酸を使って完全に溶解した。 このようにして調整した溶液を誘導結合プラズマ発

光分光分析 (ICP-AES)に供し、T.Fe、Cu、Mn、P、Ni、 Co、Ti、 Si、Ca、Al、Mg、 Vの12

成分を定量した。なお、鉄塊系遺物中のC、S、鉄滓中のM.Fe、FeOについては、それぞれ燃焼高

周波ー赤外線吸収法、クロム酸カリウム滴定容量法により定量し、鉄滓中のFe20孔こついては計算

によって求めた。

表 2 鉄器の分折

化 学 成 分（％）
池資料名

T.Fe Cu Mn p
 

N1 Co T1 Si Ca Al Mg ＞
 

ミクロ組織 n.m.1 

1

2

3

4

5

6

7

 

鎌 64.200.031 0.002 0.018 0.026 0.057 0.020 0.170 0.057 0.035 0.009 0.001 no 

馬具 91.100.034 <0.001 0.075 0.017 0.050 <0.001 0.024 0.019 0.008 0.001 <0.001 Cm(0.2~0.3) 

馬具 93.70 0.024 0.005 0.079 0.011 0.031 0.004 0.053 0.036 0.009 0.004 <0.001 Cm(0.3~0 4) 

刀子 91.30 0. 034 0. 003 0. 029 0. 035 0. 065 0. 020 0. 073 0.130 - - - no 

多］ 62.000.014 0.011 0.035 0.009 0.030 0.035 1.79 0.060 - - - no 

翁十？ 59.30 0.007 0.006 0.111 0.005 0.012 0.018 1.43 0.192 - - - no 

釘 54.70 0. 006 0. 019 0.045 0.005 0.009 0.020 12. 24 0.126 0.410 0. 079 <O.001 no 

XT 

s 
s 

XTS 

no 

no 

110 

注］）分折はICP-AES法による。

注 2)ーは分折せず、Cmはセメンタイトもしくはその欠落孔、Cmのカッコ内の数値はミクロ組織から推定される炭素含有

贔、 noは見いだされず。

注 3)11.111.iは非金属介在物組成、 XTはチタン化合物、 Wはウスタイト（化学理論組成 FeO)、Mはマトリックス。

4
 

分析結果

4-1 鉄器から摘出した試料片のマクロおよびミクロ組織

No. 2 ・No. 3馬具から摘出した試料片は、そのほとんどが健全なメタルによって構成されており、

マクロ組織の枠で囲んだ部分の黒錆層には、金属光沢を呈する結晶Cm、もしくはその欠落孔に

よって構成される島状の組織が観察された（図 2)。結晶Cmは層状に規則正しく並んでおり、 も

との健全な地金におけるパーライト中のセメンタイト (Fe3C)とみなすことができる叫錆下によ

る結晶の膨張を無視し、セメ ンタイトの分布状況に基づけば、No.2 ・No. 3馬具にはそれぞれ0.2~0.
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Cm:セメンタイト (Fe3C) もしくはその欠落孔

COMP: EPMAによる組成像

マクロ組織の枠で囲んだ部分はミクロ組織観察位置

図 2 No. 2 • No. 3馬具のマクロ・ミクロ組繊
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a : No. l鎌 b : No. 4刀子

c : No. 5釘 d: No. 6針？

e : No. 7釘

図 3 鉄器から摘出した試料片のマクロ 組織
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図 4 No. I鎌に見いだされた非金属介在物のEPMAによる分析結果
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a
 

COMP 
10 μ m 

m， → 「 ―/-:・げ
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m9  ::口：：／：：：二r
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b ヽ
＇ 

ヽ
ヽ ~

ヽ・
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mm ：ここ：：二ニr

_:~.]a 1 8 :0  2↓。 Ca：↓ 2］。 ]「

こSl1』_1 2 0 心 s 』。 ーニr

:c:::。-J
a, No.2馬具 b; No.3馬具

s;ガラス質けい酸塩

図 5 No. 2 • No. 3馬具に見いだされた非金属介在物のEPMAによる分析結果
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図 6 No. 4刀子に見いだされた非金属介在物の

EPMAによる分析結果
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3%C、0.3~0.4%Cの鋼が使用されていたものと推定される。 No.4刀子もそのほとんどが健全な

メタルから成る（図 3）。このような場合には酸によって腐食させることにより、地金の組織観察

が可能となるが、腐食による錆化の進行と非金属介在物の喪失を考慮し、今回は見合わせた。ま

た、 No.1鎌をはじめとする他の 4点については、もとの健全な地金の状態を推定できる組織を見

いだすことができなかった。

4-2 鉄器に残存する非金属介在物の組成

No. l鎌の黒錆層中には灰色の化合物が確認され、 EPMAによる分析によ ってFeO-Ti02-MgO

-Al203―兄O係のチタン化合物 (XT) と同定された（図 4)。No.2 ・No. 3馬具の健全なメタル中

には、それぞれNa20-K20-Ca0-MgO-Al203-Si02系、FeO-N a20-Ca O-Al203 -Si 02―凡0墨のガ

ラス質けい酸塩 (s) からなる非金属介在物（図 5a) が、 No.4刀子にはチタン化合物 (XT) 

とFeO-CaO-Al203-MgO-Si02-TiO墨のガラス質けい酸塩（S)によって構成される非金属介在

物が観察された（図 6)。なお、 No.5釘をはじめとする 3点については非金属介在物を見いだすこ

とができなかった。

4-3 鉄器から摘出した試料片の化学組成

No. 2 ・No. 3馬具、 No.4刀子から摘出した試料片のT.Feは91％を越えており、ほぼ健全なメタル

試料が分析されたことがわかる。 No.1鎌、 No.5釘、 No.6針？、 No.7釘のT.Feは65％未満にあり相

当に錆化が進んでいる。

No. 1鎌およびNo.2馬具、 No.4刀子にはCo分が0.05％以上含有されており、通常の砂鉄に比べ高

値をとる。 No.l鎌は錆化した試料であるが、こ の鉄器には異種金属の付着はもとより、異種金属

で製作された遺物の共存はなかったことが発掘調査を行った小島敦子氏によって確認されてい

る。 0.05％以上ものCo分が土砂等に含有されている可能性はきわめて低く、検出されたCo分はも

との健全な地金に含まれていたとみなすことができる。No.6針？か らは0.111％の P分が検出され

ている。 P分については埋蔵環境下からの富化の可能性についても考慮しなければならない3)。こ

の場合、同じ埋蔵環境にあったとみなすことのできる他の鉄器との化学組成上の対比を行い、埋

蔵環境下からの富化の有無を検討する必要があるが、 No.6針？と同じ遺構面から検出された他の

鉄器はなく困難であった。ここではもとの健全な地金に0.1％を越える P分が含有されている可能

性のあることを述べておく。

4-4 鉄塊系遺物ならびに鉄滓のマクロ・ミクロ組織

No.8鉄塊系遺物（図 7a)から摘出した試料片はそのほとんどが健全なメタルからなり、メタ

ルの周縁部には黒錆層が残存していた（図 7b)。黒錆層の領域A1部には金属光沢を呈する細線状

の結晶PCmとその欠落孔がみられ、 EPMAによる定性分析によって結晶PCmの主成分はFe、C

であることが確かめられた（図 7C）。この分析結果と結晶形状を考慮すると、結晶PCmは初析セ

メンタイトと判定できる。一方、健全なメタル部分をナイタール（硝酸2.5m]とエチルアルコール

100m]の混合溶液）で腐食したマクロ組織は、メタル全域にわたって黒く腐食されている（図76)。

領域A2ヽ 凡部のミクロエッチング組織によると、前者は共析鋼 (0.86%Cの鋼）に近い組成の組
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織を示し、後者には初析セメンタイトを確認できた（図 7d、e）。これらの組織観察によって、

No. 8鉄塊系遺物は過共析鋼から共析鋼に近い組成の鋼が混在した造物であることがわかった。こ

の分析結果は後述する化学成分分析結果とも合致する。

No. 9鉄塊系遺物（図 8a) から摘出した試料片はそのほとんどが黒錆層によって構成されてお

り、ところどころに鉄滓のかみ込みと付着が認められた（図8b)。黒錆層領域AにはNo.8鉄塊系

遺物同様、結晶PCmが観察され、 EPMAによる分析によって初析セメンタイトと判定された。

一方、領域BにはそれぞれFeO-Si02系化合物［ F:鉄かんらん石 (2FeO・Si02)と推定される］、

ウスタイト（w:化学理論組成FeO)からなる組織がみられ、ところどころにウスタイトとガラス

質けい酸塩からなる組織も観察された。

No.10鉄滓（図 9a) のマクロ組織にはいたるところに空孔が残存しており、化合物F、化合物

H、および微細な結晶が混在したマトリックス (M) からなる部分（図 9bの領域A部）と、化

合物W、化合物F、およびマトリックス (M) からなる部分（図 9bの領域B部）によって構成

されている。特に、化合物Hは化合物Fの結晶粒界に析出していることから、初晶は化合物Fで

あり、つぎに化合物Hが析出したものと推測される。 EPMAによる定性分析の結果、化合物W

はウスタイト、 HはFe0-Al20墨化合物、 FはFeO-MgO-SiO係化合物 ［マグネシウムを固溶し

た鉄かんらん石 [2 (Fe, Mg) 0 • Si02] と推定される］であることが判明した。

4-5 鉄塊系遺物ならびに鉄滓の化学組成

No.8鉄塊系遺物から摘出されたほぼ健全なメタル(T.Feが83.80%)には、 0.93％の炭素分が含

有されている。この鉄塊系遺物は組織観察によって過共析鋼であることが指摘されたが、化学成

分分析結果もそれと合致する。この鉄塊系遺物にはCo分が0.07%、S分が0.13%、また、 No.9鉄

塊系遺物にもCo分が0.05％含まれており、通常の砂鉄よりも高値をとる（表 3)。No.10鉄滓のT.

Feは51.78%、FeO分は54.58％であり、鉄滓の相当部分がウスタイトまたは鉄かんらん石からな

ることが化学組成からも推測される（表 4)。

表 3 No. 8、No.9鉄塊系遺物の化学組成（％）

Nu T.Fe C S Cu Mn P Ni Co Ti Si Ca Al Mg Mo As 

8 83. 80 0. 93 0.13 0. 020 < 0. 01 0. 09 0. 04 0. 07 - 0. 20 - <0.01 <0.01 

9 64.30 - - 0.030 0.001 0.008 0.017 0.050 <0.001 0.093 0.005 0.012 <0.001 -

注） C,Sは燃焼高周波加熱ー赤外吸収法，他はICP-AES法によ る。

表 4 No.10鉄滓の分折結果

化 学 成 分（％）

T.Fe M.Fe FeO F叫 SiO, TiO, Al凡 CaO MgO Na20 K心 鉱物組成

51. 78 0. 28 54. 58 12. 97 18. 73 0. 64 5. 82 1. 61 1. 02 0. 32 0. 94 W,F,H,S 

注 1)T.Fe, M.Fe, FeOはクロ ム酸カリ ウム滴定容最法，Fe20,は計算，他はICP-AES法による。

注 2)Wはウスタ イ ト、 FはFeO-MgO-SiO,系化合物（マグネシ ウム を固溶し た鉄かんらん石 ：

2Fe0 • Si02と推定される）、 HはFeO-Aし03系化合物、 Sはガラス質けい酸塩。
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5 鉄器地金の材質

鉄器は鋼を素材とする鋼製鉄器と銑鉄を素材とする鋳造鉄器の 2つに分類される。分析した鉄

器の中で、 No.1鎌、 No.2.No.3馬具、 No.4刀子はそれらの組織観察結果から鋼製鉄器であること

が明らかである。 No.5釘、 No.6針？、 No.7釘の 3点については、鋼製鉄器と判定できる金属学的

根拠を得ることができなかったが、それらの器種を考慮すると、やはり鋼製鉄器の可能性が高い

といえる。

No. 2 • No. 3 馬具に残存する非金属介在物は、それぞれCa0-Al ~03-S i02 系 、 FeO-CaO-Al203

-Si02系のガラス質けい酸塩であり 、介在物中に鉄チタン酸化物やTi-0系化合物（主として酸化チ

タンを主成分とする化合物）を見いだすことはできなかった。鋼の製造過程での砂鉄の使用を想

定することは困難である。一方、 No.1鎌、 No.4刀子の介在物には鉄チタン酸化物が検出されてお

り、鋼製造の過程で砂鉄が使用されたものとみることができる。このように、地金に残存する非

金属介在物組成に基づき、鋼製鉄器は以下の 3つに分類することができる。

イ）砂鉄の使用が認められないもの

ロ）砂鉄の使用によって製造された鋼を素材とするもの

ハ）砂鉄の使用が不明なもの

No. 2馬具には0.05％を越えるCo分が含有されている。製作に用いられた鋼は、脈石中にCo鉱物

を随伴する特殊な鉄鉱石（おそらくは磁鉄鉱）であった可能性が高い。地金の中に非金属介在物

が見いだされなかったNo.5釘、 No.6針？、 No.7釘の 3点については鋼製造過程での砂鉄の使用に

ついては不明である。なお、 No.l鎌にも0.057％ものCo分が含まれている。非金属介在物組成を

考慮すれば、始発原料にCo分とTi分を含む特殊な鉄鉱石が使用されたか、あるいは鉄鉱石と砂鉄

の両者の使用によって製造された鋼のいずれかを素材として製作されたものと解釈できるが、こ

の問題については後述する。

6 古代ならびに中世における錆の製造

古代ならびに中世における鋼の製造方法にはいまだに不明な点が多く、いくつかの仮説が出さ

れているが、それらを整理すると以下のごとくになる。

1) 原料鉱石（砂鉄もしくは鉄鉱石）を還元し鉄を生産する段階

2) 1)で生産された鉄から目的とする鋼を製造する段階

3) 2) で製造された鋼を素材とし目的とする鋼製鉄器を製作する段階

ここではとりあえず 1)を製錬、 2) を精錬、 3) を小鍛冶とする。

1) の製錬によって得られる鉄は炭素含有量に応じ、鋼と銑鉄の 2つに分類できる。製錬炉で

得られた鉄から極力前者の鋼部分を摘出して、含有される不純物を除去するとともに、炭素量の

増減を行って目的とする鋼を製造する。そしてその鋼を使って製品鉄器が製作されたとする見方

がある 4)。製錬炉で直接に鋼が作り出されるという意味でこの方法は直接製鋼法と呼ばれている。

さらに製錬によって得られた粗鉄を精製し目的とする鋼に変えるという上述の操作は精錬鍛冶と

されている。しかし、ここでいう精錬鍛冶がどのような設備を用いどのようにしてなされたかと

いう点に関しての具体的な説明はない。不純物の除去と炭素量の増減という複数の操作工程が

あったと推測されるが、具体的な操作方法が不明である以上、その操作の過程でどのような鉄滓
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が排出されたのかを論ずることは困難である凡

1)の製錬では銑鉄も生産される。銑鉄は再び溶解炉で溶解し、鋳型に注ぎ込むことによって

鋳造鉄器となる。また、銑鉄中の炭素を低減させる、すなわち脱炭によって鋼を得ることもでき

る。この場合の方法としては、半地下式竪型炉もしくは火窪炉の中にあらかじめ用意された銑鉄

を挿入して銑鉄浴を生成させた後、砂鉄、もしくは鉱石粉といった小量の鉄酸化物を投入する方

法がとられていた可能性の高いことが遺物の金属学的解析結果に基づき指摘されている 7)-9)。銑

鉄を素材とし脱炭材として砂鉄もしくは鉱石粉を使用し鋼を製造するというこの方法は、銑鉄を

経由して鋼が得られるという意味で間接製鋼法と呼ばれるが、現代製鋼と区別するため以下では

’'鋼精錬”という用語を用いることにする。脱炭材に鉄鉱石粉が使用された場合、鉄鉱石中のFe

分は銑鉄中の炭素、もしくはCOガスにより還元されてFeO、さらに還元が進めばFeに変わって溶

鉄に付け加わる。一方、砂鉄が用いられた場合にはFeO-Fe203-Ti02系の鉄チタン酸化物中のFe

分は還元により鉄浴に移行し、スラグ浴には還元雰囲気と炉内温度によってウルボスピネル

(2Fe0 • Ti02)、イルメナイト (FeO• Ti02)、Ti-0系化合物、 Ti(C, N) といったチタン化合

物が析出することになる。実際の操作では投入された脱炭材が溶解しスラグ浴が形成される。脱

炭材に鉱石粉が使用された場合にはウスタイト 、FeO-MgO-Si 02系化合物、ガラス質けい酸塩を

主成分とする鉄滓が、砂鉄の場合にはそれらにチタン化合物が加わったものが鉄浴から分離され

排出される。この脱炭 ・精製のエ程で生ずる鉄滓を鋼精錬滓という。そして、このような方法に

より製造された鋼を加熱 ・鍛打し造形するという小鍛冶操作によって目的とする鉄器がつくりだ

されることになる。なお、鋼精錬操作の場合、吸熱反応である小饂の鉄酸化物の使用による脱炭

反応に伴う温度低下を抑制し、鋼精錬温度を維持するための設備あるいは操作方法があったと考

えられるが、この点についてはしばしば検出される椀状滓の組成をふまえ今後追求すべき問題と

いえよう。なお、炉内温度を考慮するとこの操作によって生成する鋼は過共析鋼 (0.86~2.0%C)

であり 、炉内の状況によってはそれ以下の炭素含有量の鋼も生成可能であったと推定される。

小鍛冶操作では鍛打 ・加熱を繰り返して目的とする鉄器への造形が行われるので、鍛打のとき

は加熱された鋼の表面に生成する酸化鉄（スケール）が剥離（これは鍛造薄片と呼ばれる）する。

一方、 加熱のときは酸化鉄が半溶融状態になり、火窪炉の底部に溜まる。そこで炉壁材と反応し

て鉄分に富む半溶融状態の鉄滓状物質を生成し、加熱炉の底で固化する。このように して生成し

た’'椀状” （供え餅を逆さにした形）をした鉄滓状物質が、鉄関連遺跡の発掘調査では鍛冶滓とし

て扱われている。従って、鍛冶滓は金属鉄、錆層、ウスタイト (FeO)を主成分とし、他にスケー

ルが炉材 と反応した際に生成するFeO-Si02系化合物が混在した組成をとるものと推測される。

なお、こ の操作はしばしば鍛錬鍛冶ともいわれる。

上述から明かなように、 2)でいう精錬には直接製鋼法の精錬鍛冶と 間接製鋼法の鋼精錬とい

う2つの異なった概念が存在することがわかる。精錬鍛冶についてはその操作内容をより明確に

する必要があると考えられるが、ここでは銑鉄を脱炭し鋼を製造するという鋼精錬とは区別して

扱うことにしたい。上述を整理すると図10のごとくになる。

7 住居跡内における鋼製造

9世紀中葉に比定される住居跡からは過共析鋼が検出されている。今回の発掘調査では炉跡や



鉄滓は未検出であった。 しかし、

荒砥上ノ坊遺跡出土鉄製遺物の金属学的解析(2)

これまでの調査において同遺跡では既に 8世紀後半には脱炭材

として砂鉄を使用する鋼精錬が実施されていた可能性の高いことが指摘されており 1)、10世紀代

においても群馬県内に立地する住居跡では同様の操作がなされていたものと推測されている 10)。

このような状況を考慮すると、 No.8、No.9の鉄塊系遺物を鋼精錬操作によって生成した過共析鋼

とみることができる。 10世紀後半の住居跡から検出されたNo.10鉄滓についても、鉄かんらん石、

FeO-Al203系化合物が融液から析出した可能性の高いこと、 ならびに通常の粘土値に比べ

(CaO+ MgO) / Al20sが0.45とやや高い値をとることを考え合わせれば、やはり鋼精錬操作に

伴って排出された鉄滓の可能性がある。今後は、鋼精錬操作を念頭に、住居跡内における鉄関連

遺構（鉄 ・鉄器生産に使用された炉跡）

必要があろう。

の詳細な発掘調査を実施し、遺構のうえからも検討する

なお、 No.S・No.9過共析鋼の化学組成に基づけば、同時代に比定され、 0.05％を越えるCo分を

含むNo.2馬具、 No.4刀子については住居跡内で製造された鋼を用いて製作された可能性を考慮す

る必要がある。既述のとおり、 No.2馬具には地金の非金属介在物中にチタン化合物がみられず、

No.4刀子にはチタン化合物が観察された。今後の発掘調査において鉄滓が確認され、 その中にチ

タン化合物が見いだされればNo.4刀子が、 チタン化合物が見いだされず、脱炭材として砂鉄の使

用を指摘することができない場合には、 No.2馬具が遺跡内で製作された可能性が高まることにな

る。また、 No.2馬具に観察された非金属介在物はCaO-Al203-Si02系であり、 FeO分はほとんど含

まれていない。炭素含有量の高い鉄浴もしくは炭材とスラグ浴とが接触し、スラグ浴中のFe分が

低減したものの一部が鋼中に取り込まれたものとみることができる。

精錬操作の実施を支持している。

この非金属介在物組成も鋼
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8 原料鉄と製品鉄器の流通問題

区11は荒砥上ノ坊遺跡をはじめとし、これまでに解析がなされた群馬県上野国分僧寺 ・尼寺中

間地域10）、中江田八ツ縄遺跡11)から出土した 7世紀から10世紀代に比定される鉄器のNi、Co、Cu、

P、Mnの5成分とT.Feの関係、および非金属介在物組成をまとめたものである。図11の中で非金

属介在物中にチタン化合物が見いだされたものは丸（●)、非金属介在物中にチタン化合物を見い

だすことができなかったものは四角（■)、非金属介在物を見いだすことができなかったものは三

角（▲）の記号で表記した。 T.Feが80％未満の錆層からなる試料片については埋蔵環境下からの

化学成分の富化が問題となるが、図には異種金属の付着がみられず、同じ埋蔵環境下から出土し

た遺物間での化学成分上の対比によって、その影響が少ないと判断されたもののみを取り上げた。

図から明らかなように、非金属介在物中にチタン化合物が観察されず、通常の砂鉄よりも高い

Ni分、Co分、 Cu分、 P分、Mn分を含む、刀子、馬具、釘、紡錘車、といった鋼製鉄器がみられる。

これらの鉄器については脈石中に当該成分を含む鉱物を随伴する鉄鉱石を始発原料として製造さ

れた鋼を素材 として、製作されたとみることができる。地金中に非金属介在物を見いだすことが

できなかったもの、あるいは非金属介在物中にチタン化合物が残存する鋼製鉄器についても同様

の組成のものがみられる。これらについても上述と 同様の始発原料が用いられた可能性が高く 、

始発原料を砂鉄に限定して、奈良から平安時代の鋼製造を考えることが困難であることがわかる。

そして、非金属介在物中にチタン化合物が見いだされたものについては、銑鉄を素材とする鋼精

錬によって製造された鋼を用いて製作された鋼製鉄器と解釈することが可能となる。

6に基づけば、流通する遺物の形態としては銑鉄、鋼、製品鉄器の 3形態が考えられ、図11の

組成を考慮すると、既に奈良時代には製品鉄器はもとより銑鉄や鋼といった製品鉄器製作のため

の鉄素材に関する複数の流通）レートが出来上がっていたことがわかる。また、通常の砂鉄に比べ

高レベルのCu分やNi分、Co分という化学組成上の特徴をもつ鋼製鉄器、あるいは鋼素材の存在を

考慮すると 、それらについては列島内はもとより大陸にまで視野を広げて、その供給地域を検討

しなければならない（図12)。今後、時代と器形の明確な製品鉄器、あるいは鉄素材の金属学的解

析を精力的に実施し、製錬炉跡とみなされている遺構から検出された遺物の組成との比較をとお

して、各時代ならびにそれぞれの地域における、鉄素材または製品鉄器の供給依存地域を推定す

る必要があろう。

9 まとめ

群馬県前橋市荒砥上ノ坊遺跡の 9世紀中葉から10世紀代に比定される住居跡から出土した鉄

器、鉄塊系遺物、鉄滓の金属学的解析を行ったところ、外部から供給された銑鉄を素材とする鋼

の製造（鋼精錬）がなされていた可能性の高いことが明らかになった。これまでに実施した同遺

跡出土遺物の金属学的解析結果を考慮すると、その操作は奈良時代から行われており、その素材

となった銑鉄や製品鉄器は外部から複数のルートでもたらされていたものと推測された。さらに、

それらの供給候補地として、列島内のみならず大陸をも加えて検討する必要のあることが示され

た。奈良時代から平安時代の鉄 ・鉄器の生産と流通問題を検討するうえで重要な情報がもたらさ

れたといえよう。
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化学成分と非金属介在物組成の関係
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3. 1区46号住居全景（北西から） 4.同低全景（北西から）

l区46住 S154 

5.同鼈全景（北西から） 6.同出土遺物

7. ・1区53号住居全景 （西から） 8,同鼈全景（西から）
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1. 1区54号住居全景（北西から） 2. 同 鼈全景（北西から）

1区53住 S155 ］区53住 S156 ］区54住 S157 

3. 1区53• 54号住居出土遺物

4. 1区56号住居全景（西から） 5.同鼈全景（西から）

1区56住1539

1区56住1540 1区56住1537 l区56住S159 

6, 同出土遺物
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1. 1区59号住居全景（西から）

ソ
/

f
,
 

9/
 

3. 1区62号住居全景（西から）

5. 同土層断面 A-A' （南から）

6. 同 遺物出土状態(1275• 1277) 

］区59住l549

］区59住1547 ］区59住1546

2.同出土遺物

4. 同鼈全景（西から）

］区62住1275

1区62住1276

1区62住1277

1区62住 S130 

］区62住1278

］区62住1280

7. 同出土遺物
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1. 1区67• 73号住居全景 （西から） 2. 1区67号住居鼈全景 （西から）

1区67住1554

1区67住1553 l区67住1551 1区67住1552

1区67住S162 

1区67住 S161 

3.同出土遺物

1区73住1555

1区73住1567

4. 1区73号住居鼈全景（西から） 5.同出土遺物
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1. 1区74号住居全景（西から）

.,, 

3. 

5. 

同

同

遺物出土状態（1558• 1559) 

1区74住1559

出士遺物

2. 同 鼈全景（西から）

4. 同 遺物出土状態（1556• 1557) 

1区74住1557

1区74住1558 l区74住1556

6. 1区調査風景 7. 1区調査風景
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1. 1区 5号土坑全景（束から）

3. 1区39号土坑全景（西から）

1区 5坑1561

1区 5坑］560

］区］0坑1562

1区39坑1568

2. 同 土層断面（束から）

4. 1区10号上坑（井戸）土層断面（西から）

5, 1区5 • 10 • 39号土坑出土遺物 6. 1区51号土坑（井戸）全景（西から）
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1. 2区2号住居全景（南西から）

3. 2区 5号住居全景（西から）

5. 同 土層断面A-A' （南西から）

2 ・同 鼈全景（南西から）
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伺 鼈全景（西から）

2区5住1573

2区5住 S168 2区 5住S164 

2区5住 S163 2区 5住S166 2区5住S167 2区 5住S165 

6. 同 出土遺物
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1. 2区 8号住居全景（西から）

3. 

5, 

同 遺物出士状態 (S169 • 1577 ・西から）

鼈全景（西から

e.i 
2．同

祠
塁ノ呼●、・

そ．． ．

麻:';:::
• 9̂ 

• ・ •·:}•. 

， 呵．ゐ牙
·.•.• ● 

2区 8住 S171 

4. 同 遺物出土状態（1575・東から）

2区 8住1577 2区 8住1580 2区8住1575

2区 8住 S170 2区 8住 S169 

同 出土遺物
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1. 2区9号住居全景（西から）

3. 2区10号住居全景（南西から）

5, 2区13号住居全景（西から）

2. 

4. 

6. 

同 鼈全景（西から）

2区］0住1584

同 出土遺物

同 鼈全景（西から）

2区13住 S172 

7. 同 出土遺物
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1. 2区14号住居全景（西から） 2. 同鼈全景（西から）

2区14住1591 2区14住1590 2区14住1589

2区14住1587 2区］4住1588 2区14住 S174 

2区］4住S173 

3.同出土遺物
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1. 2区15号住居全景（西から）

2区15住1593

2区15住S175 

3. 同 出土遺物

5. 2区18号住居全景（西から

2区 15住1592

2. 同 遺物出土状態（1592・北東から）

4. 2区16号住居全景（東から）

2区16住1597

2区］8住 S176 

6. 2区16• 18号住居出土遺物

7. 2区21号住居全景（西から） 8. 
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同鼈全景（西から）
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1. 2区25号住居全景（北西から）

2区25住1601

3. 同

5. 

7. 

同

出土遺物

窟全景（西から）

同 遺物出土状態(1603)

2. 

4. 

6. 

8. 

同窟全景（北西から

2区27号住居全景（西から）

同 土層断面 A-A' （西から）

2区27住1603 2区27住 S120 

2区27住sl77 

同 出土遺物
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1. 2区28号住居全景（西から）

3. 

5. 

同 遺物出土状態(1605・北から）

2区29号住居全景（西から）

2. 

4. 

同 鼈全景（西から）

2区28住1611

2区28住1612 2区28住1605

同 出土遺物
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鼈全景（西から）

7. 同 遺物出土状態（西から） 8. 同 遺物出士状態（1613・北から）
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2区29住1615

？区29住1613 2区29住1614

1. 2区29号住居遺物出土状態（南西から）

2区29住1607 2区29住1610 2区29住1606

｀ 2区29住1608 2区29住1609
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2. 同 出土遺物

3, 2区35号住居全景（西から） 4. 
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同 鼈全景（西から）

5. 2区40号住居全景（西から） 6. 同 鼈全景（西から）
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1. 2区42号住居全景（西から）

3. 2区43号住居全景（北西から）

2区43住1622

2区44住1627 2区43住 S180 

5. 2区43• 44号住居出土遺物

2. 

4. 

同 寵全景（西から

同 鼈全景（北西から）

6. 2区44号住居全景（北西から）

7, 同 鼈全景（北西から） 8. 2区46号住居全景（西から）
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2区46住］637 2区46住1632

2区46住1639

1. 2区46号住居鼈全景（西から） 2. 同 出土遺物

3. 

5. 

2区51号住居全景（西から）

2区5]住］641

4. 同

2区51住1642

鼈全景（西から）

2区51住 S184 

2区51住 S185 

2区51住l870

2区5]住S183 

同 出土遺物
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2. 2区61号住居全景（北西から

2区61住1645

3. 4. 同 出土遺物

5. 2区66号住居全景（西から）



1. 2区66号住居鼈全景（西から）
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3. 同 遺物出士状態（1297・北西から）

2区66（主l297

2区66住1298

5.同出土遺物

6. 2区70号住居全景（西から）

PL. 33 

2. 同 中央部遺物出土状態（南西から）

4.同 遺物出土状態（1302・北西から）

2区66住1295 2区66住1296

7.同鼈全景（西から）
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1. 2区71号住居全景（西から）

るr—•, '可『メニー

＇f，，，云←｀

“.J 
2区71住1650 2区72住1651

3. 2区71• 72号住居出土遺物
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5.同鼈全景（西から）
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4. 2区72号住居全累（西から）

6, 

同 鼈全景（西から）

同 遺物出土状態（1651・北西から）

2区74住1654

7. 2区74号住居全景 （東から） 8. 同 出土遺物
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2区75号住居全景（北西から） 2. 同 鼈全景（北西から）

3. 

5. 

同 遺物出土状態 (1306• 1309 ・北西から 4. 同

這士

遺物出土状態 (1307・南から）

2区75住1307

2区75住1306 2区75住1305

2区75住1308 2区75住1309 2区75住 S132 

同 出土遺物

6. 2区76号住居全景（西から） 7. 同 竃全景（西から）
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1. 2区76号住居遺物出土状態（北西から）

3. 同 遺物出土状態(1659)

2. 同 遺物出土状態（1660・西から）

2区76住1661

2区76住1662

4. 同出土遺物
―-―へ7· ―`:----:• -— →.、そ

・ミ ．— -、．～ふべ '̂

5. 2区80号住居全景（北西から） 6. 同鼈全景（北西から

2区80住1670

2区80住1671 2区80住1669 2区80住1666

7. 同 出士遺物
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ー一 : ゜

1. 2区86号住居全景（西から）

3. 同

2区86住］691

2区86住1676 2区86住］678

5. 同

遺物出士状態（1676・南東から

出土遺物

6. 2区87号住居全景（西か ら）

2. 同鼈全景（西から）

4. 

7. 

同

向

遺物出土状態（1691・北西から）

2区86住1675

遺物出土状態（1680)

2区86住1677

2区87住1680

8. 同 出土遺物
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1. 2区92号住居全景（西から） 西景全
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同

2区92（主1683 2区92住1685

3. 同

E -

遺物出土状態(1688) 4.同出土遺物

5. 2区93号住居全景（西から）

7, 同

～Qと一＇し ＾

鼈全景（西から

6. 

8. 

同 外周ピット全景（西から）

2区93住1694

同 出土遺物
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1. 2区96号住居全景（北西から）

3.同 遺物出土状態（1697・南西から）

5. 2区98号住居全景（西から）

7.同 遺物出土状態（1700・北西から）
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2.同鼈全累（北西から）

2区96住1696

2区96住1697 2区96住］695

4. 同出土遺物

6.同鼈全景（西から）

、．、 9：→史ぷ

況
2区98住1700

8. 伺出土遺物
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1. 2区99号住居全景（西から）

‘̀  ぷ．．ゞ―,9 9ヽ ・ヽ， ～ ・可 J 炉 r如
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2. 同鼈全景（西から） 3.同 遺物出土状態(1710・南西から）

4. 伺 遺物出上状態（1711・南西から） 5.同 遺物出土状態(1708)
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1. 2区99号住居遺物出土状態（1707・北から）

2区99{主1711

2区99住1708

2区99住1707

2. 同 遺物出土状態(1706・北から）

2区99住1705

2区99住l7l2

2区99住1704

2区99住 S187 

3. 同 出土遺物

4. 2区100号住居全景（北西から） 5. 
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同鼈全景（北西から）
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1. 2区100号住居遺物出土状態(1717)

•.. -,.  ~ 

2. 同貯蔵穴全景（北から

2区100住1720

2区100住1717

2区100住1718

． 

2区100住1722 2区100住 S188 

3. 同 出土遺物

4. 2区101号住居全景（北から） 5. 同 鼈全景（西から）
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1. 2区101号住居遺物出土状態(1725)

2区10]住］725

2区103住1728 2区 l竪穴］733

3. 2区101• 103号住居 ・1号竪穴出土遺物

•一ー＝ら一

9 -~··-

5. 同 鼈全景（南から）

2区101住1724

2, 

4. 

同 遺物出土状態（1724)

2区103号住居全景（南から）

蝙

、に9

6. 2区 1号竪穴全景（北西から）

7. 2区調査風景 8. 2区調査風景
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1. 5区 1号住居全景（西から）

.. 
•.. . . さヽ・巳→込 ： 心—

3. 同 遺物出土状態（北西から）

5. 5区 6号住居全景（西から）

2. 同窃全景（西から）

5区 1住1349 5区］住1350

5区 li主1351 5区 1住 S139 

4. 同出土遺物

6. 同低全景（西から）

7. 同躍全景 （西から） 8. 同 遺物出土状態(1737)
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1. 6区8号住居全景（西から）
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6区 9号住居全景（西から）

6区9住1788

6区9住1789 6区9住1784

3. 同 出土遺物

ヤ

;・ヽ＇.̀., "‘ 11::ぷ

, r.. ` 嚇•‘‘ `・̀ • •9 ‘̀≫... 

5. 同 鼈全景（西から）

6区9住1791

2. 同鼈全景（西から）

；`グア了
.. ‘ '・ぐ
`̀ 

'.. 
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8区2号住居全景（西から
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1. 8区 9号住居全景（北西から） 2.同鼈全景（北西から）
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1. 8区10号住居全景（北西から） 2. 同鼈全景 （北西から）

8区10住1851

8区IO住1848

3. 同 鼈前遺物出土状態（北西から） 4. 同 出士遺物

5. 8区12号住居全景（西から） 6. 伺 冠全景（西から）
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7.同 遺物出土状態 (1392・南西から） 8. 同出上遺物
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8区 4号掘立柱建物跡全景（東から）
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1. 9区 1号住居全景（西から）
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3. 9区 2号住居全景
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1. 11区 1号住居全景（西から） 2. 同 土層断面 A-A'・B-B' （西から）

II区 l住1408 11区 li主1407

3. 同 鼈全景（西から） 4. 同 出土遺物

5. 11区2号住居全景（西から）
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調査期間 調査原因

所収遺跡名 所在地 市町村 遺跡
0 9 99 0 9 99 

m 2 

あ荒ら砥と か上み ノの ぼ坊う ぐんまけん蘭偽しにの
群馬県 市二之 102016 10005 36度 137度 19820701~ 42000 県営圃場整
み宮やま町ち・あ荒ら子こま町ち

-00061 22分 11分 1983012 備事業荒砥

10秒 20秒 北部地区に

ともなう事

前調査

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記 事 項
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鉄製品 ・紡錘車 た。古墳時代以降、歴史時代に

馬具 も継続して集落が営まれた。 9

世紀後半の住居からは、線刻文

字のある紡錘車が 3個出土して

いる。
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